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はじめに
　今日からサムエル記第一を読む。これは士師記の時代から続くもので、サムエルは最後のさばきつかさと呼ばれることもある。この時代は神によって特別に立てられたさばきつかさは出ていなくて（士師記の終わりもそうだったが）、祭司のエリが民の指導者としての役割を果たしていた。そこには強いリーダーシップは見られず、イスラエル全体が緩やかな結びつきで成り立っていたような状況とも言える。そのことは社会の曖昧さだけでなく、信仰面での曖昧さももたらしており、刷新が必要とされていた。そんな時代に、サムエルが誕生するところから、記録は始まっている。年代的に言えば、ルツの子ども、オベデのあたりが、サムエルと同世代ではないかと推測される。イスラエルが王国になっていく、ハラハラどきどきの時代なので、読むのには心楽しいかもしれない。
 
サムエル記第一　1:1-8
　最初に語られているのはエルカナというエフライム部族の人だ。どこにでもいるような人、である。彼には妻が二人いて、これは当時の社会では別段、道徳的な問題性は語られていなかったことなので、聖書でもその点が取りざたされることはない。彼がそこそこ裕福だったことを示す程度である。ただし、二人の妻がいることは、その二人の間にはぎくしゃくするものが生じていたわけで、ここから、神が本来造られたあり方、一夫一婦のあり方を崩してしまうと、どんな理由があろうとも、それは混乱の源になるのだと、そのように語ることはできる。エルカナの妻たちもそうであったのだ。
 
第一サムエル　1:9-11
　エリのいるシロには会見の幕屋があったわけで、そこでは定期的な祭もあった。で、ハンナたちも参加していたわけである。その時、思いを抑えきれなくなったハンナは、神の前に切に祈ったのである。彼は息子を求めている。だが、その子が与えられたら、神に捧げると言っている。この場合の捧げるは、神の使命のために全面的に関わるということで、自分の手から完全に放してしまうことだ。せっかく与えられる我が子を手放す。それでは、息子を求める意味がない、とも言えるのだけれど、彼女にとってはともかく、ひとたび、息子を腕に抱くことができれば、というふうである。一般論としては、こんな約束は必要ない。神は無条件に願いを聞いてくださるのだし、反対に望ましくない願いであれば何をしてみせても答えは変わらない。だから、こういう祈り方は必要がない。でもハンナにとっては、このことは駆け引きではなく、ただひたすら神に求め願う姿でしかない。その心に神が応えてくださったのだと書かれている。むろんそこには、サムエルの登場という神の側での大事な計画も関わっているのであれが。神は人の様々な思いを用い、そこを起点として御業を、御心をなしていかれる。
 
第一サムエル　1:12-18
　祭司であるエリとしては、祈っているのと酔っているのを見間違えるのは失態だが、だから彼はだめなのだと批判する気にはなれない。人の目が見えるところは限られていて、真実は神にしか分からないというのは、この書が指し示すテーマの一つでもある（16:7）。むしろここは、率直に答えたハンナの姿を喜び、また、彼女の真意を知ったエリが、今度は祭司としてのふさわしい応対をしたこと（彼女を励まし、神の祝福を指し示した）に意義を見ておきたいと思う。事情はまだ何も改善されていなかったけれど、神の守りがあることを確信したハンナは大きく変わった（18節）のである。ここに幸いを覚えさせられる。
 
第一サムエル　1:19-20
　ハンナは子どもを宿し、無事に生まれた。旧約の時代には子孫が繁栄することが重視されていたから、子どもの存在が大きく意識されていて、だから、この出来事は大いなる祝福として皆に受け止められた。ただ、こういう事柄は、気をつけて見ていくのが良い。ある祝福が与えられていることは幸いなのだが、別の人には別の祝福があるわけで、自分に「ある」ことを喜んでいけば良く、自分に「ない」ことを不幸として見るのは望ましいことではない。さもないと、全人類はたった一人を除いて、自分がベートーヴェンではないことを不幸として嘆かねばならないことになる。これでは神が私たちに備えてくださる喜びを生きることができなくなってしまう。「主の良くしてくださったこと」をちゃんと見ていきたいものだ（詩篇103）。
 
第一サムエル　1:20
　この子どもはサムエルと命名された。神の名、という意味で、ハンナの言う命名の理由と、そのままつながらないようにも見えるが、「主に願う」のは「主の名を呼ぶ」ことでもあるから、と考えるのが良いかと思う。名前を呼ぶというのは古代においては重要な意味合いがあるのだ。主の名を呼び、主がその呼び声に耳を傾けてくださるということになる。ちなみに、3章でサムエルは、主の呼びか声に耳を傾ける者となり、主が彼の名を呼ぶ、という場面が出てくる。こういう密接な関係というものが築かれていくことに、サムエルが預言者として立つ意味合いが込められていく。そういう意味では、ハンナの信仰姿勢はサムエルに受け継がれていくのである。
 
第一サムエル　1:21-28
　今でこそ、何かを始めるにしても高校を出てからという印象が強いが、昔はそれこそ幼児期から修行を始めることも多かったわけで、神との約束を考えると、主の宮（会見の幕屋のこと）に連れて行った時にはもう連れ帰らないという覚悟をしていたのも不思議ではない。それで、せめて乳離れしてから、ということで、ハンナは宮詣りそのものを数年待ったわけだ。とは言っても、まだまだ幼いサムエルである。その子と別れて暮らす寂しさはどれほどのものか。でも、自分の思いを超えて、サムエル自身の生涯のことを考えて、ハンナは我が子を手放している。現代は子どもは親も所有物的な感覚が広がっているが、家長制度の強い時代の聖書はむしろ、親自身よりも子どもやその子孫の幸いを重視する意識が見られるように思う。
 
第一サムエル　2:1-10
　この歌の背景には、ずっと子が生まれずに肩身の狭い思いをしてきたハンナが、でも、神が顧みてくださったことによって幸いを得たことがある。他者と比べるのではなく、自分自身に与えられている幸いを生きるのが最も望ましいことだろうが（1:8は無理解とも言えるし、まっとうな声とも言える）、実際の人間たちはなかなかそうもいかなくて、互いの存在によって支えられるよりも、疎外し合っているのが現状だ。そして、しばしば力の強い者、声の大きい者があたりを支配する（本人は意図せずとも）ことも多い。そういう人間たちの混乱をすべてご存じの神は、だからこそ虐げられている者をより優遇して（彼らが他の人々よりも価値があるということではない）、人間同士の優劣とは関わりなく、神の主権によって恵みは与えられていくのだということを、力強く指し示している。この観念は第一コリント1章にも見られる。
 
第一サムエル　2:11-17
　エリは大祭司としてそつなくこなしていたのだろうが（彼が大祭司と呼ばれている箇所はないのだが、記されている立場からすればそうとしか考えられない）、祭司である息子たちは問題だらけだった。彼らは自分の立場と権力を利用するだけで、神への畏敬はなく、人々への思いやりもない。本来祭司とは神に仕え、人々のために仕える者であるのに。しかも彼らが求めた利得が、より良い肉であるというあたりが、何とも情けない。彼らはイスラエル全体の指導者というような権力を求める気もなく（それには責任が伴ってくる）、一時的な自己満足だけしか見ていない。エサウの姿を思い起こす（創世25:34）。そしてこの行為は下劣なだけでなく、神に対する人々の思いを下卑たものとして扱うことで、イスラエル全体の信仰姿勢にも悪影響を及ぼしたのである。
 
第一サムエル　2:18-21
　幼い息子を送り出したハンナの思いがひしひしと伝わってくる。神との約束であり、また、サムエル自身にとっても幸いな生涯であることを思いながらも、離れて暮らさざるをえない寂しさは禁じ得ない。子を思う親の心はこんな感じだろうと、一人の親として私も思う。神はそんなハンナを顧みてくださって、彼女はその後、子どもたちを得ていく。神の配慮、いつくしみということを思う。神は偉大であり、義と真実に満ちている支配者であるが、同時に、こういう小さな出来事の中に恵みを注いでくださる、そういう方であることを何よりのことと思う。
 
第一サムエル　2:22-26
　イスラエルの信仰的指導者としての立場を担っていたエリは、息子たちの行状を知った。いや、以前から薄々承知していたのだろうが、でも彼は何も言わず、どうすることもしなかった。今もまた、苦言は呈したけれども、彼らが悔い改めようともしなかったことについて、何も対処できずにいる。それは彼の弱さかもしれないけれど、でもそれが息子たちを死に追いやり、イスラエル全体にも災難をもたらすものであったことを思うと、人はやはり、他の人、とりわけ身近な人々のことについて、ちゃんと関わっていく責任があるのだということを痛感する。エリの一族は、やがて没落する。
 
第一サムエル　2:27-36
　エリのもとに「神の人」がやってきた。後に、祭司が制度面を担い、預言者が臨機応変的な神からの呼びかけを担う様子は、かつて、モーセが一手に引き受けていた時代とは様子が違う。士師記の時代を経て、こういう役割分担が必要になったということだ。それにしても祭司が神の人に厳しく宣告されるというのは、後々にはあるのだが、でも、もうすでに、と考えさせられる。でも、神によって立てられたはずの王たちが預言者から叱責される様子もあるわけで、人というものがどれほど問題が深いのかを考えさせられる。
 
第一サムエル　2:29-30
　罪、つまりは神に逆らう姿にも様々あるのだが、旧約を見ているとここで指摘されている事柄、つまり、神をさげすむことについて、とても厳しく、また神の切なる訴えがなされていることに気づく。神を馬鹿にする、と言ってしまってもよいだろう。何も暴言を吐くだけでなく、神など気にする必要がないという姿勢とか、あるいはまた、神の事柄を私利私欲に用いたり、神の言葉をねじ曲げたり、神を神とする、ことが崩れる時、神によって造られた世界は壊れていくのだ。思うに、神の名を持ちだして争い、戦っている姿は、実に忌まわしい。もしそれが真実のためであると言うのならば、それこそその真実は本物かを厳密に検証せねばならないし、また、そのために何をするのかが問われるべきだと、そしてまた、その手法についても徹底的に問われねばならない。神の名を使う限りは、それが真に御心にかなうかどうかを問い続けるべきなのだ。
 
第一サムエル　2:33-36
　エリの息子たちは排除されるので、この時期のイスラエルに関して言えば、祭司の役割を果たすことになるのはサムエルである。ただし彼はアロンの子孫ではないので、例外的な存在と言うべきだろう。21-22章に祭司の町が出てくるので、この二人の息子以外にもエリの近親あたりから大祭司の系統は続く。もっとも、第一列王2:27でその家系は大祭司を罷免され、アロンの子孫の別の家系が大祭司の職を担っていく。その箇所に、エリへの預言が成就したことが記されている。アロン家系ではないサムエルが用いられることと、後の全面的な罷免との両方が、この宣告には込められていると言えそうだ。
 
第一サムエル　3:1-14
　まだ少年のサムエルが、神の言葉を受け継ぐ役目の者として始動する場面だ。神から呼ばれても気づかないサムエルは、彼自身の資質としてはごく普通の人に過ぎないという認識が見てとれる。でも、神が語られる時、そして、それを受け止めていこうとする時、資質ではなく、まさに神の恵みによって、人は確かな働きへと進んでいくことになる。それにしても、ちゃんとやりとりができるようになるまで３度も呼ばれるというのは、この時代、人々が神から遠く離れていたことを思わせられる。士師記の社会はまだ続いているのだ（士師21:25　サム3:1）。今日、直接の語りかけは滅多にないけれど、せっかく与えられている聖書の言葉が無視されていくとしたら、士師記の時代以上に神の言葉が忘れられていく事態になりかねない。
 
第一サムエル　3:1-9
　祭司であるエリが、当初、神からの呼びかけがあることに気づかないのは、彼もまた神から遠く離れていた証拠と言える。儀式は行っていたけれど、神との交流がないのだ。それでも、サムエルよりは先に気づいたあたりは、腐っても鯛ならぬ腐っても（?）祭司である。そして彼は幼きサムエルに神に答えていく道筋を指し示している。課題の多いエリだが、それでも、次の世代の者たちに神へと向かうための手ほどきをするという役目は、どうには果たし得ている。これはとても大事なことで、その点が何とかなしえるとしたら、ずいぶんと意義深いこと、とも思う次第だ。そんなエリが息子については失敗しているのは、何とも残念なことである。
 
第一サムエル　3:10-14
　ようやくサムエルは、神とちゃんと向き合うことができた。他の人に助けてもらうこともまた必要かつ意義深いものであって、何も一人でできなくても良い。「しもべは聞いております」という姿勢は、神の前に立つ時に大切なことだ。神に訴え、神に要求することが多い人類であるが（そのこと自体が悪いわけではないけれども）、神と人との関係からすれば、やはり、まずは神に聞くところから始めていかなければ、どうにもならないのは当たり前でもある。
 
第一サムエル　3:15-18
　告げられた内容は、幼子サムエルには重すぎることだったが、神の言葉を受け継ぐ預言者として立っていくためには、その厳しさと向き合う覚悟が必要だった。誰もがそういう役目を果たすわけではないけれど、もし、神の言葉を伝えることに関わるつもりなら、こういう厳しさは免れ得まい。と同時に、社会に対してではなく、身近な人に対してのことで言えば、それは誰でもが時には担うべき重荷でもある。さもないと、その親しい人が神の祝福や導きとふさわしく向き合う機会を逸してしまうことになる。自分のためではなく、その人のために、時には重荷を背負うのだ。
 
第一サムエル　3:15-18
　エリの覚悟というものを見る。もっとも、彼はこのことをすでに告げられていたのであって（2:27-）、それでも放置してきた責任というものがある。その上で、この厳しさを静かに受け止めようとするエリの姿が見える。彼は決して悪い人ではなく、そこそこに神の前を歩むことはできる人だったのだろう。ただし、自らに託されている責任を果たし得ない人、その結果として息子たちを失わせることになってしまう人、であるのだ。この事態は、実につらく悲しい。
 
第一サムエル　3:19-21
　サムエルはエフライム部族の出身で、アロンの家系ではないから、祭司にはなり得ない。主に捧げられてエリのもとで修行していたわけだが、単なる下働き以上のことはできないはずだった。でも神は、サムエルを用いてご自分の言葉をイスラエルの民に届けようとなさった。預言者という立場の登場である。祭司は律法に基づいて民を導く責任を持っていたが、かつてモーセが担っていたもう一つの役割、その時々の必要に応じて神の声を聞くという役割を果たすのが預言者である。さばきつかさにも神は語られていたが、彼らの中心的な役割は政治的な責任だったから、結局、士師記の時代に民は混乱した。神の言葉を語る者たちが必要とされたのである。むろん預言者は神に聞く者である必要があり、その点の混乱が後に似せ預言者の課題を生じさせている。
 
第一サムエル　3:21
神がご自身を現すということが、主の言葉によって、と記されている。世の神々の話ならば、姿を現すという話だろうし、さもなければ奇跡を行うことで現すということになりそうで、モーセの時、エジプトが見たのも神の強大な力であった。でも聖書ははっきりと、神がご自身を現すのはその言葉においてこそだと語る。モーセの時も確かに、力もあったけれど、中心となっているのはモーセを通して語られている神の言葉だったことを思い起こす。聖書が語る主なる神とは、ご自身の約束あるいは戒めを人に向かって語られる方、なのである。それを考えると、後に教会が聖書を何よりも重視したのは、とても自然なことだったと言えるだろう。
 
第一サムエル　4:1-4
　サムエルの存在は民の中に知れ渡っていたものの、指導者としての役割を果たしていたのはまだエリであり、その息子たちの存在感のほうが上だった。民はまだサムエルを通して語られる神の言葉にこそ聞き従う、という姿勢には至っていない。それがこの悲劇をもたらしたのだとも言える。すでに自らの果たすべき役割を自覚していただろうサムエルは、事の推移を見ながら、誰よりもつらい思いをしていたのではないか。せっかく神の言葉が届いていても、もし人々がそれに思いを傾けようとしないなら、どうにもならないのである。
 
第一サムエル　4:3-5
　イスラエルの民は、神の箱が来れば勝てる、と思っていた。神が共にいれば勝てる、というのは旧約の真実であるが、問題はこの場合、民が神の箱を動かしたに過ぎず、神ご自身の指示、意志によって箱が運ばれてきたわけではない。そう、そこにあるのは民の思いだけで、神が何をどう考えておられるのかは全く考慮されていない。これでは神は民の召使いである。でも、このような深刻な間違いに気づかないまま、民は大歓声を挙げている。でも、彼らが崇拝しているのは自分たち自身の思いであり、まことの神ご自身ではないのだ（ピリピ3:19）。この箇所を読みながら事の意味を悟った者たちは、どういう結末が待っているのかに気づいて、震え上がったに違いない。
 
第一サムエル　4:5-11
　敵のペリシテ軍は、主なる神が味方することの意味を知っていた。でも、彼らとしても諦めるわけにはいかない。それで、人間としての必死の力を振り絞って戦っている。となれば、真実としてはイスラエルに神の助けは来ていないのだから、完全な敗北になるのは必然だ。勝つために持ってきた神の箱だが、それがイスラエルの大敗北を決定づけたとも言える。ここには神ご自身の関与もあったと暗示されている。そして、神が共にいない軍から、神の箱はあっけなく奪い去られていくのである。イスラエルの実状を象徴する様子ではないか。
 
第一サムエル　4:12-17
　エリの息子たちは、神の言葉の通りに死んだ。そして町に知らされた敗北の知らせは、イスラエル全体を暗黒へと覆っていく。この後、イスラエルは長くペリシテに苦しめられることになる。それを完全に打破するのはダビデを待つしかない。士師記の混乱はまだ続いている。その全ては民自身が招いた事態である。人々は神から遠く離れてしまっている。そこには希望を見出すことはできないのだと、旧約はうめきつつ語り告げているのである。
 
第一サムエル　4:18-22
　サムエルに告げられた神の言葉通り、エリもまた死に至る。ピネハスの妻はエリの孫を産んでいるが、彼女自身はその際に死んでいるようだ。エリの家系全体にも、暗黒の悲しみがたちこめている。人々は必死に生き延びようとしているけれど、その先にあるものはつらい日々であったのだ。イスラエルの歴史を見ると、ここまで民全体が絶望に陥っているのは、後のバビロン補囚の時、であろうか。無論この時はまだ補囚になったわけではなく、民はそれぞれの町で暮らしている。ペリシテも皆殺しを意図したわけではない。でも、完全に抑えつけられた日々となっている。民は、神ご自身が消えてなくなったかのように思っていたことだろう。でもそうではない、ということが次の章に記されている。
 
第一サムエル　5:1-5
　奇妙なことが起こっている。神の箱が奪い去られたのは、神ご自身の意図であった。ペリシテ側が戦利品の宗教的財宝を神殿に安置するのはごくありふれた行動である。神は通常、ペリシテの神殿をかき乱したりはしない。でも、この時は明確な意思表示をなさっている。ペリシテはイスラエルに勝ったけれど、主なる神を圧倒したわけではない、ということを思い知らせているのだ。主はペリシテの人々を震え上がらせて、主の偉大さはいささかも損なわれていないことを明示された。それはここで彼らが主なる神自体をも軽視するようになってしまったら、後々のイスラエルに及ぼす影響が深すぎるし、それだけでなく、ペリシテの民にとっても害悪となるからだ。この激しさ、厳しさは、旧約ではしばしばイスラエルの民に向けられている。彼らが神をあなどることのないように、そのために神は強く介入なさるのである。人は神を軽く見すぎている。
 
第一サムエル　5:6-12
　神のなさったことは着実にその影響を及ぼしている。ペリシテは当初、単なる偶然か、あるいは主なる神を抑えられると考えていたのだが、人々の浅はかな思いを崩壊させるようにして、神は行動なさっている。結果、ペリシテの民衆は主に対して恐怖を覚え、関わり合いになることを拒んでいる。神は慈愛の方であり、多くの場合、そういう包容性によって人々に呼びかけておられるのだが、もし人が神を軽視するならば、その代償は計り知れない。もともと、エデンでの出来事はまさにそこに根幹があったのであるから。
 
第一サムエル　6:1-9
　誰も引き取ろうとしない神の箱は、すでにペリシテ側にとっては邪魔者でしかなかった。イスラエルに引き取らせようという考えはすぐに浮かんだろうが、それでまた災いが起きても困る。ということで祭司と占い師、つまりは宗教的な専門家の助言を仰ぐことになっている。彼らの回答は宗教的感覚から言えばごくありふれたもので、さほど特別なものではない。神の権威を認めました、という意思表示と、神の箱を奪い取るような失礼なことをしてすみません、という反省の思いを込めるための償い品を加えて、送り返すのである。ペリシテのあり方にはたくさんの問題がある。ただ、こういう箇所を見ていると、主なる神を知りながら適当にあしらっているイスラエルの民と、様々な課題があるけれども、こうやって神を畏怖することを知っているペリシテの民と、はたしてどちらがましか、ということを考えさせられる。神の真実を「知っている」ことと、「敬っている」こととは必ずしも一致しないのだ。
 
第一サムエル　6:7-9
　事の真相を突き止めるために、まじないのようなことをする場合が、聖書には時々見られる。この場合はペリシテのしていることだが、何か特別な時には、神の意志をしっかり確認するための何かの印が与えられていく場合がある。こういう分かりやすいお試しではなくても、日頃の暮らしの中においてもまた、私たちもまた神からの指針を求めているのではないだろうか。ただしその場合は、神の意志が明示され得たならば必ず服従するという覚悟、決意は不可欠だ。さもないと、単に遊びで神を試している、ようなことにもなってしまう。神はペリシテについて、この時、ご自分の確かさを明確に示していこうとなさったようである。
 
第一サムエル　6:10-18
　この奇妙な取り組みは、もともと主なる神ご自身から出たものではなく、ペリシテの宗教者たちが考え出したものに過ぎない。でも、そこに偉大な神の力が関わっていることを察知した彼らの方策は功を奏して、その通りになった。彼らの知恵というよりも、神ご自身が彼らの知恵に乗っかってご自身の存在を示されたのだと言うべきだろう。ペリシテ側はイスラエルに対する攻撃をやめはしなかったけれど、主なる神を恐れる思いは強くなったようである。新約には、神を罵っても赦される、という言葉もあるけれど、真の神の存在を明らかにするためにあえて恐怖が必要な場合もある、ということか。
 
第一サムエル　6:19-21
　神の箱はイスラエル側に戻り、受け取った人々も喜んでいたのであるが、今度はイスラエル側の者たちが神への恐れの有無を問われることになる。通常、こんなに神がご自身の神聖さを声高に主張されることはないのだが、それだけイスラエル側もまた混乱し、信仰面でも衰退していたということか。人々は恐れおののいて、せっかく受け取った神の箱をもてあましてしまった。神と共にいることは幸いの源であるのに、人は自らの愚かさゆえに、その幸いをもてあましてしまうことがある。実にもったいないことであるのだが。
 
第一サムエル　7:1-2
　キルヤテ・エアリムはヨシュア記9章によれば、もともとカナンの町で、イスラエル侵攻の際に参入した民である。アブラハムの子孫ではなかったのに自らの意志で主なる神を認める者となった、ということである。それだけに神の箱を迎えて、これは素晴らしいと大いに喜んだのだろう。この後、ダビデの即位までの年月、神の箱は彼らの町に留まっている。イスラエル本流とは言えないところに神の恵みが注がれているのでもあるし、また、イスラエル全体は自分たちの中心に神の箱を戻す気力もなかったということで、いったい誰が神の民か、と問われそうなものである。でも、後に福音が異邦人に広がったことを思うと、もともと神ご自身にとってはそういう区分けはなかったのだとも言える。そう、サムエル記の時代から、である。
 
第一サムエル　7:3-4
　2節の20年は、神の箱がキルヤテ・エアリムから離れるまでではなく、サムエルが民を主導するようになったこの箇所までの期間と言うのが良さそうだ。幼子だったサムエルも成人し、良き指導者になりえる年齢になっていた。すでに彼が神の言葉を伝える人であることは知られていたが、ここまでは託宣の部分だけの関心であったのだろうが、指導者として動き出したことになる。サムエルのような人が民全体を率いていく姿は、この時期のイスラエルが神の言葉に注目し、そこに従っていこうとする姿勢を大切にするようになったことをうかがわせる。サムエル個人の力量への期待ではあるまい。士師記の自分勝手な歩みとは大きく異なる。
 
サムエル記　7:3-4
　民は苦境の中で、主なる神に助けを求め始めていた（2節）。そんな民にサムエルが語ったのはごく常識的なことである。主に頼るつもりなら、他のものに頼らず、主にこそ頼れ、と。多神教の背景には、一人の神だけでは不安があるからたくさんいる必要がある、という意識が存在するが、主なる神は全ての責任を担う方であるので、私だけに頼れ、と言い切る事ができる。今日、神に関する認識の中で全能性ということはさほど重視されていないようにも思うが、少なくとも当時は、圧倒的に力強い方がそこにおられることこそ、人々がこの方にこそと頼る際の大事な要素であったと言える。
 
第一サムエル　7:5-11
　神に頼る、ということの意義をしっかり体験する機会が最初から訪れている。民は神の前に祈るために集まったのだが、ペリシテ側は戦いのために集合しているのだと誤解し、再びたたきつぶしてやる、という思いで攻撃を仕掛けて来た。イスラエル側はそんな準備もないし、20年前の敗戦は今なお深刻で、対抗できるわけがないと考えている。ほかにどうすることもできない状況の中で、民は神に祈り、求めることとなっている。そして、その願いに神は確かに応えてくださったわけである。この勝利はペリシテの支配を振り払うところまではいっていないが、民が神に期待して、勇気と希望を抱くようになる大事な分岐点となった。
 
第一サムエル　7:12-14
　昔から人類は何かの歴史を記念するものを造ったり、据えたりするようだ。エベン・エゼルの石は、単にペリシテへの勝利を示すだけではなくて、イスラエルの民が神へと回帰し始めて行く、その分岐点を示すものである。そうやって民が神に頼り始めたからこそ、神の守りも再び広がっていくわけで、ペリシテの勢力が一定程度だけれども抑えられ、イスラエルの民は少し安心して暮らせるようになっていった。まだまだ全面的な解放ではなくて、このあたりの表現は現代の私たちからするとずいぶん誇張しているようにも見えるのだが、それが当時の表現方法だと受け止めておく方が良い。
 
第一サムエル　7:15-17
　サムエルは祭司ではない。だから大祭司に定められた儀式を行うわけではない。彼は、あのさばきつかさの後継者として、あるいは預言者として、イスラエルの指導に当たった。社会制度として確立していたわけではないので、全イスラエルがいつでもサムエルの指揮に従っていたわけではなく、必要な時には助けを求めに行くというパターンも多かったようだが、神の言葉を受け継ぐ者として、彼は民のために生涯を労していく。宗教的なことについては、定型の儀式は幕屋で行っていたわけであるが、それとは別に個人的に神に祈り、あるいは民の指導について尋ねるために、自宅そばにも祭壇を築いたのだと考えられる（幕屋を移動したわけではなかろう。それに中心である神の箱はまだキルヤテ・エアリム留まりであるのだ）。レビ記などの制度には当てはまらないのだが、この時期のイスラエルにはこういう緊急の措置的な指導者が必要であったのである。こういう状況もまた、後に民が王を求めるようになった背景に関連するのだろう。
 
第一サムエル　8:1-3
　神の託した使命を十二分に果たしてきたサムエルだが、あいにく、その息子たちは彼の信仰や生き様を継承しなかった。サムエルの師匠であるエリの場合と同様の事態になっている。旧約に登場する信仰の偉人たちには、子どもがその姿勢を受け継がない事例が多々見られる。悲しいことであり、その理由をじっくりと確かめてみる必要がある、とも思う。ただ、サムエルの働き自体について言えば、それはあくまでも彼に託された使命であり、息子にも継承されるという部類のものではなく（後の王家とは違うのだ）、だから、息子たちの教育がうまくいかなかったことは彼の使命においては何ら傷にはならない。彼はふさわしい後継者を求めていけば良かった、そういうことである。時に、血縁の者に継承される働きもあるが、あくまでもそれは個別に神からの召命を受けて、それで初めて継承者の候補になるだけのものだと心する必要がある。
 
第一サムエル　8:4-5
　息子の教育はサムエル自身の責任であるが、サムエルの後継者としてまず初めにその息子たちのことを考えていたのは民全体も同じであったのだ。それはつまり、誰もが皆、サムエルの立場というものを誤解しており、神によってこそ立てられるということを見失っていたことを意味する。この後、王が立てられていく際の様子は、主権は神にある、ということを強く指し示していくものでもある。なお、王家の時代になってもなお、次の王はあくまでも神がお決めになるもの、というのが聖書が示す本来のあり方である。あいにくダビデ王家においても、その意識はすぐに忘れられてしまっているのだが、神は繰り返しそのことを示し続けておられる。
 
第一サムエル　8:4-9
　民が王様を欲しいと求めてきたのは、サムエルの息子がだめだと知ったからではある。だが、冷静に考えればこの論理は変だ。サムエルの息子はだめで王の息子なら大丈夫という保証はどこにもない。本来は、息子たちではなく、サムエルに匹敵する新たな指導者を神が見出してくださるように、と願えばそれで良かったはずである。人々は息子たちのことを理由としているが、実は、他の国々のように王家が立てられればイスラエルは栄えるのだ、という思いを抱いたに過ぎない。回りのあり方に魅力を感じてしまうのは人間の残念な性質の一つだが、でも、回りではなく神にこそ期待するのでなければ、真に良きものは見出され得ない。こういう姿勢はやがて他民族が拝む神々を導入する姿勢につながる。
 
第一サムエル　8:7-9
　民の願いには、神を信頼して歩む姿勢から逸脱する要素があったのだが、神ご自身は人々の求めを受け入れている。士師記に見られるように人間のさばきつかさの限界を見ておられ、むしろ制度としての安定性のほうが有意義かと判断されたのでもあろう。実際、その後しばらくは王個人が問題性を含んでいたとしてもなお、その被害が最小限に留められるという効果はあった。そういう具体的な意義だけでなく、神はご自分に全面信頼していない（本人たちは自覚していないようだが）民について、それでもなお彼らを受け止め、彼らの願いも聞き入れつつ、その上で助け導いていこうとなさっている様子がうかがえる。神は忍耐強い方であり、強制的な服従よりも彼ら自身が進んで応じる信仰を求めておられるからである。こういうあたりの様子は、神と人との関わりを考えるうえで大事な様子だ。
 
第一サムエル　8:6-7
　サムエルの憤慨について、神はそれを、神ご自身のことを思っての憤慨であるというふうに受け止めておられる。実際のサムエルは自分自身も否定されたように感じたからの憤慨であっただろうが、神はむしろ彼の思いを良い方向で受け止めて、かつ、彼を慰めながら事を進めていこうとなさっている。神の使命を生きる者たちは時に理不尽な扱いをも受け止めていくことが求められるのだが、ただ神ご自身は彼らのことを分かっておられるし、また、支えてくださるのだ。モーセの場合もそうだったことを、そしてモーセはそういう神の視線を十二分に感じていたことをも、思い出しておきたい。
 
第一サムエル　8:10-18
　サムエルを通して神が示した王の姿は、民があこがれた他国の王たちにとってはごく常識的なものだ。でもそれは、これまで皆が平等に生きてきたイスラエルにとっては異質なものであったはずで、彼らは重大な覚悟、決意を求められる場面となっている。もっとも、この内容の意義を考えてみるならば、それは王たちを優遇するということだけではなく、王たちが民のために尽くしていくにはこのくらいのことは必要、という意味でもある。もし、王も民も、結局のところは神の前に共に立っているのだ、という自覚を忘れなければ、王制もそれはそれで意義がある。確かなリーダーを持たずに烏合の衆となってしまうのもまた危険なことである（社会的にも、信仰的にも）。問題は、人はどうにも、王も、民も、その最も大事な点、神の前に生かされているという点を、あまりにも容易に忘れてしまうということであろう。
 
第一サムエル　8:19-22
　民がサムエルの警告をどれだけ理解したのか分からない。彼らはすでに王が欲しいと心を決めてしまっていたので、その求めが受け入れられるならばどんな条件もそれで良い、というふうになってしまっている。目的は大切だが、そのための方法として何を選ぶのかということは、かなり重要な点であるはずだ。でも彼らはちゃんと物事を吟味してはいない。1000年後、ピラトの問いかけに対して、この事態の結果は自分たちが背負うからかまわない、と言い切ってしまった民の姿を思い起こす（マタイ27:24-25）。
 
第一サムエル　9:1-2
　イスラエル最初の王であるサウルは概して評判が悪いけれど、その実態は慎重に見る必要がある。彼の意義と価値をよく把握した上で、それなのに神がサウルを排除なさった、その理由は何かということを考えてみるのが望ましい。彼はベニヤミン族である。士師記の最後で内戦を引き起こし、危うく滅びかけた部族である。そんな部族の出身にもかかわらず、サウルは人々に受け入れられた。それだけの期待を抱かせられ得る人だったということでもある。と同時に、彼は絶世の美男子であったことも記されていて、こういう世間的な人気というものも兼ね備えた人であったことが語られている。やはり、国のリーダーにはかっこうよくあってほしい、と願うものだ。人の目から見る限り、彼はとても良き人材であった。
 
第一サムエル　9:3-10
　サウルがサムエルと会うことになったのは、彼を王に任ずることを計画された神の導きであるのだが、サウル自身としては単にロバを探して歩いていただけ、サムエルにもロバの居場所を探ってもらおうという、そういう理由であったのは何とも拍子抜けである。イスラエル初代の王なのだから、何かとても崇高なことから始まったり、偉大な業績から動き出すということを思うのだけれど、いやいやどうして、ごくごく日常的なことから事は動き始めたのである。私たちは神の業とか信仰の事柄と言うと、特殊なものばかりを思い浮かべやすいのだが、神ご自身の取り組みは、ごくごく身近に、私たちの普段の中に静かに、しっかりと刻み込まれているのだというべきである。その意義と幸いを見落とすべきではない。
 
第一サムエル　9:11-14
　サムエルがいるはずだと訪ねていったのに、実は、ちょうどその日に来たところだと言う。使用人の単なる勘違いだったわけだが、おかげで会うことができるようになったのは、やはり不思議な導きとしか言いようがない。娘たちも、後からは時間が取れなくなるけれど、今すぐなら、と教えてくれるなど、全体がこの出会いへと導いていく様子だ。と同時に、民族全体を指導する立場のサムエルに、こんなに簡単に会えるということもまた、意義深い。もっとも、かつてモーセもそうだったのだから、立場や役割の違いはあれ、誰でも同じ所に立っているのだという感覚は、王政開始以前のイスラエルにはごく自然なあり方だったのだろう。そういう雰囲気が壊れると尊大さも増していき、社会は崩れ始める。
 
第一サムエル　9:15-27
　神ご自身が明確にサウルを指名したことが記されている。サムエルの思惑でも、民の願いでもなく、何の立場もなかったサウルを神が選んだのである。サウルとのやりとりの中でも、彼が自分の実態を率直に認めていることが分かる。この時点では、まだ「王に」ということは言及されていない。サウルは特別扱いは感じ取っているが、はたして推測し始めていたのかどうか。でも冷静に考えれば、彼が言うように、ベニヤミンの出身が民のリーダーになることはあり得ない。しかし、サムエルの断固たる姿勢に押されるようにして、いわば引っ張り込まれているようなサウルの姿である。自己卑下では十分ではなく、自らに与えられている賜物を正しく受け止めることも必要であるのだが（サウルはそのように行動する）、でも原点において、自分は何ものでもないという自覚、わきまえは、物事を良い方向に導くものとなりえる。
 
第一サムエル　10:1
　この時期まで、イスラエルには王はいなかった。すでに民は王を求め、サムエルも了承していたとは言え、一般の民にとっては想像もできない存在だったはずだ。当然、サウルも、である。だから、サムエルが「あなたを王に」と言って油を注いでも（これは後々王に任ずる際の儀式となる）、ぴんとこないというのが本音だったろう。新改訳欄外にはもう少し付け加えた言葉があった可能性もある、ということで、即位を促す言葉が続いている。ここにその言葉が書き記されていたかどうかはともかく、いずれにしてもそういう説明は当然にあっただろうが、でも、あっけにとられているというのが、サウルの反応であったに違いない。本人の思いを超えて、神が事を進めていこうとなさる。しばしば聖書では、そうやって人々は立てられて行っている。まさに神によって「召された」のである。
 
第一サムエル　10:2-6
　呆然としているサウルに、神はいくつかのしるしを与えると告げている。つまり、この任命が本当に神によるものだという証拠を見せるということだ。その確信がなかったらできるはずもなく、また、勝手に王になるなど、神の民であるイスラエルではあり得ないことでもある。しるしは、ごく一般的なことから始まり（父親が探しているとの知らせ）、ちょっと奇妙な体験が続き（パンをもらう）、そして、サウル自身が神の力と祝福を体験するというふうに進んでいく。神を試してはいけないと言うけれど、一方で、神は私たちを前に進ませる際に、「これは確かに神の御心だ」と確信できるような手助け、支えを与えてくださることも期待してよい。もっともそれは、特異な奇跡的なことと限らず、この一つ目、二つ目のような、知らない人から見たらごくありふれた出来事、である場合もある。だからこそ、御心を求める際には、よくよく目を開き、心を開き、そして、御言葉にしっかり耳を開いている必要がある。
 
第一サムエル　10:5-6
　このような体験は、そこに神が介在されていることを体感するのには分かりやすく、体験的であるからこそ、より実感を伴った確信をもたらすのにも役に立つ。百聞は一見にしかず、というのとも似ている。もっとも、体験だけならば解釈は様々あり得るわけで、そこに確かに論理というか、神ご自身の説明が伴ってこそ、でないと、今度はまた道を見失う危険もある。こういう体験と、いわゆる宗教的な恍惚状態とを見分けるのは容易ではなく、人は、その気になれば自らの意思で恍惚状態に入ることも可能だともされているのだ（無意識の意思もあるだろうが）。なお、新約時代で言えば、ペンテコステの際などに聖霊が下る、という体験もあるのだが、それも回りから見れば単なる恍惚と同じにしか見えないであろうし、体験としての意義をありがたく思うならばなおさら、神の明確な指示をしっかり握りしめていくことが不可欠である。
 
第一サムエル　10:7-8
　何でもしなさい、と言われている。神から使命を託されたのであれば、臆せずに、ちゃんと前進すべきということである。好き勝手で良いわけではない。神の指示が前提だ。でも、御心をしっかり確かめていくことを怠らないのであれば、できるかどうかとためらっている場合ではないのである。後にサウルはそういう場面に立つ。それまでのサウルの立場からすればとうてい担いきれないような課題を求められるのだが、でも彼は、神によって立てられた王ならばこうするべき、という決意の元で、アモン人との戦いに立ち上がっていくのだ。一つ留意すべきは、そそういう勇敢なサウルであるが、でも、8節の指示を真摯に受け止めるということが足りないという欠点が、すぐに露呈していくことになるので、気をつけて読み進めたい。
 
第一サムエル　10:9-13
　サムエルの所から出掛けていったサウルは、はたしてどのくらいの確信を抱いていたか。でも神は、その日のうちに約束したしるしに出会うようにしてくださって、彼は自分に与えられた使命を自覚していくことになる。神秘的な体験もして、そのことによって周囲の人々も、神がサウルについて何か特別取り扱いを始めたようだ、ということを知ることになる。本人だけでなく、回りにも神ご自身が示していってくださるということは、何よりサウルにとって大きな励ましになったことだろう。人々はまだその意味を理解してはいない。サウルも自らは語っていない。でも、神の業はちゃくちゃくと進み、最初の王の即位はまもなくである。
 
お正月休み
CATEGORY: ご説明
 
　さて、2015年も今日で終わりです。お正月ということで、少しお休みします。1/7から再開します。いよいよサウルが王様に。イスラエルの歩みが大きく動いていきます。私たちの歩みはどうか。2015年、そして2016年はどうなるか。これもまた、ワクワクさせられるものでありたいと願っています。
 
第一サムエル　10:14-16
　サウルはなぜ王位のことをおじさんに隠したのか。彼自身がまだ受け止め切れていなかったということか、王になることについて自信がなかったのか。一般論としては邪魔が入ることを避けたという可能性もあるが、この場合は考えにくい。その後の様子からしても、彼自身がまだこのことをしっかり受け止め切れていなかったということだろう。そういう曖昧な状態で何でもかんでも人に話してしまうのは必ずしも良いことではない。その相手が自分と一緒になって悩んでくれる友であれば別だが、さもないと、神の御心を確信するよりも先に人間の世界の側が勝手に動き出してしまうかもしれない。そういうことからも、ちゃんと相談し、共に神の前に立つことのできる仲間を持つことの重要性は大きい。
 
第一サムエル　10:17-24
　ついにサウルが王として任命された。一般論としては、最初に王となるものは自らの力で支配権を獲得するものだろうが、サウルの場合はあくまでも神による任命である。民に対しては王としての権威をふるうが、王自身が神のもとにある。イスラエルのそういう仕組みが明らかにされている。このことを忘れずにいれば後々まで有効な制度となり得ただろうが、あいにく民も王自身も、そのことを忘れてしまったのが以降の歴史である。くじ引きは、サウルの指名が神ご自身のものであることを民全体が明確に知るためのものだ。
 
第一サムエル 10:25-27
　王に指名されたが、正式な即位は11:14以降のようだ。まだ備えの時期というか、サウル自身も王としての実力を示していない。そんな状況だからこそ、22節では隠れていたのだろう。彼は好人物であって、威張り散らすような人ではなかったのだ。27節に出てくる反対者についても、王に指名された自分に反対するなど言語道断、などといって攻撃することはしなかった。これは自信がなかったというよりは、やはり、サウルの自制心や謙虚さの表れと考えるのが妥当だと思う。しかし、民の側について言えば、この時彼らは新たな王を歓迎したのであり、それは王と共に歩んでいく決意を示したことであるはずで、そのことが次の章の出来事で問われていくことになる。
 
第一サムエル　11:1-4
　ヤベシュ・ギルアデはヨルダン川の東に位置する町であるが、士師記21章の出来事によって、イスラエルの中では浮いた存在になっていたのかもしれない。そこをねらってアモンは襲いかかり、イスラエルの領土内に支配拠点を作ろうとしたのだろう。それにしても東岸とは言え内側の町だから、この頃のイスラエルがかなり軽視されていたことがわかる。ヤベシュは幸福も仕方がないと覚悟したようだが、アモン人の要求は過酷で、改めて全イスラエルに助けを求めて呼びかけようとしている。すでにサウルが王と決まっていたから、町からの使者は彼の所にやってきたのだ。それはイスラエル全体にとって今後を見極める試金石であり、そしてまたサウル自身にとっても王としての実力を発揮するかどうかの大事な局面だった。ちなみにヤベシュ・ギルアデはサウルの出身であるベニヤミン部族とは士師記21章の出来事により、密接な関係にある。
 
第一サムエル　11:5-11
　事情を知ったサウルは毅然として立ち、全イスラエルに号令をかけて軍勢を集めている。この人数は民数記2章に出ている数字の半分くらいであり、すでに定住してから長いのだから増え広がっているだろうと推測すると、まだまだサウルに従う者はすべてとは言い難かったということか。それとも、イスラエルの勢力はむしろ減少していたということか。それでも、一つの町を奪おうという程度のアモン陣営からすれば圧倒的な軍勢と言えそうだ。ユダ部族だけ別個に数えられているのは、後のダビデ王家を意識しているのだと思われる。この書が王国全体を意識しつつ編纂されたことを見るようだ。ともかく、サウルは大きな軍勢を手にしたのである。それはサウルへの信頼というよりは、王を抱こうと決意した自分たちの覚悟に従ったものと言うのが良さそうだ。
 
第一サムエル　11:9-11
　十分な軍勢と、それに加えて周到な戦略も練ったので、サウルはアモン人に対して完勝した。アモン側はヤベシュ・ギルアデが降伏すると思っていたので、油断もしていたのだろう。もちろん、それは神の助けと導きのゆえであるが、民としては、王を持つことができるようになったことの意義を改めて痛感したことだろう。イスラエルの王政は、まずまず順調に動き始めたのである。後々イスラエルの王たちは多くの課題を抱えることになり、バビロン捕囚から戻ったときには、王は持たないという方式を選択することにもなる。でも神は、まずその始まりにおいてはこの新たに立った王の存在を、ちゃんと励まし、支えてあげようとしておられる。
 
第一サムエル　11:12-13
　サウルは成功した。こういう場合に、サウルに対して批判的な態度を取った人々が責められるというのは、よくある構図である。王自身が反対者たちを弾圧する事例も歴史には多々ある。民としては、そうすることがサウルへの歓迎の思いを示すものになると考えたのだろう。だが、サウルはそれに反対して、神の与えてくださった幸いを喜ぶだけで十分だと言う。彼が決して私利私欲のための王になったわけではなく、民のために戦うことを喜んで受け止めていたことの表れでもある。サウルはそういう面では決して悪辣な者ではない。王としての彼の治世は、その大半はとても良いものだった。だがしかし、ということが彼の歩みに大きな影を落とすことになる。
 
第一サムエル　11:14-15
　ギルガルは、イスラエル民族がヨルダン川を渡った後、最初の宿営を張った場所。１２の石を積んだ記念碑がある。カナンに定住はしたけれど、その後のイスラエルは厳しい時代を歩んできた。もう一度、あそこに立ち返って、今度こそサウル王を中心として、真に約束の地を受け継ぐ者となっていこう、という思いが見える。サウルが王として先頭に立ち、アモン人を減退したことで、人々の思いも高揚したのである。むろんそれは戦いに勝つかどうかだけでなく、神の前にどう歩むのかが鍵であるのだが。それに、この戦いで勢力図が一変したわけではなく、サウルはこの後ずっと、苦しい戦いを続けることになる。後の話だが、ダビデという勇者が登場したことは、王としては実に喜ばしいことであったはずなのだが、それも混乱に至らせてしまう罪の課題が、やがて明らかになってくる。
 
第一サムエル　12:1-5
　サムエルがこういう話を持ち出した意図には、もしかすると我が身を守る思いも含まれていたかもしれない。ただ、新たなリーダーシップが形成されるに当たって、それが前任者の問題からなのか、それとも、積極的に新たなものを生み出すためなのかの違いは、サムエル個人よりもイスラエル民族全体にとって、より重要な事柄だ。そして民は、この変革がサムエルへの不満などではなく、より良いものを求めてのことであるのを明確にした。これは幸いな船出である。もっとも、以降のイスラエルでは、このような変革はあまり見られないのだが。でも、サウルに力強く進ませるためにも、サムエルの持ち出したこの論議は、結構有意義であったと思う。
 
第一サムエル　12:6-17
　サムエルに問題があったわけではないことが明らかになったが、とすれば、より深刻な課題の可能性が出てくる。イスラエルはもともと神ご自身がリーダーであり、サムエルはその伝言者に過ぎない。ということは、民は神を退けて王を求めたということになるのか。それは神の民であるイスラエルにとっては全く認めがたいことであり、各自が好き勝手にやっていた士師記の時代への逆戻りとなる。王が立てられようとも、神ご自身こそが主であることには何の変更もないことを力説するサムエルの言葉は、現代のように民自身が主権者であることを標榜する社会においてもまた、重要な意義を持つ。14-15節をそれぞれ自分たちのいる場所に当てはめて確かめ直すことは、常に必要だ。
 
第一サムエル　12:18-19
　神の圧倒的な存在感に、民は震え上がっている。19節は、はたして民の真実な姿であったのか、それとも神への恐れから口走ったに過ぎないか。もし、事が民の罪から出ているとしたら、神は王制を認めはしなかっただろうと考えると、決して本気で神を捨てようとしたわけではあるまいと思う。ただ、神に対する信頼ということを、どれだけ真剣に考えていたのかを問い質される思いの中で、自分たちの足りなさ、愚かさを考えさせられたのは事実だろう。時に、厳しい言葉によって自らを点検し直すこともまた、信仰の大事な側面であるようだ。むろんそれがおどかしではなく、真に良き教訓とするかどうかもまた、神ご自身の導きにあるかどうかによるのだろうが。
 
第一サムエル　12:20-25
　ここまで来て、サムエルの言葉は優しいものになったように見受けられる。民は神への思いを新たにしたのだから、少なくともこの時点では十分であったと言える。民はこういう意識を大切に持っていったようで、サウル・ダビデの時代には、民全体の意識は神に従うものとして推移している。サウル自身の課題は後に出てくるが、でも、民全体として言えば、このあたりが黄金期と言えるのではないか。サムエルはサウルのことでは嘆きつつ世を去るけれど、民のあり方についてはそれなりに安堵しつつ終わりを迎えたのではないかと想像する。
 
第一サムエル　13:1-7
　この時期のイスラエルにとって最重要課題はペリシテを撃退できるかどうかだった。それはつまり、当時のペリシテは圧倒的に強かったということでもあり、この難関を越えられるかどうかは厳しい状況だったのだ。サウル王は軍隊を招集して戦いに備えていたが、口火を切ったのはその息子であるヨナタンだった。おそらく、まだ少年を抜け出したあたりだったと思われるが、敵側の守備の要を突破しようとしたわけである。それが計画的だったか、偶発的だったかについては、はっきりは記されていない。でもこれによってペリシテとの全面対決は余儀なくさせられた。サウルの招集に応えて、全イスラエルからかなり多くの人数が集まってきたが、震えていたとも記されており、決して自信を持っていたわけではない。はたしてどうなるか、予断を許さない状況だったのだ。だが、これは今後のサウル王が国を治め、民を守り支えていくためには、どうしても必要な戦いでもあった。ヨナタンはまさに、父のため、そして民のために口火を切ったのである。
 
第一サムエル　13:8-15
　戦いに出る前に神に祈り、勝利を願い求めるのは、民族や時代を超えてよく見られることだ。恐れを覚えている民にとっては、神が味方してくれる、と確信するための大事な時でもある。それでサウル王はサムエルの到着を待っていたのだが、予定していた日になってもやってこない。それでサウルは自分で儀式を行った。世の中一般の王としてはよくあることで、国の守りに責任のある王としては当然でもあったろう。ただ、イスラエルは王の国ではなく、神の国である。王の力で支えられるのではなく、神によって守り導かれる民である。それだからこそ、サムエルからの厳しい叱責が向けられた。こういう場合、遅れたのはサムエルだという話は関係がない。神に頼るつもりなら神の言葉に従うべきであって、自分の判断で神の言葉に反することをしてしまうならば、もはやそこには神への期待も求めも成立しないのだ。怪我をして、医師から安静に寝ているようにと言われているのに、寝ているよりもリハビリだと言ってランニングを始めたら、もはや適切な治療は期待できないだろうに。
 
第一サムエル　13:8
　サムエルの約束・指示は10:8に出てくる。これはまだサウルが王として任命される前の話であり、ということは、神はすでにその時点で今ここにあるサウルたちの戦いを予定していたということでもある。むろん10章の時点ではサウルは何の話か分からなかっただろう。13章の招集も、ヨナタンに引き出されたようなものだ。でも、事の推移を見て、サウル自身もまた、これが神の御手の中にあることを悟っていたようである。だからこそサムエルを待っていた。そう、サウルは神の言葉にかけていたのである。それなのに神を忘れ、自分の判断に傾倒した。もし、こういうことを人間の軍隊において戦場でしてしまったら、どのような罰を受けることになるか。人々はまだ神によってこそ支えられるのだということを理解していない。
 
第一サムエル　13:13-14
　この言葉はかなり衝撃的なもののはずだが、サウルの反応は何も書かれていない。目の前の敵のことで頭が一杯だったのか。だとしても、王権の基盤である神の支持が崩れてしまったら全ては崩壊するのに。もっとも、事が決定的になったのは15章だから、まだ謝れば大丈夫と思っていたのかもしれない。聖書自体もこの後の14章でサウルの子ヨナタンの活躍を記して、次の王として大いに期待できる人物として紹介している。でも、こういう油断は危険だ。確かに神は願う者を赦してくださる方であるが、でもそれは、まあ大丈夫だろう、と高をくくっているのとは全く別の話だから。人は過ちは犯す。それのない人はまずいない。だからこそ、神の前に真摯であり続ける必要がある。
 
第一サムエル　13:15-18
　アモン人と対決した時に比べて、サウルの軍勢はあまりにも少ない。敵は大軍勢を結集しているというのに、イスラエル側は早くも逃げ腰である。先の戦いで圧勝したことも、神の守りがあったことも、あっさり忘れられているようだ。旧約に記されているイスラエルの特徴に忘れっぽさがある。それも、神がしてくださった幸いをすぐに忘れる、という点がある。これでは神に期待することもできなくなってしまうし、神の御に頼ろうとする心も崩れてしまう。詩篇103:2が告げることは、信仰の大切な基本要素であるのだ。そんな民を率いているサウルは、大いに同情したくもなる。そして、そういう境遇にあるからこそ、彼にとって欠かせない鍵は神とのつながりであったのだが。サウルの姿を読み直していると、とても残念でならない。
 
第一サムエル　13:19-23
　当時のイスラエルがどんな状態だったかを示す箇所だ。ペリシテは地中海を席巻したフェニキアの系列で、この時代のイスラエルよりもはるかに高度な文明と、そして技術力を持っていた。イスラエルに鍛冶屋がないということは、戦う前から負けているようなものだ。それでもなお、戦いに出かけていく姿、そして後にはペリシテを圧倒していく姿は、人間たちの頑張りではどうにもならない、神ご自身の助けと働きかけがあってこそだったことを思う。
 
第一サムエル　14:1-5
　ヨナタンの登場である。サウルの息子で、実によくできた人である。ダビデの息子たちが問題ばかりだったことを思うと、ヨナタンという息子を持っていたことだけでも、サウルの存在には意義ありと言ってもいいくらいだ。この時はまだまだ青年に入りかかったあたりだったのだろう。無鉄砲なことであるが、イスラエルの劣勢は誰もが分かっていたことなので、何か打開策はないかと考えたのだと思われる。でも、結果は良かったけれど、ごく冷静な、客観的な判断として言えば、これは叱られて当然、罰せられても当然のことではある。そんな姿の中に、神への篤い信頼が見られるのだから、人というもの、そして信仰というものは、画一的な規則だけではどうにもならない広さと深さがあるのだとしか言いようがない。
 
第一サムエル　14:6-7
　ヨナタンの考え方は、旧約に記されているイスラエルの根幹的な立場だ。人数や力量の問題ではなく、神が共におられるかどうかが最大の要因。ギデオンの時も、アブラハムの時代も、神を信じる者たちはこのことを繰り返し指し示されてきた。だが、こうやってヨナタンによって語られている言葉が特別なものに見えるように、イスラエル民族の現実はこの根幹を忘れ、自分たちの力に酔いしれ、あるいは相手の力に恐怖して恭順することの繰り返し。でも、ここが変革されていかなければ、結局、人間の世界は何も変わらず、悪が横行するだけになってしまうだろう。今の時代も含めて。
 
第一サムエル　14:9-12
　こういう判定の仕方が常に妥当かどうかは別として、ヨナタンたちの意図はつまり、神の御心次第ということである。自分たちは正しいのだからとか、神の民だから勝つはずだではなく、今ここで、この自分たちが何をなすべきかということは、いつでも神の導きに基づいて、である。むろんそこには基本的な善悪の理解も大きく関係することは多いが、でも、善だから常に突進する、というふうになると、それもまた自分の考えに過ぎないという事態になる。「御心のままに」という言葉はしばしば口にされるけれど、真に御心最優先になっているのかどうかは、よくよく見定めるべきだろう。
 
第一サムエル　14:12-15
　２対２０だから、力量に差があれば不可能なことではないだろう。ペリシテ全軍はその1000倍以上なのだから、これで敵を崩したと言えるほどではない。出来事そのものはあくまでもヨナタンの武勇という程度のものだ。でも、イスラエルを完全に見くびっていたペリシテとしては愕然とし、イスラエル側は大いなる勇気を得ることになっている。物事は、それ自体、単体としての大きさだけではなく、全体の中でどのような意味を持ち得るかによって、その意義は大きく変化する。どうせこんなもの、ではなく、たいしたものにはなりえない、でもなく、今ここでこれができる、であろう。5000人を前にして5つのパンしかないのか、それとも、5つのパンがある、なのか、のように。むろんそれは、神がそこにいてくださるからこそ、であるのだが。
 
第一サムエル　14:16-23
　ヨナタンたちが切り開いた突破口は、ペリシテ側を混迷に陥れた。サウルは王様としてはなかなかに有能だから、こういう局面を見逃したりはしない。一気に攻勢を掛けて勝利を手にした。サウルと共にいた600人だけでなく、ペリシテ側に従属していたイスラエルも、逃げていたイスラエル全体の応援もあったのだと書いてある。それにしても、世界の歴史を見るとこんなふうに敵方につく勢力もあるのは日常のことだけれど、神の民という観点からすると、逃げたのはまだしも、これは何とも、とは思う。それはつまり、イスラエル自体の中に、神の民としての自覚が薄かったということの現れとも言えるのだろう。たとえば、もしこれが、悪魔の側に付き従うという話に置き換えるとしたら（ペリシテは決して悪魔の勢力ではなくて、彼らには彼らなりの正義があるのだけれども）、そこで怖くなって逃げるのは分かるとしても、相手方についてしまおう、というのはあまりにも悲しいことだ。それは自らの滅びを意味することなのに・・・。
 
第一サムエル　14:18-19
　事態の急変を知ったサウルは、神の指示を求めようとした。そんなに時間がかかることでもないと思うのだが、サウルはそれを途中でやめてしまっている。急ぐ必要があったのだから仕方がない、と言うのだろうが、このあっけなさはサウルの神に対する関心の度合いを示しているようにも思う。何から何まで、物事を始める前に神の指示を待たねばならないわけではない。神はもともと全体としての方向性を示して下さっているのだから、それに沿って進めばいいのであって、これはどうですか、こっちはどうですか、と一つ一つ問いかけなくてもかまわない場合はいくらでもある。でも、今いる局面についてはそうすべきだと感じたのであれば、たとえ時間がかかっても、手間取ったとしても、ちゃんと答えを待つべきはずだ。結局サウルにとっては、御心を尋ねようとした行為自体が、単なる手続き的なものに過ぎなかったということか。彼は悪い人ではないし、有能な人でもある。だが、彼は神に対する本気度がとても薄い。イスラエルの王としては、これは決定的な課題であった。
 
第一サムエル　14:24-30
　以前は、練習中は水を飲むな、というのが部活動の基本だった。精神的な向上を意図したのだけれど、それは体力を減退させ、せっかくの能力を十分に発揮できなくするものだということが明らかになって、今ではそんなことを言う指導者はいなくなったはずだ。でも、そうやって精神的な負荷を掛ければ強くなるとか、あるいはそうやって苦行をすれば神の助けが強くなる、という観念は昔からどこにでもあった。ヨナタンは、こういうものが愚かな考えにすぎないことを看過していたようである。そして聖書もまた、ヨナタンの考え方のほうが適確であることを支持する書き方をしている。神は人々に難行苦行を要求してはいない。それよりも、人が神から与えられた肉体も精神も、それを健全な状態で用いていくことをこそ願っておられる。そう、これらは神が与えたものであって、それを虐げたり、劣化させるようなことは、自分自身でしていることだとしても、神の御心に反することでしかないことを覚えておくべきだろう。サウルの命令について、聖書の論調は否定的だ。
 
第一サムエル　14:31-35
　適切に処置されないままに肉を食べることは、律法が禁じていたことだ。創世記9:4にも記されている。ただし、この記述からも明らかなように、これは決して輸血を禁じるような趣旨ではないが。で、なぜこんな事態になったのか。民自身に責任かあるのはむろんだ。でも、その要因を作ったのはサウルの断食命令でもある。サウルが事態を放置せずに改善を図ったことは評価できる。イスラエルの王としての責務でもあり、サウルは決していい加減な王ではない。ただ、本質的な解決ではなく、その場その場の対応を講じたまでにすぎないことは気になる。悪事を働く王ではないのだが、彼の取り組みはしばしば、目の前にある課題の解決までで終わってしまって、神の御心はどこにあるのかを尋ね求めるものにはなっていないように思える。まじめに生きているということと、神を慕い求めて生きているということとは、似ているようで、大きな違いがある。
 
第一サムエル　14:36-42
　サウルは相変わらず、最善の策を考えて民を導こうという気概があるが、神への関心は薄い。祭司に言われたので、それに応じただけである。ただ、神の答えはなかった。これがサウルの言うように、何かの罪があったためなのか、それともサウル自身の姿勢に課題があったからなのかは、判別がむずかしい。全体の話からすれば、神はヨナタンをとがめてはいない。とすれば、ヨナタンが禁を破ったゆえにそっぽを向いたとは考えにくい。もともとヨナタンはサウルの禁止命令を知らなかったのだ。とすれば、こういう事態だからといってすぐさま、誰かの罪のためだと考えるのは、健全な信仰姿勢とは言いがたいようにも思われる。くじ引きがなされて、ヨナタンが取り分けられていくのだが、そのことが、神がヨナタンを叱責していたという意味に取ってしまうのは疑問が残る。人は、あまりにも安易に神の御心を見定めているように思う。隣にいる人の心を知るのに苦労しているのだから、神の御心を知ることについても、よく分からないぞと苦労するのは当然ではないのだろうか。
 
第一サムエル　14:43-46
　サウルは潔さなどの資質としては、多くの人から好感を持たれる人だろう。この件でも、自分が悪いと判明するなら責めを負うつもりでいるし、息子にくじが当たれば処刑も辞さない覚悟を示している。ヨナタンもそういう父の影響を受けているので、覚悟を決めている様子だ。でも、王として民を導くためには、自分自身の潔さだけでは足りない。真に価値あることは何か、そして神の御心はどこにあるのかをしっかり見極めることが不可欠だ。この時は幸いにも民がヨナタンの味方をしてくれたので、深刻な事態に至らずに済んだ。ある部分だけを切り取って「正しさ」を追求するのは危険性が伴うことを考えさせられる。
 
第一サムエル　14:47-52
　サウルは、世の中一般の基準からすれば、なかなか良くやった王と言えるのかもしれない。聖書も彼が王として活躍したことを認めている。彼は民を敵から救ったし、私利私欲には走らず、圧政を敷いたりもせず、そして、子どもたちの育成もまずは順当であった。それにも関わらず、彼の歩みは失敗だったと見なされている。人にとって「人生を良く生きる」とは何かを、サウルの姿を読みながら、よくよく考えてみたいものだ。
 
第一サムエル　15:1-9
　13:14のように告げたのに、神はなおもサウルを顧みていこうとなさっている。サウルの行動には問題があったけれど、神はそれで彼をあっさり切り捨てるというふうにはなさらなかったのだ。やり直しの機会として命じたわけではないけれど、イスラエルの王として彼を用い続けようとする御心は見ることができる。もし、彼がここで悔い改めて、神を礎とした歩みを進めていったならば。聖書には何度も、もしも、と思わずにはいられないことがある。でも、その期待が打ち砕かれていくのもまた、何度も見られる光景だ。サウルが結局、神ではなく自分のみの道を進んでいこうとする様子は、読んでいる者にとっても心痛むものだ。まして神ご自身は、とも思う。
 
第一サムエル　15:2-3
　聖絶と呼ばれる行動は、特別な意図があってこそ命じられるもので、単なる皆殺しとは趣旨が違う。それに、戦っているイスラエル側としては、聖絶は勝っても報酬なしということになるので、全く望まない部類のものだ。それでもなお、あえてこの命令が下る必要があったということである。でも、サウルはそのような意図を顧みることなく、神の言葉よりも自分の判断、もったいないという判断を優先させた。社会的には常識に基づく対応となるだろうが、神は御心に従う者を求めておられるのであって、サウルが神とは別の道を行くというのなら、それは決別を意味する。つらく悲しい事態である。
 
第一サムエル　15:4-6
　ケニ人は士師記1:16で「モーセの義兄弟」と紹介されている。アブラハムの子孫ではないけれど、イスラエルと共に歩んで来た人々である。後代の感覚で言えば異邦人として切り捨てられそうだけれど、聖書にはこういう人たちが共に暮らしていたし、いつしかイスラエルの一員として認められていたことを語っている。サウルの時代はペリシテの勢力が圧倒的だったからイスラエルと距離を置いていたのだろうが、その本来の立ち位置は自分たちと共にあるのだと、サウルもまた、こういうことについては誠実な態度を示している。本来、神の指し示すところは排除や純血の論理ではなく、人々を神のもとに伴わせること、にこそあるのだと心しておきたいものだ。
 
第一サムエル　15:10-11
　神は悔いるのか、という議論があって、全知全能の方は自らの行動を悔いたりするはずがない、全てを見通しておられるのだから、という話がある。理論的には合点がいくものだけれど、ここには確かに、神が悔いていたのだと書かれている。中身はまさにその通りだ。せっかくイスラエル最初の王が立てられたのに、結局彼は士師記の問題を払拭できなかった。軍事的な話だけではない。民が共に神の前ら生きるのだというイスラエルの信念と要を、サウルはちゃんと顧みていなかったようである。神も、そしてサムエルも、激しく嘆いている。
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　すみません。書いている内容が、箇所とずれてしまっているようです。15章から少し調整し直して行きます。順番が変わる場合もあるので、続けて読んでくださっている方は2,3日分、確かめ直してください。
 
第一サムエル　15:12-21
　サウルは弁解したり、反論したりしているが、つまりは神の言葉よりも自分の判断に基づいて行動するのだと語っていようなものだ。それなら神の助けはいらないということか。人が抱えてしまう罪の最たるものが、ここにある。道徳的に良い人であったとしても、神は不要だと言うのであれば、その段階で自らの立ち位置は明確になる。人は誘われて罪に至るのではなく、やはり自らの意志と決断によって神との関係を捨て去っていくのだ。つらいことである。
 
第一サムエル　15:22-23
　ミカ書6章に同じようなことが語られている。あるいはマタイ15:3-9なども。神に対して敬意を示すのはもちろん良いことだが、でも、どんなに大切に扱い、十分な捧げ物をしていたとしても、神の御心に関心を持たず、御声を聞こうとしていなかったら、そんな関係に何の意味があるのか。少なくとも神はそのようなものを望んではいない。サウルは偶像礼拝はしていないし、神を投げ捨てたわけでもない。でも彼は神に心を傾けることはなく、慕い求めることはなかった。信仰とは何か、神の望みは何かを、よくよく考えさせられる場面だ。
 
第一サムエル　15:24-31
　サウルに対して決定的な宣告が下されている。彼を王にしたのは神だから、神が彼を退けるのである。ところが、サウルは事の重大さを間違えているようだ。彼が見ているのは民であり、民がどのような反応を示すか、つまり、神に捨てられた自分を民も捨てるのでは、という恐れである。彼は神によって立てられたのに、その存続は民の思い次第だと考えている。サウルは必死に願っているが、この宣告が民に知られることこそが何よりも恐ろしかったようである。危機的であるほどに、人は自分が何を最も重視しているのかが分かると言う。サウルの心は神から遠く離れて行ってしまった。
 
第一サムエル　15:31
　サムエルがサウルの面目を配慮したのは、ちょっと不思議に思えるかもしれない。ただ、神はこの瞬間にサウルを退けてイスラエルを混乱に放り出すつもりはなかった。彼が王位を失ったのは、彼が死んだ時である。ダビデが出てきても、彼がサウル王を倒すという構図は神の望むあり方ではなかった。だからこそ、ここで民をサウルから離反させるわけにはいかない。民を犠牲にするわけにはいかない。神はそのように考えておられるようである。こういったありようもまた、時に突っ走りやすい人間としては留意すべきだろう。
 
第一サムエル　15:32-35
　サウルが放り出した指示を、サムエルは代わりに果たした。サウルの欠けを補う思いでもあったろうが、事は本来、神の前に生きるつもりがあるかどうかのことで、サムエルの代行で足りる話ではない。期待を裏切られたこともあるが、それ以上にサムエルとしては、サウルが自らを壊していく姿を見ていて、つらくてたまらなかったのだと思われる。近くで見ている相手の素晴らしい有り様を見て心から喜ぶ場合も、そしてまた、その姿に嘆き、うめくことは、実は自分自身のことよりもなおさら心に激しく響くものであろうと思う。ぜひそれが、喜びの方だけであって欲しいものだが。
 
第一サムエル　16:1-3
　サウルを退けたからには、次の王を定めねばならないと神は考えられた。誰かいないかと探したのではなく、すでに神の心は決まっているのが分かる。一方、サムエルはまだサウルのことを引きずっているし、それにサウルとの関係が悪化していて猜疑心で見られていることも承知しているようだ。サムエルの言うとおりであれば、もともとは高潔でもあったサウルの人格が、神から離れたことで徐々に混迷に陥っていったのだろう。こんなふうにライバルを敵視する様子は、それ以前には全く感じられなかったのだが。人は、心の拠り所を破壊してしまうと、全体が崩れていくことがある。逆に、拠り所にしがみついていられたら、かなりの厳しい事態でもなお、踏みとどまれることもあるのだが。
 
第一サムエル　16:4-5
　サウルとサムエルの決裂が知られていたわけではないだろう。むしろ、サウル以前には民全体をリードしていたサムエルなので、そんな人がベツレヘムのような小さな村を訪れたことに、地元の人たちは戸惑っているのだ。サムエルがその目的を隠しているのは、この後、ダビデがすぐに王となってサウルに対抗するわけではないことも関連するはずだ。まだまだサウルは活躍するのであり、ダビデはサウルのもとで研鑽を積む必要がある。穏便に事を運ぶべきであるのだ。こういう「政治的」な対応は、真に大切なことを進めていくために必要な場合もあると覚えておきたい。全てのことを御心の実現のために用いて、である。
 
第一サムエル　16:6-13
　サムエルは当初、見誤ったのだと記されているのは興味深い。イスラエルの王は神ご自身が定めるのだということが力強く指し示されているのだ。7節には「人はうわべを見る」とあるが、サムエルだって見た目の格好良さだけを考えていたわけではないはずだ。サウルだって十分に才覚ある人だった。でもイスラエルの王にとって必要なのは、神の前に生きること、民と共に神の前に生きることである。そこが国としての根幹なのだから、そこを誤ってしまえば、他の部分でどれほど優れていたとしても、国を滅ぼすことになる。この視点は信仰に関することだけでなく、社会一般にも言えるはずだ。その社会・集団にとって最も大切なことを大事にしていることこそ、そこの指導者として不可欠の要素、であるのだ。でも、サウルもイスラエルの民も、そこを見失っていった。その後の王たちの多くも、である。
 
第一サムエル　16:12-13
　12節には元気の良い少年というふうにダビデのことが紹介されていて、このまま読むと何だか、またしても見た目で選ばれているような感じもしてくる。この表現はむしろ、王様だなんて考えられない、ただ元気なだけの少年という意味合いで語られていると思った方が良さそうだ。泥だらけになって野山を走り回っている、というようなものである。ダビデについて父親のエッサイが語っていたのも、彼の善し悪しではなく、幼すぎて何の評価もできない、ということだった。確かに彼はまだ人格的にも何も形成されてはおらず、資質すらも見出し得ないようなものだ。でも、人の目には決して見えないところで、神はダビデの中に豊かな信仰の息吹をご覧になったのだ。そんな生き生きとした輝きを人々の中に見ることができたら、実に心楽しいことだろうと思う。
 
第一サムエル　16:14-15
　これを神からの刑罰のように見るのは、ちょっと表面的すぎるだろう。まず、もともと神を必要としなかったのはサウルのほうであり、彼が神から離れたのである。神が見捨てたということではない。それに、サウルが神から離れたのはもっと前のことで、ダビデを任じたからサウルはお役御免、と捨てたというはずもない。また、神はすぐさまサウルを王位から引きずり下ろすつもりもない。まだしばらくはサウルがイスラエルの責任を担うのだ。それに相応する助けは当然に与えられる。それに神が悪い霊を送りつけるということ自体が奇妙な話だ。罰するつもりなら、ご自身が直接手を下せばよいことである。これはむしろサウルの側の問題であり、神を捨ててしまった彼の心が混乱し、恐れを覚えるようになったということだろう。15節も家来たちの見方を告げるだけで、その通りかどうかははっきりしないものだ。イエスが扱われた悪霊の問題も、その人自身が責任を問われている場面はないことを指摘しておきたい。現象は違うけれど、その人自身の責任については、病気にかかるのと同じような扱いである。
 
第一サムエル　16:15-23
　家来たちの考えは、精神安定的なものに過ぎず、これが悪い霊に関わるものなら、何の意味もない程度のものだ。むろん彼らとしては、王様のためによかれと思ってであるのだが。それで、ダビデが召し出されるというのは神の摂理の不思議を思わせられるものだ。それまでは野原の羊を飼っていたダビデだが、王になっていくためには国の政治に少しずつ慣れていく必要がある。本格化は17章だが、その前に少しだけ、王宮に触れていく経験は有意義なものだったろう。サウルたちは何も気づいていない。竪琴を弾く者など、現代風に言えば、BGMを流すCDプレーヤーの機種名を知っているかどうか、みたいなもので、よほど興味のある人でもなければ、気にも止めないのだ。ダビデとエッサイは事の動きに戸惑いも覚えただろうが、神が事を支配されていることを信頼して委ねているのだな、ということが伺いしれる。サムエルの助言もあったのだろうと思われる。
 
第一サムエル　17:1-11
　イスラエルにとってペリシテは圧倒的に強大な存在だった。支配地の広さ（あるいは人数的にも）から言えばイスラエルが大きいけれど、技術や文化の度合いが違いすぎて、太刀打ちできない状態だったのだ。士師記の時代にサムソンが戦った相手でもある。サウル王が登場して他国に連勝しているのを見て、今のうちに抑えておかねばと考えたのだろう。サウル側では決死の覚悟で防衛戦を張ろうとしているわけだ。何とか押しとどめて、諦めて陣を引いてくれれば、というのが本音ではなかったか。だからゴリヤテに嘲られても、うかつに動くことはできなかった。対等に戦える相手ではなかった、ということを踏まえて読み進むと、一連の状況がよく見えてくる。
 
第一サムエル　17:4-11
　ゴリヤテの身長は６キュビト半と書かれているので、メートルにすれば2m86cmである。よろいは57kg、槍の穂先は6.8kg。アメリカのバスケットボールあたりなら2mを越える人はざらにいるけれど、それでも頭一つ、二つは飛び抜けているか。よろいは、時代劇でも30kgくらいはあるそうだから、むしろ軽装かもしれない。むろん、日本のようなよろいではないので、要所に防御を施す程度だろうが。昔からよく、あり得ない数字だと言われていたが、それほどではない。でも、比較的小柄なイスラエル人としては、圧倒的な存在に見えても不思議はない。小学生が横綱と真剣勝負、などできるはずがないのだから。
 
第一サムエル　17:8-11
　あとで26節では、「生ける神の陣」が嘲られているとダビデは憤慨しているが、ゴリヤテの言葉には神への言及はなく、サウルという王の存在を罵倒している言葉だ。ペリシテ側が王の登場を警戒しているのが分かる。神を持ち出さなかったのは、当時としては一般に、神々と対決するようなことは言わない、というのがあったからとも言える。それは無用の面倒を引き起こすことになる。後にアッシリアがヒゼキヤと対決した際に神を馬鹿にしたのとは、様子が違う。もっとも、ペリシテの神々を引き合いに出さなくても圧勝できるという自信があったのだろうが。このあたりはダビデと全く違う。本来は、強くて自信がある時こそ神に頼る、というのが最善であろうが。
 
第一サムエル　17:11
　一騎打ちの申し出は、普通に戦えばペリシテが圧勝するという自信が背景にあり、恩恵をかけてやろうという余裕の言葉だ。でも、イスラエル側としてはゴリヤテ相手の一騎打ちには自信がないし、もともと打ち勝てるペリシテ軍ではない。しのぎつつ時間を稼ぎ、ゲリラ的に対処するしかないのだ。震え上がりながらも耐えていたところには、サウル王の的確な采配を見る思いがする。サウルもヨナタンも臆病ではない。王として、その判断は間違ってはいない。ただ、神は時に人の考える最善の策を越えたことをなさる。
 
第一サムエル　17:12-19
　まだ少年のダビデがここに登場したのは奇妙なことで、28節にある兄の言葉のような疑いを向けられるのも不思議ではない。だからここには事細かに、ダビデが来ていた経緯が語られている。時に聖書は、時代や文化背景の異なる読み手には必要性がよくわからないように思える事柄を詳細に語ることがあるが、そういうゆとり（？）を否定してしまったら世界は無味乾燥になる。日本では人と会ってお辞儀をするし、他の国では握手をしたり、ハグをしたり。用件を片付けるためにはそのことだけ言えば十分、ではあるけれど、人はそんなふうには生きていないのである。
 
第一サムエル　17:20-27
　ゴリアテの言葉を耳にしたダビデは、神への冒涜として受け止めたようだ。記録されている内容だけで言えば、ゴリアテは主なる神に言及してはいない。だが、神によって導かれているイスラエル民族をあざけるのは、彼らを支え守っている神を馬鹿にしているのと同じだと感じ取ったのだ。ここには神に対するダビデの深い思いが反映されている。サウルであれば、神のことと自分たちのことは分けて考えて、ここまで憤りはしなかっただろう。でもダビデは、イスラエルの一切はただ神によってこそ成り立っていると確信していたからこそ、激しい反発を覚えたのだ。神と共に歩むとは、神のために何かをどうこう、という以前に、ここにいる自分たちの存在そのものがただ神によってこそであるとの確信、そして期待が重要な意味を持ってくるのだ。ダビデが次の王として選ばれた理由が、次々と明らかになっていく。
 
第一サムエル　17:28-30
　ダビデは長男のエリアブから軽く見られていたようだ。幼い弟の様子を叱りつける、という様子の中には、ダビデを案ずる思いもあったのかもしれない。と同時に、彼が次の王に選ばれていることをまだ受け止め切れていなかったということもあるだろう。時に、良き志を持って歩もうとしても回りからは理解されず、認められず、否定的な態度に出会うことはある。それは悲しいことであるが、真にそれが神によって導かれていることであるならば、きっと事は動いていく。ダビデはまだそのあたりの落ち着きには至っていないけれど、この後、サウルとの関係の中で幾度も問われ、鍛えられていくことになる。その後の様子を見ていくと、ここはダビデの課題であったようでもある。はたして私たちはどうなのか、と自らに問いかけたいものだ。
 
第一サムエル　17:31-40
　たかが少年であるダビデの発言がサウル王に届いたのは、イスラエル軍全体にも、ゴリアテの嘲りに対する憤りが満ちてきていたからかもしれない。さもなければ、子どもの戯れ言として流されていても不思議ではない。勇猛果敢な言葉に驚いていたサウルは、目の前に現れたダビデの姿に唖然とする。通常の戦闘ですらまだ出番のないような年齢だったからだ。実際、ダビデはよろいかぶとも刀も扱うことができなかった。サウルはイスラエルでも大柄な人ではあるが、当時の防具はもともとそんなにがっしりしたものではない。それでもだめだったのだから、体力的にも全く無理ということを証明したようなものだ。サウルはダビデの勝利など期待していなかっただろう。それでも行かせたということは、むろん、この決戦で勝敗を決するつもりはなく、双方共に戦いの中での余興、戯れ言でもあったのではないか。深読みするなら、これで少年ダビデが殺されれば、イスラエル側にはペリシテへの憎悪が強くなり、その後の戦いに有利に働くという思いもあったのかもしれない。いつの時代でも、年端もいかない子どもをなぶり殺しにするのは、勇士のすることではない。
 
第一サムエル　17:34-37
　ダビデにしても、ゴリアテと自分を比べたら勝てる可能性など皆無であることは分かっていたはずだ。その後の活躍からして、ダビデも戦いの素養は持っていたようである。彼がこの戦いに出てきた理由はただ一つ。神を侮辱されることへの怒りである。そして勝利を確信する理由も一つ。自分ではなく神が戦ってくださるならばゴリアテなど敵ではないということである。一歩引いて言えば、もし、この戦いが神の御心に沿うものでないとしたら、ダビデは敗北し、死ぬことになる。そのことも含めて、一切を神の御手に委ねたというのが、ダビデの心の内と言うべきだろう。神に期待し、神に委ねると言うことは、必ずしも自分の思い通りにはならない場合も含めて任せていくことである点は、真の信仰姿勢にとっては大事な要素と言える。それにしても、ダビデの信仰は真っ直ぐである。ちょうど、幼子が親の腕に抱えられている時には安心しきって寝入るように、彼は神に寄りかかっている。
 
第一サムエル　17:41-47
　ダビデの登場に驚いたのはゴリアテの方だろう。嘲って追い返そうという様子が見える。けれど、ダビデの方は真っ直ぐにゴリアテに対峙している。そして、彼の言葉にはその心の内がはっきりと示されている。そう、これはダビデの戦いではなく、神の戦いであるのだ。神の戦いである以上は、神が意図される限りは、決してゴリアテが勝つことはない。ダビデはゴリアテと自分との比較については何も気にしていない。彼が見ているのは神とゴリアテとの比較だけである。こういった戦いに限らず、信仰を生きる上では、この視点は必要だ。何度も言うように、自分の勝手な思惑で神を操作するつもりになってはいけない。人はどんなに真実なつもりでも、神に命令することはできない。でも、力の強さ、可能性ということで言うならば、全能の神がそこで取り組まれた場合にはどうなのか、という比較こそが重視されるのだ。なかなかそれが縁遠いことを、多くの人が自らの内に認めるだろうが。
 
第一サムエル　17:48-54
　戦いはあっけなく終わった。まともな戦闘にはならず、石一つ投げて、ダビデは勝ったのだ。それはまさにダビデの頑張りではなくて神の御業であることの印だ。それ故にこそペリシテ軍は恐れをなし、イスラエル軍は勇気をつかんだのだ。勇者ダビデと言うけれど、彼が持っていたのはただ神に対する信頼と期待のみである。その後の動きの中でサウルはダビデを警戒するが、よくよく考えてみればおかしなことで、この戦いから明らかなのは、そこにはダビデ個人の力は全く関係がなかったということであり、サウルと比較になるような相手ではないということだ。サウルが神に信頼して歩んでいれば、少なくともこの時のダビデよりもはるかに王としての資質、能力に秀でていたのだから。神を忘れていく時、人は自ら穴に落ちていくのだ。
 
第一サムエル　17:55-58
　さっき会ったはずなのに、とか、竪琴を弾いているのに、とか言われる箇所だが、もともと竪琴を弾くしもべなど気にしないのが王様というものであるし、31節からのことも、どうせ死んでしまう者だと思っていたのが勝利したので興味を抱くようになった、とすれば、この方が最も自然な動きだ。それまでのダビデはその程度の存在感だったということでもある。58節のダビデの答えは、もしかすると、「私をご存じないのですか。いつも竪琴を弾いていますのに」という少年らしい不満げな表情を伴っていたのかもしれない。サウルとしては、そうだと分かって、大いに気をよくしただろう。そういう立場のダビデの勝利はサウル自身の栄誉であるのだから。
 
第一サムエル　18:1-4
　聖書の中でも最も素敵だと言われる関係が登場する。ダビデとヨナタンの友情だ。この記述を見ると、ヨナタンが先に深い思い入れを抱いたようだ。ダビデからすると年長の王子様だから、ヨナタンからの、というのは当然でもある。ヨナタンがこれほどに思ったのは、やはり、ゴリアテ戦のダビデの姿勢、とりわけ、神の前に立つ姿であったと言うしかない。17章はそのことを最も強く指し示しているのだから。14章に見られたヨナタンの心と同質のものがそこには現れていた。人が人に思い入れを抱く理由は多々あるだろうが、自分と同じ志を抱く人であることは大きな意味を持つに違いない。
 
第一サムエル　18:5-9
　ここを見る限り、ダビデはただサウル王の命令に従って行動しただけである。長兄に叱られたように、まだまだ若すぎるダビデであるのだから、こうやって戦いに狩り出されるのには戸惑いもあっただろう。ダビデ自身の剣さばきや戦術ではなく、彼が旗印であることがイスラエル側の勇気であったのだろうから、自信などはつきようもない。そしてダビデの勝利はイスラエルのためになっている。サウルは王としておおらかに喜んでいて何の問題もない状況だった。それができなかったのは、彼がすでに神から見放されていたという現実ゆえだろう。サウルにはその思いが薄すぎたけれど、自分の王位が神から発していることは承知しているサウルである。神が他の王を立てようとすればあっという間に投げ捨てられるということは自覚していたに違いない。人の抱く混乱は、やがて自らをも滅ぼしていくのだ。
 
第一サムエル　18:10-16
　サウルは以前から混乱することがあったので、ダビデはこれを病として受け止めたようである。身の危険を本気で考えている様子はない。ダビデはどこまでも誠実に王であるサウルに仕えている。求められれば竪琴を弾き、あるいは戦いに出かけていく。むしろ、王として任命されたことを忘れてしまったのか、と問われそうなくらいだ。でもダビデはその点について、結局最後まで自分で決着をつけようとしたことはない。神の御心のままに、神が道を備えるならば、それまでは今あるところでしっかり頑張っていく。そんな姿勢がずっと貫かれている。戦いに勝つことより、この姿勢のほうがイスラエルの王としては重要な意味を持つ。
 
第一サムエル　18:17-19
　サウルはダビデを取り込むことを画策している。ごく通常のあり方だ。後のようにダビデを殺そうと追いかけるのは異様なことである。ただ、全くの政略的対応だったので、いざというときになってためらい、結局は別の人に娘を嫁がせてしまった。ダビデとしては拍子抜けだったろうが、何の身分もない自分だということは分かっていたので、これでサウルを恨むようなことにはならず、我が身の現実を思い知っただけに過ぎない。ただ、それゆえに23節のような尻込みを示しているのだと言える。
 
第一サムエル　18:20-24
　王女ミカルとの結婚が出てきたのは、ミカルのほうがダビデに好意を持っていたからだ。それでサウルは改めてダビデを一族に取り込むことを考えている。このまま放っておくわけには行かないと考えていたのだ。でも、前回のことがあるので、正面から申し渡しても尻込みするだけだと判断して、様子を探らせている。このあたりは王らしい、でもまあ、ありがちなことだと思う。サウルが本気でダビデを迎え入れようとしている姿が見えて、最初から排除を考えていたわけではないのだな、ということが見えてくる。サウルは極悪な人ではない。ただ、彼はすでに自らの道を見失ってしまっている。それが最も悲しきことであるのだが。
 
第一サムエル　18:25-30
　身分違いだと尻込みするダビデにサウルが求めた花嫁料は、つまりペリシテ人を100人倒してこいということだ。戦勝を財宝の代わりとするというのは、悪い話ではない。身分違いと言っても、サウルももともとはごく一般の人。この設定自体は悪いことではない。その際にサウルがダビデを危険に追いやる意図があったのかどうかは、ここを読むだけでは何とも言えない。せいぜい、どちらに転んでもいい、というところまでか。結果は、ダビデのすごさがさらに明示されただけで、サウルとしてはおもしろくない状況が続いている。彼が自らの立ち位置に不安がなかったら、ダビデのような人を味方につけられたことを大いに喜んだのだろうが。人はしばしば、自分自身で我が身をだめにするのだ。
 
第一サムエル　19:1-7
　今回の修復はヨナタンの功績だ。サウル王はダビデの存在にいらいらして、殺してしまえ、となっているのだが、その心が完全に固まったわけではなく、いらだちが原因だと息子のヨナタンは見抜いたのだろう。それでも家来たちには何も言えないわけで、こうなれば息子のヨナタンがいさめるしかない。ヨナタンの言い分は誰もが納得するものだから、サウルも説得されたようである。少なくともこの時点でのサウルの言葉は本心である。人にはそれぞれになすべきこと、なしえることがある。他の人には無理でも、自分になら、と言うことがあり得るわけで、そういう場合には尻込みしてはいけない。自分のことだけでなく、世の中全体の幸いのためにも、である。
 
第一サムエル　19:8-10
　しかし、である。根本的解決にはサウル自身の真剣な取り組みがなければどうにもならない。ヨナタンが必死に説得しても、そこで可能なのは押しとどめる程度までである。ダビデの戦勝が知らされると、サウルの心にはまたいらだちが生じて、槍を投げつける事態になった。18:10の時は一時的な気の迷いとやり過ごしたダビデだが、もはやごまかしは通じない。ダビデは逃亡した。混迷の時代が始まったことがはっきりと指し示される。せっかくの祝福は、あっけなく崩れ去ったのだ。
 
第一サムエル　19:11-17
　サウルは一気に決着させようとしたが、ダビデの妻である実娘ミカルに邪魔された。もともとミカルがダビデを恋い慕っての結婚であるから、彼女の行動は十分に理解できる。ダビデの側に非はないのだからなおさらだ。サウルはイスラエルという国に対してはとても良く尽くしていたので、ダビデへの処置には疑問があってもサウルに従う人々が多かったのはわかる。一方、国の動向よりもダビデにとっての是非を考える人々は皆ダビデを擁護している。結局、サウルの私怨が全ての源であり、それが国全体を混乱させているのだ。人のねたみと憎しみは実に悲劇であることを痛感する。
 
第一サムエル　19:18-24
　ダビデはサムエルを頼った。国の中でサウルに対抗できる唯一の存在とも言える。常識的にはサウルも諦めるところだろうが、彼はひるんでいない。家来たちが次々と、サムエルにリードされる預言者一団に取り込まれても、なお諦めようとしない。モーセの時代にエジプト王が示した態度と重なって見える。でも、結局のところ、神が意図される限り誰もダビデに手は出せないことがはっきりと示される。24節の「サウルもまた・・・」がどういう意味の慣用句として使われていたのかは、聖書にこれ以上出てこないので分からないが、この様子からすると、対抗できない相手に向かっていく愚かさか、あるいは本人の意図するところと食い違った行動をすること、だろうか。
 
第一サムエル　20:1-4
　サムエルのもとにいても安全ではないと知ったダビデは、ヨナタン王子を頼った。誰よりも信頼できる、そして、サウルに対抗できる可能性のある唯一の存在だ。この時点では、ヨナタンはまだ父王のことを信じていたようだ。19章でいったんは納得させたということもあり、サウルの心の内を把握し切れていなかったのだろう。それは親子という関係から来る当然のことでもあると思う。でも、ダビデの必死の様子は分かったので、自分にできることは何でもして、父とダビデの関係の修復を、それでなくても大切な友ダビデを守ることを堅く誓ったのである。ヨナタンは良い人であるから、邪悪さを悟りきれずにいたのかもしれないが、それでも真の誠実さをもってダビデのために尽くそうとしている。
 
第一サムエル　20:5-9
　ヨナタンはサウルの心に気づいていないので、状況をしっかり確かめる必要があった。ダビデとしても、もしもヨナタンの仲介で事が収まるならば助かるわけで、切なる思いですがったのでもある。でも、このままサウルの前に出て行くのはあまりにも危険だったので、サウルの本心を探るための策を講じた。ダビデが祝宴を欠席する理由は、まああり得る部類のことで、サウルの怒りが一時的な気の迷いならば、さほど怒らずに流す可能性は高い。だが、この程度のことで激怒するようならば、事態は深刻だということになる。ダビデとしてはすでにサウルには失望しつつあったので、これはヨナタンのために確かめるという意味合いが大きい。ヨナタンとしても父を試すわけだから心の苦しいところだが、そこまでしてくれる友であるからこそダビデも、我が身を全面的に委ねる覚悟でいられた。
 
第一サムエル　20:10-17
　野原へ出たのは秘密の連絡方法を定めるためだが、その前に二人は互いの絆を確かめ合い、変わることのない友情を誓い合った。状況が暗雲に包まれつつあったので、この先、どのような推移が二人を待っているか分からず、だからこその誓いである。この誓いはヨナタンが死んだ後も守られていくことになる。この時点ではヨナタンのほうが優位にあるわけで、ダビデのほうは明日をも知れぬという状況だが、そういう立場が変化しても何も変わらずに守られている関係、聖書は確かにそこに真の友情の姿を語っている。そして、神が私たちを「友」と呼んでくださっていることの大きさを思い起こすのだ。
 
第一サムエル　20:18-23
　事細かに作戦が書き記されている。もっと単純な連絡方法もあったかもしれないが、サウル王に決して悟られてはいけないという思いから二人が考え出した策である。後に見るように、作戦そのものはたいしたことがないのだが、彼らの真剣さがよく分かる。そして彼らはこの作戦を、すべて神の御手に委ねている。神が守り支えてくださるのでなければ、サウルの本心も見出し得ないだろうし、秘密裏に知らせることもできないだろうし、何よりダビデの命運そのものがどうなるかもわからない。イスラエルの国はサウル王に全面的に加担している。ダビデは神ご自身によって支えられる以外に、どうにもならないのだ。
 
第一サムエル　20:24-34
　いよいよ、サウルの本心を探ろうという場面である。当初、サウルはダビデの不在をとがめなかった。と同時に、ダビデの席が設けられていること、出席して当たり前、という感覚でいる。ダビデのほうはもうだめだと思い詰めているのに、サウルは自分がダビデを殺そうとしたことを忘れているかのようだ。こういうあたりを見ていると、サウルを全身全霊邪悪だとは思えない。彼はその時々の自分の気持ちに正直なだけ、とも言える。でも、それに振り回され、場合によってはいのちを奪われてしまう相手は大変だ。とりわけサウルの場合にその相手となるのは、聖書に記されている限りでは、いつも神の前に真っ直ぐに生きていこうとする人々であるのは、悲しいことだ。サウルとしてはたぶん、相手が神に忠実だから、みたいな感覚はないのだろう。でも続けてみるように、彼は自分自身が一番、神よりも自分、であるのだ。
 
第一サムエル　20:24-34
　ダビデの不在を気にしていなかったサウルが激怒するようになったのは、ヨナタンの説明を聞いてからだ。イスラエル人にとって一族は大事な存在だ。そこから呼ばれたら自分の用事を放り出してでも駆けつけるのは当たり前のことだ。ただこの場合は、そういう一族と、王であるサウルとの会食と、どちらを優先するのかという話になってしまう。国の危機のような場面ではない。こんなことで束縛する実際的に意味はない。ただ、サウルはそれを、ダビデが王をないがしろにしている姿、と受け取ってしまった。あるいはダビデもそのことを意識してこういう設定にしたのかもしれないが、穏やかそうに見えたサウルの本心があらわになったのである。
 
第一サムエル　20:24-34
　この箇所のもう一つの注目点は、ヨナタンの姿である。彼は友のために本気で怒っている。父に対して食ってかかっている。33節のサウルの行動を、本気で自分を殺そうとしているとは受け止めていないが、でも、友のために憤慨して、食事の席を立ち去ってしまった。こういうあたりは、ヨナタンはサウルの子なのだな、とも思う。思うところへと一気に突っ走っていく。穏やかさとか画策とか、そういう回りくどいことはしない。ただ、そういう姿勢がどこへと向かったのかが父とは違った。サウルは自分の思いに突進し、ヨナタンは神に、そして友に向かっているのだ。人の性質そのものが善し悪しを決めるのではない。それがどこへと向いているかが、重大な違いをもたらす。
 
第一サムエル　20:35-42
　打ち合わせ通り、ヨナタンはダビデに密かに状況を知らせようとしている。予定外の言葉を発しているのは、事の深刻さ、危急であることを知らせるためのものだ。もっとも、結局彼らは直接会っている。せっかくの作戦がこれでは意味がない。もしもサウルの家来が見張っていたら大変なことだけれど、でも、そういうことよりも彼らとしては、最後の別れかもしれない、この時を大切にしたいと思ったのだ。二人とも、上手に世を渡っていけるタイプではないのだろう。でも彼らの友情は本物であり、相手を思いやる心は真剣であったのだ。ダビデとヨナタン、この二人の存在が聖書の中でも最も美しい姿と言われるのがよく分かる。
 
第一サムエル　21:1-9
　身支度も不十分なまま逃亡生活に入るダビデは、ノブという町で祭司に頼ることにした。もっとも彼は本当の事情を打ち明けずに、ごまかしをしている。とは言え、はたしてアヒメレクは知らなかったのか（22:15）。当時のイスラエルではサウルとダビデの確執はすでに知れ渡っていたと思う。知らないふりをして助けてあげた、というのが本当のところではないかとも思う。アヒメレクのこういう態度は意義深いものとして受け止められ、だからイエスもこの出来事を事例として取り上げている（マタイ12:3）。残念ながら、このことの故にノブの町はサウルの手によって滅ぼされてしまう。サウルが全面的に悪いのだが、ダビデとしてもそのことを聞いて痛恨の思いだった（22:22-23）。時に、良き心でなされていることが、つらい事態を招くことがある。その覚悟をもって取り組んでならまだしも、そこまでの思いもなくなされた場合には、なおさら心の痛むところだ。人の世は罪深いということを、こういう場合になおさら痛感する。
 
第一サムエル　21:2-6
　この出来事の意味合いを確認しておこう。これは会見の幕屋で用いられたパンだ。それは儀式が終わった後で祭司が食べて良いと規定されている。が、いくら身を慎んでいたとしても、ダビデたちが食べても良いという理解は、聖書にある律法には書かれていない。これはアヒメレクによる拡張解釈だろう。でも、それが許容されていたあたりにも、律法に対する当時の姿勢がその本質を大事にしながらおおらかであったことが分かる。聖書がこういうあり方を是認していることからすれば、律法というものは本来、その本質を大事にしていくならば、杓子定規的でなくても良いのだとも言える。一方で、神の御心を真剣に考えもしないで拡張していくことは身の破滅につながるのでもあるのだが。
 
第一サムエル　21:7-9
　ダビデは剣も持たずに逃げてきたということか。よほどあわてていたのだと分かる。それにしてもゴリアテの剣とは、ダビデが活躍するようになったきっかけが、逃亡するダビデを支えることになるとは不思議なものである。しかし、ゴリアテの剣はとても大きなものだったはずで、サウルの剣も扱えなかったダビデが、ずいぶん成長したということなのだろう。少年ダビデはいつのまにか力強い戦士となっている。そしてドエグという人物のことが書き記されている。サムエル記も読者の興味を引くように記述しているようで、この後、この布石が深刻に事態につながっていく。読者としてはダビデが無事に逃げてくれという思いをもって読み進めるわけだが、事態はますます混乱していく。
 
第一サムエル　21:10-15
　王様の手から逃れるには他国へ亡命するのが手っ取り早いというのは、誰もが考えることだ。ただ、この時のダビデはよくよく考えてのことではなく、思いつきでペリシテの領主の一人アキシュを訪ねたようだ。けれど、自分がかなりの評判になっていることに気がついて、あわてている。ダビデとしてはそんなに活躍しているつもりでもなかったということだろう（なおさらサウルのねたみが愚かであることを思う）。ダビデは自分が大したものではなく、評判も間違いだと思わせたかったか、あるいは、噂のダビデとは別人だと錯覚させようとしたのか、ともかく演技をしてごまかそうとしている。無思慮の行動はただ愚かしいばかりであるが、それほど追い詰められていたのだとも言える。でもこのことによって、他国に逃げるのはとても危ういのだと悟ってはずのダビデだ。このことは27章の出来事につながっていく。
 
第一サムエル　22:1-2
　イスラエルに戻ったダビデのことろには、その一族が身を寄せてきた。彼らにもサウルの手が及ぶ可能性は高かったのだ。合わせて、社会の中で居場所を失っていた人々が集まってきた。ダビデは孤立無援を思ってペリシテに逃げようとしたが、イスラエル国内に彼と行動を共にする仲間たちがいたのだ。無理とかだめとか人はすぐに言うのだが、そうではないのかもしれない。400人の仲間たちがいれば、サウルの軍と全面対決はできないにしても、サウル側でも周到な準備をしないで襲いかかることはできない。その分だけ逃げる時間的な余裕が出てくる。ダビデの状況は大きく変化した。
 
第一サムエル　22:3-5
　ダビデが両親をモアブに連れて行ったのは、この一家のルーツにモアブ人の系譜があるからだ。そう、ダビデの曾祖母に当たるルツである。以前から行き来があったのではないか。こういうあたりも、後々の時代のような他民族（異邦人）を強く毛嫌いする様子は、この頃はまだ見られなかったのが分かる。もともとイスラエルがエジプトから旅立った時、他の諸民族も一緒だったと記されており、律法の規定は決して他を排除する意図ではなかったのがわかる。イエスが後に、反対しない者は味方、という言い方をなさったのは弟子たちには奇異に思えたようだが、旧約の本来のあり方からすれば大いに合致するのだ。
 
第一サムエル　22:6-10
　イスラエルに戻ったとたん、ダビデの所在はサウルに知られてしまった。ダビデの心配は当たっていたのだ。ただし、5節で預言者の言葉もあり、このことはすでに神の御手の中にあること。ダビデとしては、神とサウルと、どちらを大きく見るのか、である。一方、国全体の意向としては相変わらずサウルの側に立っている。こんな言い方をしなくても、人々はサウルを信頼してついていくつもりではあるのだ。いや、元々からして、聖書に記されていることからすれば、ダビデがどれほど活躍しても、民はサウルと交代させようなどとは思わなかったに違いない。民を味方につけるという意味では、ここにあるような演説は不要なのだ。むろん民がダビデを憎んだわけではないのだが、どちらを選ぶかと言われたらサウル、なのである。そのくらいの絆があるのに、サウルにはそれが信じられない。そして国を混乱に陥れている。悲しいことである。
 
第一サムエル　22:11-19
　サウルの感情は、彼をどんどん悪い方に陥れている。祭司を殺すなどと言うことは、イスラエル人であれば誰も関わりたくないことである。エドム人であるドエグだからこそ、祭司などは気にしないということか。それもまた残念なことで、民族はどうであっても、主を恐れる思いを持ってこそ、イスラエルで暮らして行くには望ましい。ルツがそうだったように、である。そういうドエグを使っているサウルの心は、どんどん落ち込んで行っているのだなということが分かる。イスラエルの民は、それでもまだサウルを王として認めている。そのことの大きさを気づかず、ただ恐怖で支配しようとする悲しき愚かさ、罪深さである。
 
第一サムエル　22:20-23
　ぎりぎりのところで逃れたエブヤタルという人が、ダビデの所に身を寄せている。サウルにねらわれたら、それに対抗できる可能性はダビデしかいない。事情を聞いたダビデとしては痛恨の極みであったろうが、むろん、ダビデが悪いわけではない。そのあたりをちゃんとわきまえているダビデでもある。エブヤタルは後にダビデ王朝で中核の一人として活躍する。それにしても、エブヤタルがダビデの居場所を知っていたということは、サウルも当然に知っているということでもあり、情報管理というか、身を隠すという点では、なかなかに難しいことを思う。ダビデが助かっているのは、決してうまく隠れたからではなく、神の御手に守られていたから、でしかないのだ。
 
第一サムエル　30:1-5
　追われているダビデである。だが、イスラエルの町が敵に襲われていると聞いて、助けに駆けつける。むろん、命を賭して、である。そんなことをする必要はない、と言う部下たちのほうが世間の常識だろう。でも、ダビデはイスラエルを思っていたし、神の導きもある。それで、私には関係のないことだ、王のサウルが助ければいいではないか、と放り投げるようなことは、彼にはできない。たぶんサウルも同じようにしただろう。イスラエル最初の王二人は、自分が王であることの意味、役目を、しっかりと受け止めていた人々だった。王は自分の利益のために民を支配するのではなく、民を守るためにこそ上に立ち、君臨するのだ。
 
第一サムエル　23:6-14
　つらいことに、せっかく助けたのに、ケイラの人々はダビデをサウルに引き渡そうとしていた。サウルがダビデを殺すためなら、町ごとたたき壊すことをしかねない、と察知したからのようである。ケイラとしてもダビデに恩義は感じていたはずだが、それでも、ダビデと一緒に滅ぶわけにはいかない。ダビデはそういう様子をちゃんと理解したようである。だから、町の人々に危害が及ばないように出て行っている。決して恨んだりはしていない。つらくて悲しいことではあっても、こういう場合はあるだろう。そこで怒るのか、それとも人々を思いやるのか。士師記8章のギデオンは、相手の態度はもっと悪かったかもしれないが、そういう相手に怒り、復讐している。ダビデはまだ王に即位してはいないけれど、ちゃんと王としての考え方、王としての姿勢をもって人々と向き合っている。そこには先々へと広がる道筋がある。だが、怒りに身を任せれば、すべてを閉ざす歩みがあるだけだ。
 
第一サムエル　23:15-18
　王様から隠れていたダビデなのだから、かなり必死で探し当てたのだろうか。状況がますます厳しくなっているダビデに、ヨナタンが会いに来ている。この二人、真実なる友であるのだなと、改めて痛感させられる。そしてヨナタンはここで初めて、次の王はダビデだ、ということを語っている。それまではサウルが疑心暗鬼になっても、決してそんなことはないと言い続けてきたヨナタンであり、きっとそう思っていたのだろうが、いや、ダビデこそ、と確信する言葉を告げている。もしかすると密かにサムエルに会いに行き、16章の出来事を聞かされたのかもしれない。ともかく、以前とは違い、すっかりみすぼらしくなってしまったダビデ、イスラエルの民にも受け入れてもらえていないダビデに対して、ここに来たヨナタンが、君こそ王に、とはっきり告げているのは感慨深い。それは友に対する思いだけではなく、目に見えるものではなくそこにある神の御心こそが鍵と、彼は真っ直ぐに立っていたのでもある。ヨナタンは自分が死ぬことは想定していない。一緒に国を盛り立てよう、今までは自分が王、ダビデが協力者、今度はダビデが王、自分は王の右腕に。立ち位置は変わっても、共に民のために歩もうとする志は何も変わりがないヨナタンである。
 
第一サムエル　23:19-29
　サウルの手が最も差し迫った場面の一つだ。読んでいてもハラハラさせられる。サウルは用意周到に囲んでいこうとしているし、ダビデはまさに四面楚歌。山の反対側に迫っていたということは、もしもサウルがそれに気づいていたら、絶体絶命だったということでもある。だが、そんな時にペリシテの襲撃が知らされている。サウルは王であり、イスラエルに対しての責任は果たす人である。いくらダビデが憎くても、だからといって国の危機を無視したりはしない。ペリシテの襲来はサウルだからこその効果とも言える。23:14に「神はダビデをサウルの手に渡さなかった」とあるが、そのとおりの出来事が書き記されている。人の目にはダビデはもう終わり、でもあろうが、神の目には全くそんなことはない、のである。この違いをちゃんと知っていることは非常に重要である。
 
第一サムエル　24:1-7
　対外問題が一息ついたサウルは、またもダビデを追ってきた。この時期のダビデや、国全体の様子を見る限りでは、そこまでエネルギーを注ぐ必要性があるとは思えないのだが、サウルの心は猜疑心に捕らわれている。いや、23:17のように、実はサウルも、ダビデには神がついていることを分かっていて、それで、見た目には何の害もなさそうであっても、あっという間にひっくり返される可能性があることに気づいていたのかもしれない。時に、神の偉大さについては、反発する者のほうがよく分かっている、ということがある。分かっていても従うわけではない。そのあたりが、罪の課題の重さというものである。奇跡を見れば信じると人は言うけれど、見ても信じない人はいくらでもいるというのが聖書の指し示すことだ。
 
第一サムエル　24:3-7
　洞穴に隠れていたダビデたちの目の前で、サウルが無防備な姿をさらしている。家来たちはこれを神の与えた好機だと考えている。だが、むろんそうではない。見た目に神が与えたチャンスに思えたとしても、はたしてそれが間違いなく神の御心にかなうことかどうかは、きちんと判断する必要がある。さもないと、神の心を取り違えてしまうことになる。後々（26章）、この出来事が契機となって、サウルが追いかけるのをやめる決意をする場面が訪れる。ダビデはサウルの衣を少し切り取っただけで害を及ぼしていないのだが、そうやって脅しをかけるようなことをしたことを悔いている。6節の言葉は、彼が神に全面的に委ねていることを表している。まっすぐで、そして誠実な人柄が見て取れる。我が身の命運もまた神に委ねようというのだから。
 
第一サムエル　24:8-15
　サウルの前に身をさらしたのは、冷静に考えれば危ういことである。彼が命令を出せばダビデたちは一気に捕らえられてしまう。だが、そういう不安よりもダビデとしては、サウルとの和解を何とかして求めていきたいと願ったのだろう。いわば賭に出たのであるが、ただの運や偶然ではない、神が確かに守り支えてくださることを信頼するがゆえの行動である。安全策を採るのも良いことではあるけれど、どうしても必要な時には、神を信じて踏み出していくべき時もあるのだと思わせられる。ダビデほどではなくても、もっと身近な事柄の中で、きっと私たちそれぞれにこういうことはあるはずだと思う。
 
第一サムエル　24:16-22
　ダビデの心からの訴えに、サウルは自らの非を認めたようである。ようするに、ダビデに王座を奪われるのではないかという不安が原因だから、こうやってダビデが誠実な態度を示せば、サウルとしても受け止めるのはやぶさかではないのだ。サウルは感情的・感動的な人だから、ダビデの行動に心打たれて和解を決意したのでもある。ダビデこそ次の王にふさわしい、などとも言っている。この点は、サウルとダビデを比較する話としては誰も考えおらず、ヨナタンの代わりにダビデ、という話であるのは疑問も残る。自分の治世はこのまま、というつもりなのだ。それに、ダビデの姿勢も自分の言葉も、それをしっかりその意味合いを噛みしめていないので、サウルの寛容さは長続きしない。
 
第一サムエル　25:1
　前の章でいったん和解したダビデとサウルであることを考えると、サムエルの葬儀にはダビデも出席したようである。というよりも、葬儀に出られるようにいったんは和解、というふうよに神が導いてくださったのかもしれない。サムエルの死は、一つの時代の終わりを告げ、なおいっそう王を中心とした国作りになっていくことを意識させられる。ただ、その中心であるべきはずのサウルがすでに脱落しているのだから、イスラエル全体の歩みを考えると、ダビデの本格的な登場が待たれる、ということになる。むろんサウルは身を引くつもりはなく、24:20の言葉を自らの意志で実行する気はさらさらないのであるが。
 
第一サムエル　25:2-13
　用心棒のような役割ということか。経済的な理由もあったが、ダビデとしては23章にもあるように、自分にできることでイスラエルの民を守り支えたいという思いもあったのだろう。だが、ナバルはその辺のごろつきが勝手に用心棒をしているのと同じように見ていたのだ。残念ながら、醜悪な人というのはいる。そしてこういう人に同じ波長で対応するのは自らをもおとしめることになる。だが、この時のダビデは余裕がなかった。サウル王とのことで疲弊していたのだろう。カッとなって、失礼なナバルをやっつけてやると息巻いた。世間的にはダビデに同情する声が多いかもしれないが、冷静に言えばナバルは襲撃されても当然と言えるほどの悪事をなしたわけではない。危うくダビデの生涯に醜い汚点を残すことになった場面である。感情に走らされてはいけないのだと、改めて痛感する。
 
第一サムエル　25:14-22
　良き女主人というものは、こういうものだと思わせられるアビガイルの行動である。事態の厳しさをすぐさま察知して、ただちに行動を起こす。言っても聞きそうにもないナバルには黙ったまま、それよりもこの一族を守るためにと走るアビガイルである。彼女の思いにあるのは家族だけではなく、そこで働く使用人たちも含まれている。こういう人がいるかどうかは、皆にとって大きな助けになる。そして聖書は、ダビデが今まさに攻撃しようとしていたこと、ぎりぎりの状況であったことを語っている。落ち着いて、ということの必要性と共に、急ぐべき時にはためらっていないで行動するということの意義が示されている出来事だ。
 
第一サムエル　25:23-31
　この箇所は、アビガイルの圧巻と言うべきだろう。彼女は夫ナバルの過ちを率直に認め、また、それを止めそこなったことを語っている。自己弁護というよりは、ナバル一人が悪いのであって、その一家全体の問題ではないことを示して、ダビデの報復を抑えようとしたのだろう。ダビデ一行が襲いかかれば、ナバル一人が殺されるだけでは済まない。と同時に、思いとどまるのはダビデ自身のために必要であることを強調している。復讐するのは当然の権利のように言われることが多いけれど、それは被害者をますますつらい目に遭わせることなのだと知ることは、非常に重要である。もう一点、アビガイルが逃亡中のダビデをいずれは王になる存在として認めているのはなかなかのものである。この時期のダビデはとてもひどい状況で、ボロボロの状態であったのだが、彼女はその中に神の導きをなお見たということか。真実を見ることのできる目はとても価値がある。
 
第一サムエル　25:32-35
　ダビデも、むろんのこと完全ではない。カッとなって暴挙に走りかけもするし、バテ・シェバ事件だけでなく、忌まわしき行動もある。ただ、ここに見られるように、彼の意義深いところは、こうやって自らの非もしっかり認めつつ、事を改めていこうとする点にある。家来を連れて出てきてしまっているのだから、もう後には引けないとか、面子がとか言いそうなところを、彼は正しい道が指し示されたからには、それを選び取ることに躊躇していない。そして、こうやってダビデを押しとどめて下さった神様の偉大さと幸い。まさに、主は生きておられる、である。
 
第一サムエル　25:34-38
　愚かなナバル、である。自分の行動が、語った言葉が、どういう意味を持っているのかを全く分かっていない。分かろうとしてもいない。神が止めてくださらなければ、今頃彼のいのちはなかったのである。そうとも気づかずに暴言を吐く。あれだけのことをダビデに対して言うからには、襲われても返り討ちにするくらいの気概があってよさそうなものを、彼はただ震え上がって、ショックのあまり気を失うだけであるのだ。そして、復讐は自らするものではなく、一切は神に委ねるのだということが、そのとおりに実現したということが記されている。念のため、神が代わりに復讐してくれる、わけではない。どう処置すべきかは神が判断し、神が実行される。もしかするとそれは何もない、かもしれないが、それも含めて委ねる。神を信頼するのであれば、それが問われていく。
 
第一サムエル　25:39-44
　アビガイルの言動に感銘を受けたダビデは、彼女を妻として迎えている。ダビデにも妻は多々あり、そのあたりの是非は問われるべきだが（後に異母兄弟同士が争うことになる）、当時の風習としては問題視されてはいなかったようなので、その点は横に置いて考えるなら、こういう相手を迎えようとしたその選択の仕方そのものは意味のあることだと思う。結婚相手の中に見出す魅力というものは様々あるわけだが、その人と共に生きることを通して、より豊かに神の幸いを歩めると期待する心は、望ましい要素の一つと言えるはずだ。
 
第一サムエル　25:44
　それにしても、ミカルがすでに他の人の妻になっているとは。ダビデを逃がすために頑張った人であるのに、こういう時代にもまた、女性たちは何ともひどい扱いを受けているものだと、そう思う。後に、ダビデはミカルを取り戻す（第二サムエル3:13）。ただし彼女はダビデが神に対して熱心な姿を笑ってしまうということも起こり（第二サムエル6:20-）、その生涯はすっきりと幸いに包まれるというふうにはなっていかない。聖書には祝福に満ちた女性たちが何人も出てくるけれど、ミカルはつらい扱いを受けた人と言えるのだろう。こんなふうに翻弄される人がなくなってほしい、と心から願う。
 
第一サムエル　26:1-12
　24章と似た出来事が再び起こっている。理由は、サウルが前言を翻して、またダビデを追いかけてきたからである。彼はその時々の自分の気持ちで動くので、何かの約束をしたとしても、神の前に誓いを立てたとしても、それが実現するかどうかは不明だ。もし彼の心に適うことならば、どんな犠牲を払ってでもやり通すのだが（命を捨ててでも）、そうなるかどうかは分からない。彼のような生き方に魅力を覚える人はイスラエルにも多かったのだが（おそらく繁栄を築いたソロモンよりも民衆の支持度は高かったに違いない）、神のもとに立つべき王としては、これではどうにもならないのだと、神ご自身は嘆いておられるのである。
 
第一サムエル　26:5-12
　24章と類似しているが、趣旨が同じだけで、中身は全く異なる。時折、こういう類似箇所について、後の人が間違えて同じ出来事を二つ書き入れてしまった、みたいに言う人もあるけれど、聖書はもっと素直に読むのが良い。そうすれば、二度もこんな事態になるほど、サウルの課題は大きく、そしてまた、ダビデの心は確かであったことが分かるはずだ。前回は偶然的な出会いだったけれど、今回はダビデが計略を立てて忍び込んだのだから、事実関係としては全く別種類の出来事である。
 
第一サムエル　26:8-12
　アビシャイの思いは一般的な感覚だろうが、ダビデの心は定まっている。神が立てた王を自分がどうこうするつもりはない、のである。決着は神がつけてくださるとの確信はとても大切なもので、それを失ってしまったからこの世界は憎しみと争いの増幅が絶えない。今回は24:5のような後悔もなく、ダビデの思いは微塵も揺らがなかったということだろう。もともと、こんなふうに入ってくることができたのも神の配慮、そういう神に期待しないでどうするか、でもある。それなら何のために来たのか、であるが、様子伺いという意味合いもあるだろうが、サウルにもう一度問いかけるため、と考えるのが妥当ではないかと思う。ほぼ諦めているダビデだが、最後の期待をかけたというふうでもある。
 
第一サムエル　26:13-20
　アブネルが問題であったのではなく、警護の問題でもなく、むろん、サウルに対する呼びかけである。だが、こういう語り方をしたので、サウルの関心も引くことができた。ダビデも様々な経験の中で駆け引きを覚えたのかもしれない。そしてダビデは、これが最後というふうに、自分を追いかけてくるのは間違っているとサウルに訴えている。ダビデを追いかけ回すのは、つまりはダビデを異教の地に追いやることで、イスラエル人としては最もふさわしくないことである点が指摘されている。サウルにはさほど響かないかもしれないが、ダビデにとってはここが何よりの重大事であったのが分かる言葉だ。詩篇27に歌われている切実な思いにも共通するものだ。ただ、残念ながらこの後27章ではそれが現実となっている。ふと思うのは、ダビデの4代前の先祖、ルツ記に出てくるナオミの一家は、「主のゆずりの地」を離れて異教の地に行ってしまった経験を持つ人々であった。
 
第一サムエル　26:21-25
　サウルは、ダビデの言葉に心を打たれたようである。もっとも24章でも似たようなことがあって、だからダビデは信用しきれなかったのだが（27:1）、もしかするとこの時のサウルは、ついに達観する気になっていたのかもしれない。だからといって完全な和解はなく、それぞれが別の道を行くということでしかなかったのだが。真の和解は容易ではなく、両者ともに神の働きかけに心を開いていく必要があるようだ。なお、ダビデが立ち去ったこともあり、これ以降はサウルが追いかけてくることはなかった（27:4）。それに、もうまもなくサウルは戦死する。この二人の先には再び交わるときがなかったというのは、何とも悲しいことである。ねたみや憎しみは多くの幸いを破壊する。
 
第一サムエル　27:1-4
　何度も繰り返し打撃を受け続けると、人の心は崩れやすくなる。ダビデにしても、である。神に頼り、神の御手に全てを委ねるのだと言い切っていたダビデだが、諦めが生じてしまったようだ。このままではだめだという1節の言葉は、神が守り支えてくださるならば大丈夫、という確信とは正反対のものだ。ここで敵国に亡命してしまったら、次の王はダビデだと言った神の言葉が台無しになるのに、もはやダビデを支える力はなかったということか。4節のサウルは、もいかするとせせら笑ったのかもしれない。ダビデが自滅していくのを見て、である。手が出せないというよりも、これでもう脅威ではなくなった、のであるから。後にダビデが王になったのは、実に神のあわれみによる。
 
第一サムエル　27:5-7
　21章では大慌てで逃げ出したアキシュのところだが、今回はアキシュ自身も事の次第を承知の上でダビデを受け入れたようである。このペリシテの王（領主というべきか）は度量のある人のようだ。こんな状況でもなお、神はダビデのために人を備えてくださっていたのだとも言えるだろう。当時、国を渡り歩くことはさほど重大ではなかったのかもしれない。14:22にもペリシテの陣営に加わっていたイスラエル人がたくさんいたことが記されている。我が身を守ることが優先でもあったのだろう。ただそれでも、ダビデは次の王たるべき人である。でもそれが人の現実であることを、聖書は赤裸々に語る。
 
第一サムエル　27:8-12
　無理をしてペリシテに身を寄せたので、ダビデは嘘偽りで取り繕わねばならなくなった。相変わらず、イスラエルの敵をやっつけて人々を守り続けるのだが、そんなことをアキシュには言えない。それで嘘をついている。しかも、嘘がばれないように、相手側を村ごと根絶やしにしている。こういう戦い方は通例ではない。神が特別に命じた場合のみ、というのが聖書の基本だ。ダビデはどんどん自らを落として行っている。このまま年月が過ぎたら、もはや立ち直れなくなっていたかもしれない。この頃のダビデのあり方は、生涯の汚点の一つである。誠実に、嘘偽りではなく、公に明らかにできるような生き方をしたいものである。
 
第一サムエル　28:1-2
　そう、こういう事態になったらどうするつもりだったのか、である。ペリシテがイスラエルと決戦を交えるという。亡命者のダビデとしてはペリシテに味方せざるを得ない。でもそれは、同胞を自ら殺すということであり、さらに言えば、王になる者が自らの国民を殺すということである。決定的に王になる道筋が絶たれてしまう事態だが、アキシュはそんなことは知らない。ごく自然に、大いに信頼していたダビデを伴っていくのだ。ダビデの心の内はどれほど混乱していたことだろうか。自ら落とし穴に踏み出していくようなものであったのだ。ダビデが窮状にいたのは事実だ。それで人は、仕方がないという言葉を繰り返し口にするけれど、それでは済まないことがあるのだと、口を酸っぱくして語り合い続ける必要があるだろう。
 
第一サムエル　28:3-7
　ペリシテは決戦を挑んできたので、その陣営もかなりのものだったのだろう。イスラエルの力はまだまだ小さく、ゲリラ的には抵抗できても総力戦を勝ち抜けるほどではない。サウルが恐れたのはごく当たり前のことだ。それで彼は神の導きを求めたわけであり、そこまでを見ていると「悪くない」という印象もある。ただ、彼はすでに神を不要だと捨てていたはずで、困ったときだけの神頼み、かとも思う。いやいや、それでも神は真に求める者には応えてくださる。ただ、その後でサウルが求めたのが霊媒師の類であったことを見ると、結局彼にとって神は、ただの便宜、役に立つならば使おう、頼ろう、でも、神と共に生きるつもりはない、そういうものだったことが明らかに示されている。サウルとしては何も悪いと思っていないようだが、これは主なる神との関係のあり方ではないのだ。
 
第一サムエル　28:8-19
　この出来事の真相は不明だ。本来からすれば、人間に死者の魂を操作することなどできないのであって、こんなふうにサムエルを呼び出すことなどは不可能な話だ。それは神の領域である。だから、霊媒師の類が何かを見たとしても、それは死者本人ではなく、霊媒師の心の内か、あるいは何か別の種類のものに過ぎないというのは基本的な理解である。その際に「死者」と目されたものが何かの真実を言い当てたとしても、それはさほど不思議なことではない。もっとも、彼女はサムエルの姿を見て焦っているので、もともとまがい物だったのに、神が特別に介入してこの出来事を利用したのだとも考えられる。語られている内容は事実関係を適格に告げているものだけれど、それはすでに聖書の中に示されていたことであり、今ここで初めて真実が明らかになったわけではない。むしろ、聖書と食い違う「霊」の主張は大いに警戒すべきである。もし、何らかの真実を求めるのならば、それはこういう危うい手法ではなく、神ご自身にまっすぐ求め、そして神の言葉にこそ聞いていけば良い。
 
第一サムエル　28:20-25
　サウルの衝撃よりも、この女性の行動に興味を引かれる。どうやら彼女は、自分でも予想していなかった事態に直面して戸惑い、だからこそ、サウルの姿を見ていて思いやりをかけたくなったのだろう。人は自分自身が圧倒されると、弱っている人に優しくなることがある。サウルの先には、もうまもなくの戦死しかないのだけれど、でも、こうして慰められ、励まされたことは、サウルにとって最後の幸い、ひとときの暖かみであったことだろう。すべての希望が失せていく時でも、それでもなお、そばにいる人が手を貸してくれるのならば、どれほどか力づけられるだろうに。だとしたら、私たちの日々の中で、互いに慰め、励まし合うことの意義を、よくよく考えていきたいものと思う。
 
第一サムエル　29:1-11
　これはやはり、神の温情である。のっぴきならない事態に追い込まれていたダビデが、自らの身を危うくせずに、この戦いから身を避けることができたのだ。ダビデのほうから拒否をしたら捕らえられるだろうし、そのまま戦えばイスラエルに戻る可能性は消滅するのだから。8節でダビデは憤慨して見せているが、明らかに芝居である。彼もその家来たちも、どれほど安堵したことだろうか。それにしてもアキシュは何ともおおらかな人だ。これもまた神が備えてくださった一時的な避難所のようなものだったとも思える。なお、こうして自分たちの家に戻って行けたので、30章に出てくる大変な事態にも対応できたのであり、二重の意味での幸いであった。
 
第一サムエル　30:1-6
　14節の言い方からすると、たまたまツィケラグも襲われたというふうにも見えるが、この襲撃にはやはり、27章にあるダビデのアマレク襲撃への報復という意味合いがあるように考えられる。ケレテ人やユダ、カレブなどを襲うのと、ペリシテの町とされていたはずのツィケラグを襲うのとでは意味合いが違う。ペリシテには報復の力があるのだ。それにしても、サウルの手から逃れてペリシテに来た彼らだが、もう大丈夫と思っていた場所で、全てを失ってしまったのである。結局、ペリシテ退避は何の意味もなかった。部下たちがダビデに恨みを抱いたのも無理はない。やることなすこと裏目に出る、という言い方があるが、ダビデの状態にぴったりである。聖書はダビデの行動をあからさまに批判、非難はしていない。だが、その結果がどうなっていくのかを語ることで、彼の選択が誤りであったことを指し示している。人はよく、これはどうにも仕方がないと言うのだけれど、いやいや、そこにはとうてい、確かな良きものが待っているということはないのだ。
 
第一サムエル　30:7-10
　ここに来て、ダビデは彼の本領を発揮する。そう、神に頼り、決して諦めないという生き方を取り戻すのである。まずは神の御心を尋ね求める。現代はこういうやり方はしないけれど、当時としてはこれが神に聞き従う際の最も一般的な行動であったのだ。そして神が指示された時には、状況はとても困難であったけれども、ダビデも、そしてその部下たちも、一緒に駆け出している。途中で1/3もの人数が減ったけれど、それすらも彼らの足を留めることはなかった。久々に、ダビデ自身も自らの立つべき場所を見出しているという思いだったに違いない。
 
第一サムエル　30:11-15
　偶然の出会いと言うこともできるだろうが、聖書はやはりここに、神の助けがあったという意味合いを込めて記録しているのだと思う。アマレクの略奪隊を追いかけると言っても、どこにいるのかわかるはずもなく、この人物のおかげで彼らの根城を見出すことができたのだ。最初からアマレクの関係者と思って助けたのか、そういう意識も含まれていたにしても、聖書の書き方からすると、ダビデたちが彼を助けたので、ダビデたちも良い情報を手にすることができた、というふうであるのを思う。極限状態で走り続けていた彼らが、でも、この人に恩義を施したことが意味を持つ。やはり隣人は愛するべきなのだ。
 
第一サムエル　30:16-20
　ダビデたちは無事に家族や財産を取り戻した。圧勝であった。戦闘に慣れているダビデの一行と、抵抗力のない村を襲撃する略奪隊とでは熟練度に違いがあったこともあるだろう。人数的にはアマレクの方がはるかに多かったようだが、居場所を見つけることができたならば、これ以上失うもののないダビデたちでもあり、その勢いを止められるものは何もない、ということだろう。何一つ失われなかった、という点に、神の守りを強く感じる。それに彼らは、アマレクが持っていた財産も手に入れて、以前よりもはるかに豊かになっているのだ。厳しい試練であり、全ては終わったと思いたくなるような状況だったが、でも、神の助けがあれば事態は大きく変わるのだ。
 
第一サムエル　30:21-25
　よこしまな者たち、と言われているが、戦わなかった者、戦えなかった者には報酬はないと考えるのは、世の中的には一般的なことだと思う。だが、ダビデは全く別の理解を示している。つまり、もともとからしてこの勝利と分捕り物は神が与えてくださったもの。自分たちの力ではなく、神の助けによってこそ、と。だからこそ、その幸いは苦労した者も、そうではない者も、一緒に分かち合えば良いと言うのだ。人は自分のしたこと、自分の払った犠牲にいつも着目する。でもその一切が神から賜ったものであることを思い出すならば、姿勢は大きく変わってくるはずだ。それとも、自分自身もまた神の助けを拒み、自分にできることだけ限定の日々を歩みたいということなのだろうか。それこそ大きな損失を招くことになるのだが。
 
第一サムエル　30:26-31
　神からの賜物であるという意識は、仲間内だけでなく、他の人々にもその幸いを分かち合うということに進んでいる。ダビデがイスラエルにしっかり心を置いていることの表れでもあり、後々のためにも友好関係を維持していきたいということでもあろう。これらの町々はおそらく、逃亡中のダビデに対して、好意的な態度を示してくれていたところではないかと思う。サウル王の権威には逆らえなくても、裏で助けの手を伸ばしてくれるということはあり得ることだ。そういう表には出ない支えによってダビデは食料その他の面で、生きながらえることができていたのでもある。もっとも、この穏やかな、心楽しい雰囲気は次の31章の悲惨な様子とあまりにも対照的だ。ダビデはイスラエルの悲嘆から遠く離れたところにいたのである。それが後にダビデを慟哭させる。
 
第一サムエル　31:1-7
　第一サムエルは、大混乱にあったイスラエルにサムエルという指導者が登場して信仰的な落ち着きを取り戻し、サウルという王が立てられて社会的な安泰が築かれ始めていったことが語られてきた。だが、その記録は最初の王サウルが戦死してイスラエルがペリシテに大敗を喫したことで終わっている。サウル自身の問題もあるのだが、イスラエルの復興、進展がまだまだ道半ば、いや、ほんの少し上がり始めた程度にすぎないことを如実に示すものだ。士師記の混乱からの真の回復は、まだまだ遠い。そして、神が長い年月をかけて必死に立てあげてくださっても、人はそれをあっという間に崩してしまうのだということも、サムエル記・列王記には何度も語られていくことになる。それは人の罪深き姿の縮図とも言える。
 
第一サムエル　31:1-7
　サウルという人は、信仰的には深刻な問題を抱えていた人だが、イスラエルの王としては、人間的にはよく頑張った人である。結局彼はイスラエルのために戦い続け、そして、自らの命をも犠牲にしたのだ。戦局が厳しくなっても、彼は逃げたりはしない。イスラエルの民も、そんなサウルを信頼し続けて、共に戦い続けている。サウルは皆にとっての希望の星だったのだ。だから、彼が死んだのを見て、民は散り散りに逃げ去っている。羊飼いのいない羊のように、という言い方があるが、意味合いは別だけれど、同類のものを見るようでもある。彼が自死したことを取り沙汰する場合もあるが、これはそういう話とは別の次元のものだと言って良いと思う。
 
第一サムエル　31:2
　あれだけ高く評価されていたヨナタンであるが、その最期はあっけなく語られているのみである。戦争は、有名な人も、偉大な人も、どんな人でも同じようにひねり潰していく。そこにあるのは、ただの一つの命。いや、時には土塊か何かのように投げ捨てられ、ゴミでも踏みつぶすかのようにして、人は失われていく。もし、ヨナタンが生きていたら、その後のダビデの治世にとってどれほど大きな力になっただろうかと思うのだが、そんな期待も夢も、すべては吹き飛ばされてしまうのである。ダビデの嘆きは第二サムエル1章に詳しく載っている。それにしてもヨナタンは、ダビデのことであれだけ衝突した父サウルと、最後の最後まで共に戦い、共に歩み続けたのでもある。そういう所もまた、ヨナタンという人の素敵さを物語るものだ。
 
第一サムエル　31:8-13
　サウルやヨナタンの遺体がさらし者にされたことは、当時の戦争としてはありがちなことだ。それはペリシテ側のイスラエルに対する圧倒的な力を示すものでもあった。一時は強大な抵抗力に見えたイスラエルが、何のことはない、やはりただの弱小民族に過ぎないぞと言い放っているのだ。そんな嘲りに抵抗できないイスラエルであるが、それゆえにこそ、ヤベシュ・ギルアデの人々が決死隊を組んでサウルたちの遺体を取り戻したのは実に勇気のあることだ。それには理由がある。かつてヤベシュ・ギルアデはアモン人に攻められて滅亡の危機に瀕した。その時、彼らを救い出してくれたのが若き日の、王として任命されたばかりのサウルである。彼らはその恩義を忘れなかったのだ。そんなふうに人々に慕われ、敬愛されていたサウルである。もし彼が信仰面でも良き王であったなら、どれほど偉大な存在になり得ただろうかとも思う。第一サムエルの最後は、この心温まる出来事で締めくくられている。
 
第一サムエル終了
CATEGORY: ご説明
 
　第一サムエルを読み終えました。半年ほどかかりました。でも、この記録はそのまま第二サムエルに続いていくものですので、引き続き、そちらを読んでいこうと思います。ちょっと旧約が長くなりますが、その後はまた新約を読みますので、しばらくおつきあいください。少しだけお休みをいただいて、5/15から再開することにします。
 
明日から第二サムエル
CATEGORY: ご説明
 
　明日から第二サムエルを読み始めます。ダビデが王様になって活躍していく姿が記録されています。問題性も含めて、その姿が赤裸々に語られ、それは神の前に生きる者のあり方を問いかけるものとなっていくはずです。
 
第二サムエル　1:1-2
　イスラエル軍の大敗、そしてサウルの死は、ダビデが村を襲ったアマレクを追撃している間に起こった。ということは、この重大事の際に、ダビデはそのことを全く考えていなかったということになる。イスラエルと戦わなくて済んだ、という時点で、もはやこの戦いの結末については見ないことにした、ということか。ダビデに言わせれば、そんな余裕はなかった、ということになるだろうが、これからイスラエルの王になろうとする人のあり方としては、この他人事的な感覚は少々違和感がある。でもそれが人の現実なのだろう。人は最も重要なことであっても、目の前のことで精一杯になるのだ。であればこそ、物事を整理し、何を重視すべきかを選択することも必要、と言えそうだ。
 
第二サムエル　1:2-4
　ダビデは呆然としたことだろう。彼としては、イスラエル側にはさほどの損害はなく、自分が世話になっているアキシュ王も損害なく、くらいの思いではなかったか。まさかサウル王が戦死するとは考えもせず、だったろう。さらに親友ヨナタンの死も知らされて、愕然とするばかりであったはずだ。もっとも、客観的に考えれば、両軍が正面から戦ったのだから、こういう結果になることは十分にあり得ることで、それを想定していなかったダビデのほうが油断に過ぎるというべきかもしれない。物事は、人が思い描いているよりもはるかに厳しく、そして深刻に推移する。私たちにできるのは、だからこそ、自分なりに、今できることを誠実に行い続けるのみ、であろう。
 
第二サムエル　1:5-16
　この知らせを持ってきたのはアマレク人である。今さっきまでダビデがアマレクと戦っていたことを彼は知らなかったのだろうが、皮肉なことである。しかも彼は、ダビデの気を引こうとして、嘘をついている。サウルは自刃したのであり、このアマレク人が手を下したわけではない。彼は近くで様子を見ていて、サウルから王冠を奪ったのであり、いわば略奪者である。彼が処刑されたのは、まさに自業自得である。それを厳しすぎると考えることは可能だけれど、この時点でのダビデがこういう処断をしたのは、少なくともダビデにおいては十分に理由のあること、正義に基づく対処であったのは明らかである。人は、自らの言葉に責任を持たねばならないのだ。
 
第二サムエル　1:11-12
　サウルはダビデにとって恐ろしい敵である。だが、それよりも彼らとしては、イスラエルの王であるサウルの死ということのほうが、はるかに重要だったのだ。これでダビデとしてはホッとする、などという感覚は、ダビデたちにとっては全く無縁のものだった模様である。こういう姿勢は、サウルという人が、信仰者としては様々な課題があったけれど、でも、イスラエルの世俗の王としては実によくやっていたということにも合致する。信仰は最も重要な視点であるが、だからといって、この世において誠実に仕事をするなどの姿についてもまた、それはそれとして十分に認めているのが、聖書の視点の一つでもあることは覚えておきたい。
 
第二サムエル　1:17-27
　サウルとヨナタンのためにダビデが作った哀悼の歌だ。詩人としても有名なダビデの、心が張り裂けるような叫びを思わせられる。サウルもヨナタンも、イスラエルのためにこれほどまでに尽くしたのだと語り、心から惜しみ続けている。この歌は、そのままダビデに跳ね返ってきていたことだろう。お前は何をしているのか、どこにいたのか、なぜ、サウルやヨナタンのそばにいなかったのか。むろん理由はある。ダビデのせいとは言えないかもしれない。でも、現実としては彼はそこにいなかった。イスラエルの民と共にはいなかった。誰もそのことを責めないけれど、ダビデ自身が自らを許せなく思っていたのではないのか。そんなことを思わせられる歌である。
 
第二サムエル　2:1-4a
　サウルの死は、ダビデにとってペリシテにいる意味を解消した。再びイスラエルへと考えるのは自然な話だ。と同時に、身内のユダ部族を意図したのも当然で、これまでもユダとは縁を続けていたから（第一サムエル30:26-）、歓迎されることも十分に期待できた。ユダ部族が自分を王にすることまで予測していたかどうかは不明。ユダ側としては、イスラエル全体の王がいなくなり、部族としての勢力を押し上げたい意図は以前からであるので、独自の王をと考えたのは決して異質なことではない。ただそれがイスラエルを分断する火種になったことは考えさせられる。後に南北に別れることになる要因はここにもすでに示されている。自分たちにとって好都合な、決して悪いことではない行為が、でも、他の人々にとってはどうなのかという視点は、常に考えるべきことではある。
 
第二サムエル　2:4b-7
　ヤベシュ・ギルアデの人々への姿勢は、王として、サウルの後継者たる者としての対応と考えられる。こういう姿勢を示していれば、イスラエル全体の中での評価も高まるというものである。むろんここにはダビデ個人としての感銘も含まれているのは確かだろう。彼らの姿勢は1章の歌とも重なり合う。それでも、こういう行動が持つ政治的な意味合いというものをダビデが知らずにいたとは思えない。ダビデは神の前には幼子のようであるが、戦士として、あるいは豪傑としては、十分に政治的であり、画策も用いる人である。
 
第二サムエル　2:8-11
　ユダ部族の画策は、縦坑する部族の反発を招いた。将軍アブネルの根回しにより、諸部族はイシュ・ボシェテを王に任ずる。ただし、彼にその資質があったわけではなく、傀儡的である。本来、イスラエルの王は神が定めるものであるのに、人々がその権限を乗っ取っているようなものだ。むろんダビデについてはすでに神の任命があるのだけれど、人々が各自勝手に動いたために、混乱が続いてしまった。士師記の反省は今もなお生かされていないのである。人の思いか、それとも神の御心か、この食い違いは人の世にはどこまでも続くのである。
 
第二サムエル　2:12-17
　サウル王家とダビデ王家の戦いが起こった。両者が立った以上は、こうなることは避けられない。人の思いは争いを巻き起こすことが多いのだと聖書は語り続けている。ここにあるのが小競り合いの始まりかどうかは不明だが、凄惨な状況となっている。相打ちであり、若者たちが倒れていく。本来、イスラエルの王権は力で奪い取るものではなく、神が付与されるものであるのに、人は戦うのである。ヘルカテ・ハツリムは刀の場所という意味のようだ。この犠牲を契機に戦いは一気に全面対決へと進んだ。サウル側は身内のベニヤミン部族が中心のようだが、ダビデと共に転戦し続けていた軍団の勇猛さには勝てなかったようだ。イスラエルの各部族全体は、イシュ・ボシェテを選びはしたけれど、事態を静観しているようだ。勝った方につけば良いということで、冷静であるし、国全体が内乱に陥るよりはましだけれど、無責任ではある。
 
第二サムエル　2:18-23
　ヨアブ、アビシャイ、アサエルはダビデの甥に当たる。もっともダビデは末息子であるので、ヨアブはダビデと同世代か、あるいは年長かもしれない。信頼関係と、そしてかなりの影響力を持っていたようだ。そんなわけで、サウル側の将軍アブネルとしても、アサエルを倒すことは面倒のもとだと理解していたのだが、足の速いアサエルを振り切ることはできず、結局、殺すことになっている。戦場ではごくありふれた出来事であろうが、こんふうにしてダビデの近親者もまた倒れている。むろん、ほかにも多くの人々であり、戦い、争いは世の常ながら、それはとても残酷で、痛ましいものであることを、聖書はしばしば書き記していることは覚えておきたい。
 
第二サムエル　2:24-32
　イスラエル民族同士で戦い続ける愚かさが語られ、ヨアブもそれに同意している。まあ、勝てそうにないと悟ったからの言葉に過ぎないけれど、本来はこのことに人は早く気づくべきなのだ。30-31節にある数字からしても、ダビデ側の圧勝である。ただ、おそらく、戦いをやめた時点ではヨアブは弟アサエルの死を知らずにいたのではないか。30節で点呼してみて初めて気づいたのではと思う。後々、ヨアブはアブネルに対して、激しい憎悪を抱くようになるわけで、表面的に戦いは終結したとしても、物事はそれでは終わらないのだということを痛感する。
 
第二サムエル　3:1-5
　戦いは、2:10からすると2年続いたようである。サウルを失い、ヨナタンもいないサウル家にはもはや可能性はない。王家と言っても、サウルが一代目に過ぎないのだ。ダビデが勢力を伸ばしたのは当然である。むしろ、それにもかかわらず2年も戦いが続いたことに戸惑いを覚える。ダビデは全イスラエルが期待を注いでいた人ではなかったということか。後の分裂はもともとの流れであったのかもしれない。もっとも、士師記に見られるあたりでは、決してユダ部族が他と諍いを起こしているという様子ではなかったのだが。この対立は、憎悪の類ではなくて、勢力争いの結果として、であることを思う。人の欲はこの世界を壊すのだ。
 
第二サムエル　3:2-5
　これをどう読むか。ヘブロンに来て、ようやくダビデにも安住が与えられて、それで子どもたちが次々と与えられていった、そのように読めば「良かったね」という話である。たくさんの息子たちの名前も、ダビデ王家の発展のためには有益なことであって、これまた喜ばしいことである。ただ、この6人の息子たちは、すべて母親が違う。言い換えれば、ダビデにはこの時すでに6人の妻がいたということである。当時の社会はそれを否定してはいない。不道徳とも言っていない。でも、この状況が後に息子同士の殺し合いにつながることを、私たちは知っている。さほど問題にはされていない、としてもなお、もしそこに神の意図されるものとは別の道筋があるとすれば、それは大きな痛みにつながる可能性があることを、人は心に刻んでおくべきなのだろうと思う。
 
第二サムエル　3:6-11
　アブネルとリツパの関係については、様々に考えることぱできる。すでにサウルはいないのだから、リツパも縛られてはいないのだ。もっとも、やはりアブネルの慢心の現れとして見ることもできる。イシュ・ボシェテはそのように思い、それで苦言を呈したのだろう。それに対するアブネルの反応は、真面目な恋を邪魔された怒りか、それとも権力的な観点からイシュ・ボシェテを見限ったか。人間ドラマとしては興味深いけれど、そういうどろどろの中に沈み込むようにして、サウルの家はますます没落していく。もともと神によって立てられた王家である。神によらずに立ち続けられるはずもないのだが、王家も、そして彼らを支持するイスラエル諸部族も、きちんと御心を尋ね求める様子はさっぱり見られない。
 
第二サムエル　3:12-16
　サウル王家を見限ったアブネルはダビデに乗り換えて自らの安泰を求めたようである。その画策は頓挫するのだが、ダビデが応じた理由は、これ以上イスラエルの中で戦いがあるべきではないとの思いからだったのではと推測する。元の妻ミカルを連れてくるようにとの指示は、勢力争いとしてだけでなく、国全体の安定と平穏を意識するようなものとも言えそうだ。つまり、力で物事を突破しようとするよりも、物事を本来のあり方に戻すことを意図している、そんな呼びかけにも見える。ミカルもすでに他の人と新たな家庭を築いていたので、それはそれで悲しい別れがあるのだが、争いの収束という方向性は、確かに見え始めている。
 
第二サムエル　3:17-21
　全イスラエル（ユダ以外）がダビデを王にと願っていた（17）のかどうかは疑問があるが、アブネルとしては人々を説得し、平和的な融合を求めるという意味で、こんな言い方を用いているのだとも言える。ベニヤミンはサウルの出身部族であり、士師記20章あたりのこともあるので、別格扱いでその意図が問われている。アブネルとしては上手に事を運び、国を内乱から回復させた功績と共にダビデのもとでも勢力を伸ばそうとしたのだろう。うまくいきそうではあった。それで平和になるなら大歓迎という人も多かっただろう。ダビデがその申し出受け取れようとしたのは、決しておかしなことではないと思われる。
 
第二サムエル　3:22-30
　アブネルの誤算は、ヨアブが自分を恨んでいることを軽視していたことか。アブネルの姿勢もどうかとは思う。まるでイスラエル全体は自分の考え次第であるかのような、ダビデに恩を売るような態度は決して好ましいものではない。サウル王家はサウルのゆえに存在していたのであって、アブネルの功績ではない。でも、結局の所、そういう国全体のどうこうではなくて、弟を殺されたことの怒りのゆえに、アブネルの構想は崩れていった。こういう決着そのものが決して望ましいものではないのだが、でも、人の世、人のなすことはこのようにして、本質とは別のところで大きく動いていくことになるのは、確かにしばしば見られる現実でもある。今もなお、士師記21:25の言葉は続いているようにも思う。
 
第二サムエル　3:31-39
　読んでいて、私個人の印象としては、ダビデはアブネルのことを本気で惜しんでいるのかなあ、という思いを禁じ得ない。注解書がどのように判断しているのか、確認していないが、私の勝手な推測としては、アブネルの存在ではなく、この事件によってダビデ自身の評判が堕ちることを案じているように思う。だとすればダビデは上手に立ち回った、ということになる。もっとも、それを下卑たことのように見なす必要はない。彼は偽りを語っているわけではないし、誰かを傷つけているのでもない。王たる者としてあるべき姿勢を示しているのだから、適切な知恵とも言える。知恵を働かせることと、悪知恵を画策することは、その違いは微妙であるけれど、でも、その区別をはっきりさせていくことは大事なことであろうと思う。
 
第二サムエル　3:38-39
　ダビデが年の近い甥っ子を制御できずにいることをこぼしているのは、それはそれで分かるけれど、でも、そういうダビデ自身がヨアブを利用している面もあることは後々の様子を見ても分かることだ。ヨアブは結局のところ、ダビデの写しのようなもので、例えばヨナタンであれば面と向かって苦言を呈したであろう場合でも、彼は黙っているのみである。苦手意識は本心だろうが、ヨアブの問題はダビデ自身の課題であることを、彼はどうも気づいていない。私たちもまた、同じようなものであろうが。
 
第二サムエル　4:1-12
　サウルの後を継いで王にさせられていたイシュ・ボシェテの最期は何とも悲惨なものである。彼は結局、民に利用され、そして捨てられたというふうである。彼自身としても王家へのこだわりはあっただろうが、あの時点で人々が利用しなかったら、もう少し静かな生涯を過ごせただろうに。群集はその人自身の幸いなどは考えもせずに人を利用する。ふと、イエスの対応を思い出した。王にしようと押し迫る群集に対して、するりと身をかわしていたイエスであったのだ。
 
第二サムエル　4:8-12
　第二サムエル1章のありさまを思い出させる推移だ。人々はいつも、力で奪い取って差し出せばダビデは喜ぶだろうと考えているのだが、ダビデはあくまでも神ご自身の導きを待つという姿勢を崩さない。ダビデがそれだけ立派ということではなくて、むしろ、サウルのことを見ていて、神の導き次第ということを最重要を基盤としていかなければイスラエルという国は成り立っていかないのだと、深く悟っていたということではないか。俗的な意味合いも強いだろうが、そこにまた神の導きがあることを知るのも、この信仰の要である。
 
第二サムエル　4:4
　後に出てくるメフィボシェテである。ヨナタンの子であるので、そういう意味では重要であるが、彼自身はまだ子どもでもあり、体力的な課題もあり、ダビデの対抗馬になり得るような存在ではない。でも、何も英雄たちだけが聖書の登場人物ではなく、ごく普通の、あるいはむしろ社会の日陰にいるような者たちもまた、神の恵みと祝福を受けることができる。それを自ら忘れてしまい、無視してしまい、気のせいだと否定してしまうとすれば、こんなにもったいないことはない。
 
第二サムエル　5:1-5
　イスラエル諸部族の言い分は、額面通りに受け取るのは難しいようにも思う。彼らはイシュボシェテを王にしたのだ。改心したのかどうか。でも、聖書はその点を問い質すことなく、ダビデが王になっていく道筋を指し示している。考えてみると、人は多くの課題を抱えているわけで、それを全てまっさらにしなければ先に進めないのだとしたら、もはやどうすることもできない。だが、神が意図されるのは、そんなふうにどうしようもない者たちに、それでも助けを与え、救いを与えること。イスラエルは混乱しきっていたけれど、だからこそダビデが立てられ、彼を軸としてイスラエルの回復を目指していこうとされる。それが神のご計画である。だからここは、ダビデの即位をそのままに歓迎したい。
 
第二サムエル　5:4-5
　30歳で王となったというのは、ユダ部族のということになる。全体の王になるまで7年半、ずいぶん長く待たされたことになる。さらに言えば、油を注がれてからの年月。当時は少年だったのだから、せいぜい15歳くらいだろうか。苦労に苦労を重ねてきたダビデの日々は、実に感慨深い。とうの昔に投げ出していたとしても不思議ではあるまい。ダビデの生き様からすると、そこには神の指し示された道筋への信頼と期待があったからだと、そのように考えたいところである。ただし、こうして王になって活躍もするのだが、同時に彼の日々には間もなく暗黒の部分も出てくるわけで、人は混乱した存在なのだと言うことを痛感させられるものだ。
 
第二サムエル　5:6-10
　今ではイスラエルの象徴のように言われているエルサレムだが、ダビデの時まではエブス人の町である。永遠の都なんて歌われたりもするけれど、そんなものなのだ。大事なのは、そこがどのように用いられているか、人々がどう生きるかにある。いったんは都となったエルサレムが、数百年後には焼き払われることになる。神は人を惜しむ。そうであるからこそ、人を追い求められるからこそ、なおさら、土地や建物、組織、そういったものについては、あえて捨てることもある。そのことを覚えておきたいものだ。しばしば、こだわりが強すぎる私たちとしては。
 
第二サムエル　5:6-10
　6節や8節のような言い方は、今の時代、論外である。だが、人類はずっとそのようにして蔑視的な言葉を発し続けてきたのであり、それが人の現実の姿である。私たちはそれを悔いと教訓として心に刻む必要がある。蓋をしてなかったことにするのは厳禁だ。聖書は人の罪深さを如実に語る。だから、こういう姿勢もまた、語るのだ。そして、こういうことは言葉遣いの問題としてだけではなく、人々の心そのもの、そこに宿る、いや潜む思いそのものが問われてこそである。口先だけ拭ってみても、それでは何の意味もないのだから。
 
第二サムエル　5:11-16
　ツロはフェニキアの中心的な都市で、この民族は地中海を席巻した勢力と先進的な文明を有していた。彼らの文字がアルファベットの源とも言われている。そんな国がダビデとの友好関係を望んだということは、その可能性は対外的にも認められていたということを示す。息子たちの誕生は3:2-.に続くもので、ソロモンの名があるようにずっと後の子たちも含むのだけれど、ともかく、エルサレムでダビデの勢力が安定したことを指し示すものだ。ダビデは順調に前進していったのだ。
 
第二サムエル　5:17-25
　ペリシテ人はダビデが勢力を確実なものにしていく様子に危機感を覚えて戦いを挑んできたのだが、結果としてはダビデ、イスラエルがペリシテの支配を完全に脱却し、いや、支配するようになった分岐点と言えるだろう。ちなみに、支配であって滅ぼしたわけではない。この地に勢力を築いていく上では当然の対応とも言える。なお、この戦いのおいての聖書の注目点は、ダビデは戦い方も含めて神の指示を仰ぎ、それに従っていったということである。これは重要なことで、こうやって勝てば、勝利の栄光は神が第一である。自らの自信を持ち英雄となっていく人々は、自分の栄光が減じることを嫌う傾向があるのだが、その点、ダビデはイスラエル最大の英雄でありつつも、その前に神がいることを常に意識し、表明し続けていた。ダビデが神の友と呼ばれるゆえんである。
 
第二サムエル　6:1-11
　ダビデの失敗を記録する箇所の一つだ。当時、神の箱は辺境地に置かれたままだった。第一サムエル6-7章、つまり、サウルが王になるよりも前、いや、サムエルがイスラエル全体をリードするようになるよりも前である。サムエルの時代はとうてい余裕がなく、サウルは関心が薄かった面もあるだろうが、客観的に言えばやはり余裕がなく、イスラエルの祭儀の中心であるはずの神の箱は、アビナダブの家で保存されていたのである。まさか物置に放り込まれていたわけではなく、それなりの対応はされていただろうが、祭司もいない状況で、本来のあり方からは遠く離れた状態だったのだ。国の勢力に安定が生じ、ペリシテも案じる必要がなくなったので、ダビデは満を持して神の箱を民の中心に、つまりは都のエルサレムに運び入れる決意をしたのである。その志は純粋で、神への熱意に満ちたものだったはずだ。でもそこに問題が生じた。
 
第二サムエル　6:1-11
　戦争でもないのに精鋭を揃えたのは、民全体をあげて神の箱を迎え入れる思いを示すためだ。だが、事故が起こってウザが死に、このことについて神は賛同していないということが明らかになった。ダビデは驚愕して不安に陥り、このまま神の箱を迎え入れるわけにはいかないと、尻込みをしている。オベデ・エドムの家がどこにあったのかは記されていないが、彼が門衛の任についていたことからすると、エルサレム郊外のあたりではと思う。この時点でダビデはなぜ神が怒られたのかがわからず、ただ恐れたのではないか、と推察できる。神を敬うダビデにとって、その神が否と言われるのに直面する戸惑いは、どっちでもいいという姿勢だったサウルの比ではない。逃げたとも言えるけれど、これもまた彼の信仰の表れの一つと見ておきたい。
 
第二サムエル　6:6-7
　ウザが死んだ理由は、神の箱に関する本来の定めによる。これは神の臨在を示すものだから、特別な扱いを必要としていて、人間が触ったりすることは決して認められていなかったのだ。だがウザは手を出した。転げ落ちないように、との思いなのにと言われるだろうが、でも、包丁が転げ落ちてきた時、落とさないようにと手を出す人はいない。慌てて逃げる。燃えさかる松明でも同じだ。神への畏敬、あるいはその圧倒性に対する恐れがあるなら、たとえ壊れることになったとしてもなお、手は出さない。ウザは長年自分の家に安置されていたことで、神の箱を単なる身近なものとして意識してしまっていたのだと思われる。神への親しみは良い。だが、神を恐れ敬う心を失ってしまってはいけないのだ。
 
第二サムエル　6:3-6
　しかし、事の発端はダビデにある。悪意はなかったけれど、ダビデはこの運搬に関して大きな間違いを犯していた。彼は立派な牛車を用意した。それは彼なりの敬意の表れであり、当時の周辺社会のあり方としては常識的なものである。だが、律法は神の箱の運搬については明確に定めをしていた。つまり、棒を通して担げ、と。日本で言えば御輿のようなものだ。棒を通すための環もついているのだ。それは触らずに済むためでもある。だがダビデはその規定を顧みないで、自分なりに良かれと思うことをした。彼の熱意は本物だ。でも、神への熱意は神の語れることに耳を傾けてこそ、のものである。そこを曖昧にしたままで神への深い信仰を語ったとしても、それは意味をなさない。この事態はダビデが最大の原因である。
 
第二サムエル　6:12-19
　幸いにも、神の怒りはイスラエル、あるいはダビデを拒むものではなく、そのやり方と姿勢への戒めだった。それゆえ、オベデ・エドムの家は祝福された。受け入れた時は王の命令として戦々恐々だったと思うが、神は温かく顧みてくださったのだ。それで、今度こそ定めの通りに運ぶことにして、改めて神の箱はエルサレムに持ってこられた。17節からすると、かつての天幕はすでになく、ダビデが改めて規定通りのものを作ったようである。この喜びを共有すべく、民全体にも贈り物がなされている。パン３個であるから、ちょっとしたものとも言えるが、民全体であるからかなりの量、費用になったはずだ。紅白まんじゅうを国民全部に配る、みたいなものか。ともかく、このことを皆で喜ぼうという思いがよく表れている。
 
第二サムエル　6:20-23
　ミカルという人は、かつてダビデに恋して最初の妻となり、変遷を経て復縁した人である。父サウルに逆らってもダビデを逃がしたり、気持ちの良い人でもあった。ただ、サウルの娘として、王家の誇りというようなことには強い思いがあったのだろう。ダビデが狂喜乱舞している様子に、あきれ果ててしまったようである。ダビデとしては、神への熱意を否定されるような言い方が受け止められなかったのだろう。かなり激しい言い合いになっている。大人げないと言われるかもしれないけれど、冷静な時だったら別の言い方もあったかもしれないが、聖書は事実を語るのみである。価値観は人によって様々であるが、信仰的な面に関する違いはなかなかに厄介だ。全てが一致する必要はないけれど、エペソ4:3-6は思い起こしておきたい。同時に4:7も、であるが。なお、ミカルに子が生まれなかったのがこの出来事の結果であるかどうかについては、聖書は明言はしていない。ただ、回りの人々はそういうふうに見ていたのだとは推測できる。
 
第二サムエル　7:1-3
　ダビデの思いはごく自然なもので、何ら問題視されるべきものではない。彼は神への深い感謝と崇拝の念から、自分にできることをしたいと願ったのみである。預言者のナタンがすぐさま同意したのも（この時点では、神に尋ねることはしないで、自分自身の判断として答えたのであるが）当然である。もっとも、あえて言うならば、天幕という形式は神ご自身がモーセを通じて告げたもので、その際には詳細な設計も示されていた。そのことを重視するならば、この形が一番と考えたとしても、それもまたおかしくはない。6章の試験もそうだが、この時代、律法の細かい記述についてはあまり意識が払われていなかったということだろうか。悪意はなく、むしろ信仰的熱心であるのだし、7章の件では問題は生じていないけれど、少し、気をつけておきたい点ではある。
 
第二サムエル　7:4-7
　思いもよらぬ言葉が神から寄せられた。ダビデが神の家を建てることには反対だというのである。このことについては、第一歴代28章ではかなり重たい理由が挙げられているが、サムエル記の方ではその点はふれずに、全く別の側面から語られていく。まずは、昨日も宣べたように、天幕はもともと神の命令によるもので、神ご自身は杉材の家を求めたことはない、という点だ。もっとも、拒否しているというよりは、そんなことは求めていなかったという意味合いで、つまりは2節に見られるダビデの後ろめたさについて、それは無用だと語られているのである。このあたりも神がダビデを深く喜んでおられる様子がよく見える。そう、神はご自分のためのものは決して求めてはいない。第一列王8章でもソロモンはこのことを踏まえたか、神のためではなく、民のための場所として神殿を奉献している。
 
第二サムエル　7:8-17
　神の答えは、結論としては、ダビデが神の家を建てることを拒む、というものだ。その取り組みは息子のソロモンに託される。だが、神の告げられた言葉は、ダビデに対する否定とか、拒絶というものではなく、むしろ徹底的に彼を守り支え、最後まで導くことを確約するものだ。ダビデは神の家を建てたいと言ったが、神がダビデの家を建てていくのだと、それはつまり、ダビデの住居ではなくて、彼の王家、そしてイスラエルの国全体の安定と繁栄を指しているのだが、同じように「家」という言葉を使いつつ、神ははるかに大きなことを約束してくださっているのである。ダビデが感涙するのは当然だが、これこそ神のなさることである。神は人に尽くしてもらいたいのではなくて、人々のために尽くし、力を注ぎ、犠牲を払って助け出すのである。ダビデに関して言えば、これまで助けてもらってきたからこその神の家だったが、いいや、これからも助け続けるのだと、神は語ってくださっている。これはダビデ一人だけへの御心はない。神が人に対して向けている思いなのだ。
 
第二サムエル　7:11
　この言葉は明らかに、ダビデだけの話ではなく、民全体、あるいは人類全体に対する神からの呼びかけであることを思う。人が神のために何かをするのではない。神が人々のために事をなしてくださる。それがここで力強く指し示されているし、聖書全体も告げていることだ。信仰の話になると、神のための貢献ということが強く意識されるのが通常だけれど、そうではないのだということを、ダビデの思いをも越えて、神は示してくださっているのだと、そのように思う。
 
第二サムエル　7:11-17
　11-13節は、そのまま受け止めるなら、ダビデの息子が次の王になることを承認する言葉である。王位というものは次の代に継承されてこそ確実なものになる。一代限りでは単なる英雄に過ぎない。サウルの王位が途絶えたことを見ているダビデとしては、この約束は至福のものであったことだろう。国にとっても、王が替わるということはまた争乱が起こるということで、王家の安定性は社会の利益でもある。神が王国としてのイスラエルを認めて、その進展を励まし助けることが語られたことは、とても大きな意義のあることだ。その跡継ぎについて、神は全面的な支援を約束してくれている。それはやがてソロモンによって実現するが、この時点ではまだ彼は生まれていない。ダビデの息子が王、ということははっきりしても、それが誰かという点での争いは、この後出てきてしまう。それはダビデの家が複雑で、彼も適格なリードを保てなかったことにも理由がある。
 
第二サムエル　7:14-16
　ダビデの後継者について、サウルの場合のような扱いはしない、という約束が語られている。人である限り、様々な課題が生ずることはある。完全な人はいない。だが神は、それゆえに彼を排除することはしないと語られている。これは特別な扱いであり、善悪の審判者というだけではない神の姿が示されているものでもある。そのことは王家の問題だけでなく、神が人に対してどのように接して行かれるのかを指し示す事例でもある。神が罪に対して厳しいことはもちろんであるが、でも、罪を犯したら切り捨てる、ではないのである。この約束に基づいて、ダビデの子孫である王たちは、時に問題を抱えるのだが、でも神はすぐにイスラエルを見捨てることはしなかった。とすれば、あのバビロン捕囚が起こったことの深刻な意味合いというものを、よくよく覚えておきたいものだ。
 
第二サムエル　7:13,16
　しかし、である。この約束はダビデの王家を保つということだけなのかどうか。ダビデを初めとする当時の人々がどこまで気づいていたのかはっきりしないが、この世に王家に「永遠」という言葉は成り立つはずがない。神の約束は、ダビデの後継者というだけではなく、もっと遠くを見ながらのものに感じられるものだ。それで、この約束はこの王国に関するものだけではなく、やがてくる救い主、キリストに関するものとして理解されるようになった。現にダビデ王家はバビロン捕囚で滅んでしまうので、神の言葉が真実であるならば、そこで途切れてしまうはずがない、ということでもある。それがイエス・キリストの到来によって実現したことを、私たちは新約の出来事から知っているわけである。聖書の預言は、時に何重かの意味合いを持つことがある。ただしそれは実現した初めて悟り得るものもあるので、初めからあまり読み込みすぎないことも必要ではある。
 
第二サムエル　7:13-16
　この箇所をキリストと重ね合わせて考えようとすると、ちょっと違和感をもたらす部分もある。14節には「彼が罪を犯す場合」のことが語られているが、神の御子であるキリストは罪を犯すことはない。父なる神がキリストを「こらしめる」場面もありえない。こういうあたりも預言というものの限界性と（神の能力的限界ではなくて、人々に分かるように伝えようとする限りは、すべての意味を込めることは不可能という趣旨）、それを聞く私たちの側でも留意しつつ受け止めていく必要があることを物語っていると言える。聖書は神の言葉であり、確かな権威があるのだけれど、でも人は時にそれを誤解して、神が意図する以上に過度の意味合いを人間の側の勝手な思い込みで当てはめようとする場合もあることは、自戒しておくべきだろう。
 
第二サムエル　7:18-29
　ダビデの祈りは、神に対する心からの感謝と崇拝に満ちている。ダビデ自身、そしてイスラエルの民についても、神がそこに目を留めてくださって、恵みを注いでくださったことが、実に驚きであり、思いもよらない幸いであることがしっかりと語られている。そう、何ものでもない者を顧みて祝福を与えてくださることこそ、旧約から一貫して示されている神の姿だ。ローマ4章等だけの話ではないのだ。人はどうしても、神との関係を貢献と見返りという枠組みにしたがる傾向がある。世の中の論理も、諸宗教の論理も、確かにそうなのだろう。でも聖書はずっと、それとは別の道筋を語り続けているのだ。
 
第二サムエル　7:25-29
　神の一方的な恩恵、ということが改めて語られ、だからこそダビデは神に、与えられた約束を必ず果たしてくださいと願うこともできる。立派にやっているから見返りを、だったら、失敗したらおしまい、だけれど、神の一方的な恵み、ならば、どうしようもない自分たちだけれどなお期待する、が可能になる。この違いは重大だ。それなのに人は、すぐに自分の頑張りゆえの幸いであるかのように語り、そのようにふるまう。これほど危険なことはないのに。人が罪深い、つまりは神の心を分かろうとせず、自分勝手な道に向かっていく様子が、ここでも明らかになっている。いわゆる悪事よりも、こちらの方が深刻でもあるだろう。
 
第二サムエル　8:1-8
　周辺諸国との戦いが記録されている。戦いの是非の問題は、ここでは取り上げないでおこう。それは聖書全体の中で考えるべきことだ。告げられているのは、ダビデによってイスラエルの国が繁栄を確実なものにしていったということである。そして、それは神がダビデの家を確立させてくださったからこそ、であるのだと、聖書は語るのである。以前は何度も苦しめられてきた諸国を、今ここでは完全に圧倒している。民は神の守りと確かさを心から喜んだに違いない。ただし、忘れてはいけない。イスラエルが神から離れてしまえば、そうして神の助けが失われてしまえば、この繁栄はあっけなく崩れ去るのだ。その通りの歴史が、この後、何度も繰り返されていく。人は繁栄を見ると、あたかもそれが自分の力であるかのように思い違いをしてしまうのだ。
 
第二サムエル　8:9-14
　さらに諸国を圧倒する様子が語られているが、ここでは自らダビデのもとに下った王のことが語られている。そこに神の業があることを知ったとき、人はそれを認めて、そこに従おうとするのか、それともこんなものは認めないぞと言いつつ、破滅を選び取るのか。イスラエルの歴史には、時々、こうやって自ら友好を求めてくる人々もいることが記されている。回りからすればそれは裏切りに見えるのかもしれないが、我が身を守り、命を獲得する、価値ある道なのだと聖書は言う。自尊心は大切なことだけれど、時に、その思いが最も大切なものを失わせることにつながるのもまた真実であることを、私たちは知らねばならないようである。ずっと後でエレミヤは、バビロンに降伏せよと語っていたことも思い出す。
 
第二サムエル　8:15-18
　ダビデの側近たちが紹介されている。ここには、ダビデが民全体のために良い治世を志したのだと語られている。そのための布陣であるのだと。後々を考えると、それぞれに考えさせられることも出てくる顔ぶれだけれど、でも、ここではむしろ、そういう彼らもまた、当初はダビデを中心としてしっかりやろうとしていたのだと受け止めておきたい。ダビデという良きリーダーがあるとき、民は安定する。問題の根っこがある人々でも、良き取り組みをすることができる。人は常に課題があるのだが、でも、もしも神という確かな道筋にあるならば、そういう課題よりもなお、良きものを生み出していくことができる。だからこそなおさら、良きところから離れてしまうのは最も愚かなことであるのだ。ダビデの息子たちが祭司というのは気になる。この家系はユダ部族で、アロンの子孫ではないからだ。ただ、王の一族として、この世の権力よりも神に仕える業に取り組ませた、というふうに考えれば、ダビデなりの配慮であったのだとも言える。少なくとも、ダビデの家系が祭司職を本来の人々から奪ったり専横したというような話は、聖書には出てこない。
 
第二サムエル　9:1-8
　ヨナタンへの思いがダビデを動かしている。友情を誓い合ったその関係は真実であったということだ。その姿は好ましい印象を与える。サムエル記はこのあたりの箇所で、ダビデの良き姿を書き記し続けている。７章の約束通り、神がダビデを守り、ダビデもそれに応えている、ということである。そのメフィボシェテだが、サウル王家は結局サウル一代限りのものだったから、すでに勢力は消え去っていたので、このヨナタンの息子も不遇の日々を過ごしていたようである。これは決してサウル家の復興を意図したものではなく（つまり政治的な意味合いではなく）、単に友の息子を助けようという、そういう趣旨のものだ。
 
第二サムエル　9:9-13
　メフィボシェテの低姿勢が印象的だ。後々のことを考えると、彼としてはまさに単純にダビデの厚意に感謝しつつの日々だったようにも思える。ツィバのほうはどうか。ここまではメフィボシェテを支えてきていたわけではないようなので、それほどの思い入れはなかったのだと推察できる。ダビデ王に命じられてその役割を果たしていくことにした、ということか。良い待遇は手にしているのだけれど、後々のことからすると、やがてそれに飽き足らなくなったのではないかと推察できる。きっかけは様々だとしても、やはり心からの得心と共感があってこそ、良き業は広がり得るのだと言えるだろう。
 
第二サムエル　10:1-5
　アモン人はアブラハムの甥ロトの子孫として語られており、カナン周辺に住む諸民族の中でも特別な扱いをするように神から指示が出されていた民である。もっとアモン人自体はそんなことは関係ないというふうであって、頻繁にイスラエルを襲撃していたのだが。有名なのは第一サムエル11章で、サウルがイスラエルの王として名実共に確立した戦いの相手がアモン人のナハシュ王である。ダビデの言う「真実を尽くしてくれた」というのが何なのかは、聖書には記されていない。ダビデ即位の時にナハシュがそれを認めてお祝いの使者でも送ってくれたのだろうか。ともかく、ダビデとしてはアモン人とは友好関係を持っていきたいと考えたのである。
 
第二サムエル　10:3-5
　ところがアモン人側はダビデの意図を邪推し、街の防御を探索に来たのだと考えて恥をかかせて追い返した。衣もそうだが、髭をそられるのは当時のイスラエル人にとっては屈辱だったようだ。日本でも髷を切られるのが大変なことだったようなものか。それにしても短慮に過ぎる。この時期のダビデとイスラエルに勝てるわけもなく、せっかく有効を申し出てくれたのに蹴飛ばしてしまうとは。王自身もそうだが、愚かな家来に支えられるのはまさに国を滅ぼすことなのだ。油断せずに警戒するのと、こんなふうに喧嘩をふっかけるのとは全く別の話である。聖書にも、世の中にも、人の愚かさと忌まわしさが混乱と争乱をもたらしている様子が数限りない。
 
第二サムエル　10:6-14
　アモン人はさらに愚かなことをする。ダビデの怒りは当然としても、なおさらここは「誤解だった」とか何とか言ってわびを入れるのが当然。それをアラムの傭兵を雇い入れ、戦いの準備を進めるのだ。ダビデが軍を呼び出したのはこの後であったのは印象深い。傭兵でもあるし、この時期のダビデ軍の勢いはかなりのもので、アラムはすぐさま逃げ去っている。愚かな戦いはこんなものである。アモンは勝てる見込みが皆無になったので逃げているが、イスラエル軍はそれ以上アモンを攻撃しなかったというあたりにも、ダビデがもともとアモンとは争うつもりがないのが見えてくる。全く無駄な戦いであったのだ。
 
第二サムエル　10:15-19
　戦いはむしろ、アラムとの対決になる。ここもアラム側が先に仕掛けて来ているが、イスラエル軍は完全に圧倒したのだと記されている。アラムはシリア一帯に広がっていた民だから、これをすべて制圧できるわけではない。だが、この時期のダビデは完全に優位に立ち、イスラエル周辺の町々は服従させていたということである。アラムに対する勝利は、この地域やその外側、メソポタミアやエジプトなどに対しても、ダビデの勢力を明確に示すものとなったはずだ。
 
第二サムエル　11:1-5
　ダビデの真っ暗な闇が語られている箇所である。11章のアモン人とのの戦いにほぼ決着がついた頃、のことのようだ。結局、ラバでの戦いは12:26-.で勝利を収めており、神はイスラエルを助け導いてくださっているのだが、そのように全体としては順調に進んでいるさなかに、この出来事は起こっている。時に、王の罪が国を滅ぼすことがあるのだが、ここでは王としてのダビデの統治には何の影響もなく、しかし、その裏で最悪の出来事が起こっている。このことは、表面的な順調さだけで安心するわけにはいかないということを考えさせられる。たとえ繁栄していたとしても、それが肯定の印とは限らないのだ。
 
第二サムエル　11:1-5
　この記者は鋭く、ダビデが王宮に留まっていた様子を語っている。全軍は戦いに出ていたのにダビデは行っていない。先頭に立って戦っていたはずのダビデが、である。それに夕方になって起き出している。具合が悪くて寝ていたようではない。そういう状況の中で、何となく屋上から眺めていて、たまたま目に入った人妻がいて、何となく呼び寄せて、そのまま関係を持って、そして子どもを身ごもったという、実にほわっとした記載になっている。ドラマか何かでも、もっとドキドキして、罪悪感と戦い、それでもなお、みたいにして話が進みそうなので、そういう葛藤が何もない。まるで散歩の途中で団子を買い食いしたような程度のものである。でもそうやって、罪と破滅は入り込んでくるのだ。淡々と語られている出来事は、叫ぶような警告でもある。
 
第二サムエル　11:4-5
　バテ・シェバの信仰的資質について、聖書はほとんど何も語っていない。ソロモンの母としては安定性を示しているようだが、この出来事においてはどうか。王であるダビデの要求に逆らえるはずがない、というのはもっともなことだが、律法では、野原の人がいない場所での無理強いは責任がないけれど、街中では女性側にも責任があるという規定になっている。ごく通常で言えば、いくらでも留まれる鍵はあったはずだ。力ずくで拉致するようなことはできるはずもなく、使いを拒んだら、それまでの話だったかもしれない。ダビデだって表沙汰にできることではないのだから。バテ・シェバも責任がある、みたいな話にするつもりはない。この出来事は全面的にダビデが悪い。ただ、彼女自身としては、私は被害者、という意識だけでは済まない。会津に「ならぬものはならぬのです」という言葉があるそうだけれど、どれほど相手が強くても、物理的には抵抗できなくても、それでも「否」と言うべき時はあるのは事実だ。殉教者たちは、それだからこそ生命を落としたのだから。
 
第二サムエル　11:6-13
　妊娠を知ったダビデは、身に備わった英知を最大限に働かせていこうとする。国を治め、人々を守るための知恵が、こなふうに使われていくのは、彼が偉大な人であるからこそなおさら、嘆かわしいばかりだ。隠蔽工作として、夫のウリヤを家に帰らせて、関係を持たせて、ウリヤの子を身ごもったのだという話にしてしまえ、ということである。だが、ダビデの家来の中でも勇士として名高いウリヤは、自分一人が家でのんびりするわけにはいかないと真っ直ぐに言う。何をしてもだめで、ダビデの策略はあっけなく破綻する。それにしても、こんなに大事な家来の妻だと分かっても立ち止まる気にならなかったのは、あまりにもと言えばあまりにも、である。ダビデが事の是非を考えることを完全に放棄していた様子が分かる。
 
第二サムエル　11:14-17
　どうにもならないと思ったダビデは、ウリヤを殺すことでごまかそうとしている。それでごまかせるものかどうか疑問だが、夫さえいなければ決定的な証拠、証言はないということで、後は王の権力で黙らせるということか。もはや策略のレベルではない。そして、戦いで殺すというのは、王ならではの策で、事の次第を知るのはヨアブのみ。だれもダビデの意図は知らない。完全犯罪である。ただしこの時、ウリヤだけでなく、他の兵士たちも倒れている。何の関係もない者たちが無駄死にしたのである。ダビデの隠蔽工作のために、である。罪は罪を生み、どんどんふくれあがっていくのだ。
 
第二サムエル　11:14-21
　ヨアブはダビデの甥に当たり、イスラエルの将軍職にある。だが彼は、ダビデの意図に疑問を抱きながらも（さすがに姦淫問題とは知らなかっただろうが）、言われたとおりにしている。ウリヤ殺害に自覚的に加担したのだ。こういう時、もしもヨナタンが生きていたら、と思う。彼だったら、ダビデにはっきり言っただろう。身を挺して止めただろう。でも、ヨアブにはそれはない。彼はかなり自由に動いているし、ダビデの意に反して後継者を支持することもあったけれど、でも、ダビデの罪に対して立ち向かうことはなかった。そういう人がいなかったことは、大いなる欠損である。
 
第二サムエル　11:22-25
　ヨアブは策略家である。一切はダビデの指示であることを明確にし、自分には何の責任もないことを、使者とのやりとりの中で明らかにさせている。ヨアブとしては保身の意味もあるだろう。そしてダビデは、何も悪びれることなく、事の次第を淡々と受け止めている。ダビデのしたことは全体として悪いのだが、この、飄然とした様子はなおいっそうの問題性を考えさせられる。彼は姦淫の罪を犯し（複数の妻がいることは容認されていた当時でも、他人の妻を奪うのは論外だった）、さらには隠蔽のために殺人を犯したのだ。それなのに、彼はそのことの罪悪感に押しつぶされようとしている様子すらない。人の罪がどれほど忌まわしいかを強く考えさせられるものだ。
 
第二サムエル　11:26-27
　さすがにバテ・シェバは、ダビデの行動を知らなかっただろうとは思う。つまり、夫を殺されたということについては。でも、喪が明けると、ダビデの招きを受け入れて、すぐに王宮に入っている。ウリヤさえいなければ再婚は可能である。子どもも生まれるし、これで物事が収まる、というふうにダビデとしては考えているのだが、ここに明確に「主のみこころをそこなった」と書いてある。人の目に落ち着いているかどうかではなく、誰も何も言わない、でもなく、物事の意味合いは常に「主のみこころは」であるのだが、そのことを完全に見失っているダビデ。それが信仰の人と呼ばれ、神の友と呼ばれた人の姿であることを、強く考えさせられる。通常、これはすべての破綻を意味する状態だ。でも・・・、となる。
 
第二サムエル　12:1-6
　ダビデは、事は決着したと思い込んでいるようだが、神は決してないがしろにはなさらない。このあたり、神が愛に満ちた方であることと、悪を憎む方であることとはしっかり考えておかねばならないのだ。ナタンが相談事として話を持ってきたのは、謎かけをするつもりではなく、ダビデが気づくだろうと考えてのことだったはずだ。でも、驚くべきことにダビデは何も反応しない。これまで通りの、立派な王として義憤に駆られているだけ、である。人はこのように、自らの罪について全く鈍感になることがあるのだな、と痛感させられる。
 
第二サムエル　12:7-8
　ナタンを通して神が宣告したダビデの罪は、大きく３つの意味合いがある。まずは、ダビデがウリヤの妻を奪ったことについて、である。その際に神は、ダビデは数多くの妻を持っているし、もっと加えることができるのに、なぜ他の人の妻を奪い取るのか、と指摘している。一夫多妻の是非という話はここでは棚上げである。妻というだけでなく、王家とか、権力とか、そういうものも含めて、望むならばいくらでも与えるのに（むろん、正しい方法で、であるが）、なぜ、神に求めるのではなく、他から奪おうとするのかとの断罪である。ヤコブ4章の指摘とも同じだ。盗んだ食べ物が最もおいしい、という言い方があるけれど、人の邪悪さもここに極まれり、である。
 
第二サムエル　12:9
　ダビデのしたこととして指摘されていることの第二は、ウリヤを殺したこと、である。ウリヤがダビデに害を及ぼしていたわけではない。熱心で忠実な家来である。バテ・シェバを奪うために殺したのでもない。理由はただ一つ、ダビデの罪を隠すため、である。ダビデは巧妙にやったので、ダビデの意図を知るのはヨアブのみである。国の人々は誰も気づかず、バテ・シェバも知らないだろう。でも、その意図はただ邪悪なものであり、そして、人の命というものを文字通りないがしろにするものであり、弁解の余地が皆無のものである。あのダビデが、そんなことをした、のであり、それはまさに衝撃的である。
 
第二サムエル　12:7-9
　そして、ダビデの罪の三つ目の意味は、神をさげすんだことである。彼は神によって守り支えられてきていた。今あることのすべては神によるものだと、よくよくわかっていた人だ。さらに、神は期待に応えてくださることも知っていたし、望めばかなえてくれることも知っていた。でも、彼はこのようなことした。それは神ご自身を冒涜し、足蹴にし、神にはわかるまいと高をくくり、そして、神になど期待するよりも自分乃才覚で、ということであり。その心も行動も、神を完全に捨てたのと同じことだった。神の激しい言葉は、神の泣き叫ぶ声、慟哭でもあったろう。
 
第二サムエル　12:10-12
　神の宣告した罰、結果は当然のものだ。罰と言うほどのことでもない。ダビデがしたとおりのことが返ってくるというだけの話である。ダビデはウリヤの家を剣で壊したから、ダビデの家も剣で壊れていく。ダビデはウリヤの妻を奪い取ったから、ダビデの妻も奪われていく。忌まわしいことに、これらのことは、特に、ダビデの息子たちによって実行されていく。敵国に攻められたならば、ダビデとしてはまだしもだったろうが、それでは民全体が苦しむ。ダビデは、身内によって苦しめられることになる。この後に出てくるように赦しはあるのだが、でもそのことと、蒔いた種は刈り取ることになるということとは、別の話、同時にあること、なのである。
 
第二サムエル　12:13
　この出来事についてのダビデの心、そして悔い改めの思いは、詩篇に詳しく語られている（32,51）。けれど、ここにはほんの一言だけしか語られていない。つまり、この瞬間としては、ナタンに対してはこれ以上の言葉を口にできなかったのであり、少し時間を置いて、かつ、赦されたからこそ、詩篇のような切々たる言葉も出てきたということだろう。赦されてこそ、真の悔い改め、罪責感も確立されていく、ということは、大事なことである。そう、悔い改めたから赦されるというよりも、である。この時点では、全面的な降参、死を覚悟する言葉と見るべきだと思う。弁解もなし、減刑の願いもなし、ダビデとしては、この瞬間にすべては終わったのだと決意したのだ。
 
第二サムエル　12:13
　ダビデは覚悟した。それは単なる絶望ではない。一切を神の御手に投げ出した、のである。当然、その先には厳罰と滅びがあることを予測してのことである。それでも仕方がない、いや当然だと、彼は覚悟したのである。でも、それがあるからこそ、神もまた彼を赦して行かれる。人は自らの罪について、償いなどできないし、弁明もできない。何もありえないのだ。でも、そこにこそ赦しがある。そう、ダビデのような、これほどのことをしてしまった者ですら赦されるというのが、神が人に示しておられる真実なのである。これは驚くべきことで、信じがたいほどのことで、そう、人はほとんどこのことを信じていない。人はしばしば自分を弁護し、悪くないと言い、仕方がないと言い、そうやって言っているのはつまり、赦しの存在を全く信じていないということだ。神の真実と正反対のところに、人は居続けてしまっている。
 
第二サムエル　12:14-15
　赦しが宣告されたのだが、でも、息子は死ぬのだと語られている。ダビデの罪であり、生まれてくる子に責任はない、と考えるのが一般的だと思うのだが、でも、息子は死ぬ。ここに理不尽を思う人がいるとしても不思議ではない。もっとも、当時の人たちは、その点に何の違和感もなかったようであるが。二つの意味を見るべきだと思う。まずはダビデに対して。赦したということと、なかったことにするのとは別。11節のことも現実になっている。彼は自らの罪の結果を背負わねばならないのだ。だから、赦されて、それで後は幸せに暮らしました、という話にはしないのだと、そういう意味である。一方、息子の死は、息子自身にとってのことを考えるべきだろう。その点で、この子にとっての最善を神が考えた際に、ここで生涯を終わらせて御許に引き寄せるのが最善と考えた、ということである。人は、生きていることだけを最善と考えるが、神はもっと先のことを考えておられる。それに納得するかどうかは別として、神には神の考えがあるのは確かなことだ。
 
第二サムエル　12:15-23
　ダビデの姿は家来たちには奇妙に思えたのだが、筋の通ったものだ。彼は神にすべてを委ねた。当然、息子のことも、である。でもそれは自分の願いを言わないということではない。いくらでも語る。どんどん語る。必死で願う。神は人の祈りをすべて聞いてくださっている。その上で、神がどうなさるかは神が決める。だから、精一杯願い、そして、結果が出たら、それか神が最善と考えたこと。自分にはつらいものだとしても、神に委ねたのだから、それを受け止めるのみでもある。ダビデは神にのみすがっている。だから、その結果が決まったのであれは、それ以上の嘆きは不要だし、不適切でもあり、それで気持ちを切り替えることにしたのである。ダビデが切なる信仰者であると言われるのは、こういう所からも見られるものだ。
 
第二サムエル　12:24-28
　その子は死んだ。でも、赦された者に、神は慰めも与えてくださる。バテ・シェバとの間にまた子どもが生まれた。それがソロモンである。今度はちゃんと生まれてきた子である。神ご自身も名前をつけてくださっていて、その子の誕生を喜んでおられるのがわかる。罪は罪である。でも、赦しを与えてくださる神は、そこから先も導いてくださるのだ。悪事をしたからもう二度と幸いは訪れない、というような考え方は、神の前には存在しないのだ。神は常に、どのような人でも、主を慕い求める者たちに、助けの手を伸ばしてくださるのである。この慰めと回復を忘れてしまったら、それはただの正義遂行マシーンでしかない。
 
第二サムエル　12:29-31
　ラバとの戦いは、バテ・シェバ事件の最中のものだ。彼は罪を犯し、その重荷にうちひしがれたのだが、同時に彼は王としての責任があり、民に勝利をもたらすべきであり、心は乱れていただろうが、なすべき務めもあったのである。ダビデがいなくても勝っただろうと思えるのだが、将軍ヨアブはこういうところは如才がない。ちゃんと王であるダビデを引っ張り出して、決着をつけさせている。人は罪を悔いるべきだが、同時にまた、その日その日の歩みがあって、そこをないがしろにして良い話ではないのだ。なかなかに過酷であるのだが。
 
第二サムエル　13:1-14
　ダビデ家の混乱と崩壊が始まる。息子たちの問題である。むろん、それぞれの人々自身の問題であるが、サムエル記は同時にそれが、ダビデの罪が招いた混迷であることを暗示していると言える。ここから後に記されているダビデの生涯は、ほぼこのように、息子たちの問題に振り回され続ける。あの偉大なダビデが、イスラエルの民に幸いをもたらしたダビデが、でも、取り沙汰されるのは家庭内の、そして国全体を巻き込んだ混乱ばかりなのだ。罪の赦しは与えられている。だから一連の出来事で神はダビデ自身を責めてはいないし、常に彼を守り支えている。だが、蒔いた種をきちんと対処していかないと、事態の悪化は避けられないという現実を思う。
 
第二サムエル　13:1-14
　事を起こしたのは、アムノンである。彼は異母妹のタマルに恋をした。ダビデが多数の妻を持っていたことが背景にあるわけだが、本来、こういう事態は、決意をもって抑制すべきものである。人の欲求は操作できないと言うけれど、でも、思うことと行動とは別物である。それに、一連の行動はアムノン自身もこれをふさわしくない感情であることを認識しているのだと示している。彼は計略をかけて力ずくでタマルを支配した。13節からすると、当時の社会で異母兄妹の結婚という可能性があるようにも見えるが（アブラハムとサラはそうだった）、少なくともアムノン自身はこれを適切だとは考えていなかったのがよくわかる。この事態は全面的にアムノンが悪い。
 
第二サムエル　13:15-19
　聖書が語る性的関係における問題の対処には、姦淫のように断罪のみという場合もあるが、未婚の男女の場合には順序は逆ながら、ちゃんと結婚することで前に進むという道筋もある。タマルが16節のように言っているのは、それが背景にあるものだが、アムノンの行動は、彼の思いがタマルに対する真剣な恋ですらなく、単に自らの欲求を果たしたのみ、であったことが明らかにしている。だからこそ、ああいう策略を用いたりもしたのだろうが。それにしても、アムノンの周りにいる者たちが、誰もそれを止めず、かえってあおり立てているあたりが、ダビデ王家の悲劇である。国は繁栄し、王家の力は絶大になっていたけれど、それが健全に機能する道筋は破壊されていたのだ。
 
第二サムエル　13:20-22
　事態はダビデの耳にも入った。ダビデは激しく怒った、と書いてあるけれど、実質的には何も対処しなかったようである。アムノンに対する処罰は何も記されておらず、タマルに対する扱いも出てこない。タマルの実兄であるアブシャロムが保護したのみだった。この後、アブシャロムが暴挙に出るのだが、それはもちろん彼自身の罪であるけれども、ただ、それを誘発したのがダビデの行動であったことも心に留めておきたいと思う。罪は本来的にあってはならないのだが、なされてしまった罪をどう扱うかもまた、非常に重要なのだ。さもないと、なおいっそうの混乱と悲劇をもたらすことになるのだと、サムエル記は語っている。
 
第二サムエル　13:23-29
　2年もの間、機会をうかがって待ち続けていたということだろう。欲求だけで行動したアムノンとは違い、アブシャロムは能力的には優れていたのだろう。あるいは父ダビデが毅然とした対処をしてくれることを期待していたのか。彼がアムノン一人に狙いを定めている様子からも、ひたすら妹の復讐ということだけが目的であったのは明らかだろう。おそらく、この段階でのアブシャロムの行動には賛同はしなくても共感を抱く人もあるのだと思う。しかし、その怒りはわかるけれど、結果は悲惨なものであり、後々への悪影響を見ても、大きな過ちであったことは明らかだろう。彼をそこまで走らせたダビデや周囲も悪い。それでもなお神は、「復讐は神に任せよ」と告げていることの重大性を考えるべきだと思う。
 
第二サムエル　12:30-36
　ダビデに悲報がもたらされた。こういう場合、誤報が混じるのはよくあることだ。ヨナダブは事態を把握したようであるから、アブシャロムの鬱屈とした思いは周囲にも知られていたのだろう。ダビデは気づかなかったか、それとも無視したのか。せめてアブシャロムに対して何らかの対応をしていれば、こういうことにはならなかったかもしれない。それにしても、もしダビデが、自らの過ち故にアムノンを対処しなかったのだとしたら（人のことを責められない、と）、それは大いなる間違いであり、さらなる悲劇の種を蒔くものでしかないことを痛感する。
 
第二サムエル　13:34-39
　ゲシェルはアブシャロムにとって母の実家に当たる。ここまでしたからには当然に何らかの処罰があるのは当然と考えるわけで、逃げたのは自然な行動だろう。しかし、ダビデは何も行動していない。ゲシェル王と言っても、この時代のダビデの権威には勝てるはずもない。アブシャロムを引き渡せと要求して拒めるはずもない。呼び寄せて処罰するか、それとも、彼の思いを理解すると言うのか、どちらにしても何らかの対処が必要だったが、ダビデは何もしていないことを、サムエル記は強く指摘している。彼はただ、アムノンの死を悼んでいるのみである。12:20-の様子とは全く別だ。あれほど神にすべてを委ねていたダビデの姿はどこにいったのか。
 
第二サムエル　14:1-14
　ヨアブはダビデの甥で、イスラエル軍の将軍であり、ダビデの側近の一人だ。彼の言動には信仰的には問題も感じるが、彼がダビデを、あるいはイスラエルの国を、彼なりに真剣に思っていたのは事実だろう。この時は、アブシャロム問題を解決しないとダビデにとっても国にとっても深刻だと察知したようである。12:1-のナタンの例をまねたのか、ダビデ自身に本来ふさわしいはずの答えを導き出させようとしている。ダビデの場合は、これが良い手法だったようである。人は一人で生きるものではない。誰かに支えられ、導かれてこそ、である。そのことをここでも痛感させられる。
 
第二サムエル　14:12-17
　彼女はヨアブの命を受けて行動しているのだが、その言葉にはダビデの状況を真剣に案じている思いが感じられる。2節に「知恵ある女」と出ているが、この事態が国全体にとっても危機的なことであるのをわかっていたのだろう。あくまでも自分の事情という姿勢を取りつつも、彼女の言葉は明確にダビデがアブシャロムの事態を放置していることを指摘している。彼女の姿勢、心が、ダビデをしっかりと捕らえていったのだと、そのように思う。と同時に、罪や悪について、それは確かに忌まわしいものだけれど、でも、前に進まねばならないことなのだという指摘も、鋭く大切な真理でもあることを、サムエル記は意図しているのだと考えたい。
 
第二サムエル　14:18-24
　ダビデはなかなか頑固な人だったのだろう。この女性の言葉には心動かされたけれど、それで自らの姿勢を悔い改めたというわけではなく、最大の関心はそこにヨアブが動いているということにあったようだ。ゆえに、ヨアブの顔を立てるようにしてアブシャロムを迎えに行かせ、帰国を許している。ただし、会おうとはしなかったとあるので、まだまだ直接には受け入れられていないようだ。でも、こういう姿勢が事をますます混乱させたことを、聖書は後に記している。罪を憎むことと、人を赦すことと、それは両立するというのが聖書の示すところだ。神ご自身がそうであるのだから。それにしても、ヨアブという人、彼は決して評判の良い人ではないのだが、でも、ここではかなり真摯に動いている。後にアブシャロムと戦うことになるにもかかわらず、である。
 
第二サムエル　14:25-27
　ここでアブシャロムの美貌が語られているのは、ちょっと不思議な気がするが、こういう表現方法というものはそれぞれの時代の特性というものがあるし、当時は基本的に朗読されているものだったことを考えると、重苦しい話の合間に一息つかせる趣向だったのかな、と推察する。美の要件は時代によって違うそうだが、この時代の美男子は髪の毛が多いこと、だったのだろうか。娘にタマルと名付けたのは、悲しい生涯を送ることになった妹を思ってのことか。事件よりも先に娘が生まれていたなら、それほどに妹をかわいがっていた、ということだろう。一連の事件の背景としては興味深い描写である。
 
第二サムエル　14:28-33
　ヨアブも、おそらくここまで持って行けば、それ以上は自分が口出しすべきではないと考えていたのだろう。だが、帰国したもののどうにもならないでいたアブシャロムは全面的な赦免を求めていた。それが15章に出てくる企みのためだったのか、父との和解を願う素直なものだったのかは不明だ。でも、実質的には動いていなかったダビデが、ようやくのことで引っ張り出されて、この時点では親子の和解が成り立ったわけである。ダビデは不承不承の様子であるが、でも、後のことを考えると（18:5）、その本心はアブシャロムを受け入れたくて、でも、自分でも心を制御できなかったということなのかもしれない。ただ、この一連の経緯はやはり、15章からの事件をもたらすものになったのだと、そのように思わざるをえない。
 
第二サムエル　15:1-6
　14章までのアブシャロムの姿は、父ダビデに受け入れてもらいたい息子、という姿を示していたように思うが、直後の様子は、彼が王位簒奪をすでに計画していたのだと示すものとしか言いようがない。もともと彼は国民に人気があったようだし（14:25-）、アムノンの件はアブシャロムに同情が寄せられたとしても不思議ではない、被害者の側である。その彼が民に優しく対応していれば人気がうなぎ登りになるのは必定だ。結局アブシャロムは父に対して失望し、諦め、もはや王として認めがたいと判断したのだろう。自分自身の権力も意図しただろうが、ダビデへの失望の方が先ではなかったかと推測する。もっともこのあたり、イスラエルの王は神が決めるのだということを、アブシャロムは全く理解していなかったのだな、ということを明らかに示すものでもある。彼はイスラエルの王にはふさわしくない、聖書はそういう認識を示している。サウルのことを思い出す。
 
第二サムエル　15:7-12
　イスラエルの王位は、神の前での即位による。もっとも本来それは「神が定めた人」という意味なのだけれど、人々は単に、しかるべき場所で儀式を行うこと、というふうにすり替えてしまっている。アブシャロムは用意周到にイスラエル全体に話を通しておいたようで、ダビデの王位にねたみを覚えるようになっていた人々は、絶好の機会だと飛びついてきたのだ。国は繁栄してきていた。ダビデの功績は何よりの源だった。だが人はしばしば、自分のためという言い方をしながら、実際には我が身を滅ぼす道筋を選び取ってしまう。神が人に対して強く、厳しく教え、命じるのは、人が好きなように生きるとしたら、そこでは全てが失われて何も残らなくなってしまうからだ。
 
第二サムエル　15:13-18
　エルサレムは都なのだから、守りも堅固だったろうと思う。それを逃げ出したというのは、一つには、この町を戦いによって壊したくないという思いだ。次に、都にいた部隊が少なくて（本能寺の変を思い出す）、アブシャロム軍に対抗できないと考えたからだ。援軍が到着するまでの時間が必要だったということである。そしてもう一つは、最終的に誰がイスラエルの王であるべきなのかは神がお決めになることで、それが自分ならば必ず戻ってくることができるし、それが他の者であるならば踏みとどまってもどうにもならない、ということを、ダビデは考えていたに違いない。これら全体の意味合いからの行動と見るべきで、単なる作戦でも、単に神に委ねただけということでもなく、というあたりが、イスラエルの王となっていたダビデらしい姿である。
 
第二サムエル　15:19-23
　ガテはペリシテの町だから、イタイはそこからの亡命者ということになる。彼がいつやってきたのかについては聖書に記述はない。「昨日来たばかり」とあるから、まだそんなに日が過ぎていなかったのだろう。そんな彼がダビデに味方する様子は、ダビデこそが神の国の指導者であるべき存在であることを暗示するものと言える。なお、18節のガテ人600人がイタイの家来（22）のことなのか、それとも、かつてダビデは600人の家来たちとガテに亡命していたことがあるので、彼らはイスラエル人であるけれど、ガテの人々と呼ばれていたのだと理解することもできる。私はそのほうが妥当に思える。そんな人々がいたからこそイタイの亡命もあった、ということか。
 
第二サムエル　15:24-29
　神の箱を持ってくるというのは、それが神が自分たちと一緒に行動してくださることの象徴であったことから、しばしばこういう行動がなされる。ただ、本来の意味としての動向の象徴と、こういう場合に持って行くことの意味合いにはずれがある。後者は、自分たちの意思で神を味方にしようという行動であり、果たして神がそれに同意されているかどうかはわからない、という課題が残る。ダビデはその点をしっかり把握していたようで、むしろ神の箱はそのまま礼拝の場所に留めるという決断をする。自分たちが戻ってくれば良いのだし、神が戻してくださればよいのであって、神の箱はイスラエルの中心、都にこそ、である。ついでに、信頼できる祭司たちを残すことで情報を得やすくなるという作戦にもなる。アブシャロム側も、神の箱と共に都に留まった祭司は、むしろ歓迎するだろうから。
 
第二サムエル　15:30-37
　戦略的撤退とは言え、都を去るのはダビデにも人々にもつらい事態だった。この涙を、しかし神が勝利の叫びへと変えてくださるかどうか、すべてはそれにかかっている。アヒトフェルはかなりの知恵者として名高かったようで、その彼がアブシャロムに加担したことは国全体がダビデから離れつつあることを指し示すものだった。ダビデのショックも大きかったようである。それゆえ、フシャイが味方になると表明してくれたことはうれしく、彼の存在を効果的に用いるための策略が設けられている。ダビデはこの戦いを、単に戦闘だけではなく、数多くの手配によってもなされていくべきものと理解していたのだ。そのあたりがアブシャロムとは違っていたのだが。
 
第二サムエル　16:1-4
　メフィボシェテの件は、聖書にある記述だけでは、何が真実だったのかどうもよくわからない。彼は本当にダビデを裏切ったのか、それともツィバがこれを利用して自分の勢力拡大を意図したのか。もしそうだとすると、この件に関してダビデは真実を見定められなかったということにもなり、このぎりぎりの中ではさすがのダビデでも、ということでもあろうと思う。もっとも、ツィバにしても、逃げ出していこうとするダビデに加担しているのだから、彼の見る目が確かであることとか、あるいは、イスラエルの王というものの意味合いを、ツィバはよく理解していたということであるのかもしれない。そういうあたりを理解していることと、メフィボシェテを追い払おうとした可能性とは必ずしも矛盾しないのが、人間というものである。物語なら、もっと単純化するのだろうが。
 
第二サムエル　16:5-14
　ダビデはサウル王を倒したわけではない。全イスラエルの王となる際に抗争はあったけれど、ダビデに対抗できる人材もなく、サウル側はサウルとヨナタンの死によってすでに終わっていた。シムイの言葉は単なる八つ当たりである。ダビデたちはその言葉に心が傷ついたりはしなかっただろう。だからこそ、放っておけ、という対処でもあった。でもそれを、反論できないのだと思って暴言を続けるシムイは愚かである。しかし、こういう愚かな態度というものを、人は取りがちであるのも事実だ。気に入らない相手がつらい目に遭っているのを見て、いい気味だとはやし立てる。これほど醜い姿はないのであるが、それをしてしまう人の愚かさを深く心に刻みたい。なお、11-12節は、シムイの言葉が神からの宣告だと思っているという意味ではない。そのくらいのつもりで今は甘んじてこの状況に服す、というだけである。この事態全体の背景として、ダビデは自らの責任を意識していた、ということでもあるだろう。
 
第二サムエル　16:15-23
　フシャイの言葉はかなり鋭く、真実であるのだが、アブシャロムはその意味を理解しない。そう、神が立てた人こそがイスラエルの王なのだ。それがアブシャロムならば喜んで仕える。だが、神はまだダビデを排除してはいない。フシャイの真意を知る者がそばにいたら、何とも言えない顔をしたことだろう。一方のアヒトフェルは計略に秀でたものがあり、ここでもアブシャロムが王家もエルサレムも掌握していることを示すものとしての行動を勧めた。父の側室を我が物とするのは本来は論外なのだが、そうやって対立構造をあおり立てるということをしている。敵方に知恵者がつくのは、非常に嫌なことである。
 
第二サムエル　17:1-14
　アヒトフェルの計略は非常に鋭い。もし、彼の策が通っていたら、ダビデ一行はまだ対応できなかっただろう。だからフシャイは正反対の策を出した。その言葉は巧みでアブシャロムは丸め込まれたが、勝利のためにはアヒトフェルの策が一番だった。14節には、神が事の次第に介入されたのだとあり、神はまだダビデを王として用いるつもりだったのが明確にされている。アヒトフェルは、知恵者であるがゆえに、自分の策が通らなければ敗北すると察知でしたし、さらに言えば、神が背後で動いておられることをも察知したのだろう。それで23 節のように自決している。ダビデが勝てば自分の命運は尽きるのだとわかっていたのである。それほどの人が、なぜアブシャロムに加担したのか。アブシャロム魅力を期待したのか、それともダビデの限界を察知して見限ったのか。でも、神は見限っていないことを悟り得なかった点が、彼にとってすべての敗因である。
 
第二サムエル　17:15-23
　巧妙な連絡手段が用意されていたこと、それすらも露見したことなど、ぎりぎりの状況が続いている様子がわかる。この光景は、ふと、エリコ攻略の際にラハブが斥候をかくまった時のことを思い起こさせる。人々は知恵をつくし、そして神が守り支えてくださる。そういう様子が示されているのだ。ダビデ側の連絡がうまくいった様子と、アヒトフェルの自害が並べて記されているのは、この後の推移を指し示すものとなっている。彼は偉大な知恵者であったのだが、事がどうなるかは、人間同士の比較だけでなく、全体を支配されている神の御手によることが指し示されている。
 
第二サムエル　17:24-29
　アブシャロム側には、イシュマエル人が将軍として加わり（遠縁ではあるが）、ダビデ側にはアモン人が支援に訪れている。当時のイスラエルは、もともとイスラエル純血的な感覚はなかったのだけれど、それにしても聖書は、事が周辺諸国にとっても大騒動となっていることを指し示しているようだ。もっとも大きな違いもあって、一方はアブシャロムの抜擢であり、他方は向こうから手を差し伸べてくれているというもの。手助けが必要なダビデのほうが惨めにも見えるけれど、周辺からの期待感はまだまだダビデに集まっていることが示唆される。
 
第二サムエル　18:1-4
　都から戦略的撤退をしたダビデの策は成功している。戦うのに十分に軍隊が集まり、反撃に出ようとしているのだ。この軍勢が整う前に襲いかかっていたら、アブシャロムは勝ち得ただろうが。ダビデとしては自ら打って出る決意をしているが、それは無謀すぎる。王国が確立していればダビデが戦死しても息子が王位を継ぐことは可能だが、ここでは流れ矢でもダビデが倒れれば全ては終わる。ダビデに味方した民は冷静である。ダビデが軍勢の1/3をイタイに預けたのは15:19-の忠誠への応答であり、かつまた、勇猛果敢な指揮官としての期待もあったはずだ。危機的状況だが、ダビデは十分に冷静である。
 
第二サムエル　18:5-15
　冷静に反撃を計画するダビデだが、アブシャロムの扱いについてだけは、親としての思いから混乱している。後にヨアブはこの指示を無視するが、ダビデが倒れればおしまいなのと同様に、アブシャロムが倒れれば事は終結し、同国人の争いは早期に収束できる。それに、捕虜にしても扱いは難しく、結局は処刑ということにでもしないと収まりはつかないのだから、ヨアブの対応はむしろ配慮とも言えるだろう。ダビデの思いは、以前、アブシャロムと衝突したそのことをちゃんと解決しなかったことへの慚愧の念が影響していると思われる。でも、だとすればダビデは、その失敗のゆえに国内に深刻に事態を招いていることになる。王としてのダビデはその責任を果たし得ていない、と言われても仕方がない。
 
第二サムエル　18:6-8
　軍勢としては、アブシャロム側の方が多かったはずだ。でも、ダビデ側のように鍛えられた軍勢でもなく、アブシャロムと心中する気など全くなく、烏合の衆的な軍勢では勝ち得るはずもない。アヒトフェルの見通しは正しかったのだ。さらに、密林の中で倒れた者の方が多かったとの記録は、この軍勢がどれほど混乱していたのかを物語るものでもある。しかし、結局はそのようにして多くの民が死んでいる。イスラエルの王は、戦いによって勝ち取るものではなく、神に任じられてこそであるのに、こうして戦いが繰り広げられ、多くの民がいのちを落としている。これを仕方がない、などとは決して言うまい。これは全くの愚行であるのだ。
 
第二サムエル　18:16-18
　アブシャロムが死んで、争乱は終結した。もはや戦う理由がなくなったのだから当然でもある。ヨアブの戦略は正しかったのだ。アブシャロムは森の中に葬られ、この書き方からすると、その場所も忘れ去られてしまっているようだ。だからこそ、彼が以前に建てた柱だけが、その存在を記憶させるものとなっている。イスラエルの王として君臨することを志し、盛大に立ち上げ、民も支持してくれたにもかかわらず、その栄華は一瞬のものだった。アブシャロムが王として不十分だったかどうかが理由ではない。その点は第一列王1章とは異なる。理由はただ一つ、ダビデこそがイスラエルの王であるべきと、神ご自身が認めておられたからだ。ダビデにも問題はたくさんある。それでも彼こそが、この時点でのイスラエルの王たるべき人、だったのである。
 
第二サムエル　18:19-30
　戦勝をダビデに知らせねばならない。問題はアブシャロムの死も告げねばならないことだ。ヨアブはアヒアマツを送ることをためらったが、単なる歓喜の知らせにはなり得なかったからだろう。もっとも、アヒアマツは事の深刻さを知るので口ごもり、クシュ人はそんなことは考えもせずに単純に語り、ダビデにショックを与えないということからすればアヒアマツの方がましだったか、でもいっそのこと、さらっと語ってしまった方が話は早かったか。こういう事態はとても難しくて、誰にも正解は見いだせないということだろう。ダビデも事態の厳しさは分かっているのだが、それでも良い結果をと期待する、その姿は悲しいものでしかない。
 
第二サムエル　18:31-33
　アブシャロムの死を知らされて、ダビデは慟哭している。息子が死んだのだから当然、と言いたいところだけれど、すでに長く仲違いしていた相手である。その時点で、のたれ死にもかまわないというふうですらあった。さらにこの事件、いや争乱である。イスラエルの王として、民をひどい目に遭わせて張本人でもあるアブシャロムは、弾劾すべき相手でもある。それでもなお、ダビデは嘆いている。その嘆きは、回りには理解してもらえないものでもあるのだが、でも、そこには涙があり、痛みがある。聖書の中でも、つらい場面の一つだ。
 
第二サムエル　19:1-8a
　アブシャロムの死を嘆き続けているダビデに、彼の軍勢は戸惑いを覚えている。必死で戦い、ダビデの王位を守り続けたのに、そのダビデはアブシャロムの代わりに自分が死ねば良かったと言う。ダビデへの好意だけではない、そんなことは認められないと確信したからこその戦いでもあったのに、それが否定されたような感覚である。ヨアブの行動は将軍として必要なものだった。こうやっていさめる人が必要だった。ヨアブにはたくさんの問題があるけれど、この事件においては彼は真っ直ぐな道筋を示し続けたのだと言える。神の前に立ち続けるためにも、誰か、はっきり語ってくれる人が必要なのが、人間というものの習性である。
 
第二サムエル　19:8b-10
　イスラエルは、いったんはダビデを王位から退けたことになる。彼らはアブシャロムの王位に賛同したのだから。でも、アブシャロムが死に、ダビデの力を改めて思い知って、彼らは民の王位に就くべき人はダビデしかいないのだということを痛感している。でも、自分たちで追い出した王なので、どうすれば良いのかについて、かなり戸惑っている様子だ。後のダビデ王家に比べて、この頃はまだまだ始まったばかり、ダビデですら、不安定なところにいたのだということがよく分かる。その時、民が口にしているのは、ダビデがどれほど自分たちを守り支えてくれたのか、ということだったとある。これは神との関係でも言えることだ。神への思いが混乱した時、まず思い出すべきことは、どのように助けられ、支えられたのか、恵みの確かさ、である。
 
第二サムエル　19:11-15
　ダビデ側も慎重だったようだ。まずはユダ部族との関係修復を目指している。今回の事件は、相手側がアブシャロムだったので、ユダ部族の全面的支援ということにもならず、彼らもまた離反していたようだ。でもダビデは、恨みつらみを言うよりも関係修復が最優先と考えたようである。敵将のアマサについても将軍職を認め（功労者であるヨアブを引かせてまでというのが、ダビデとしてはよほどの思いだったということだ）、ひたすら事態の解決に奮闘している。混乱は起こらないのが一番だ。でも、それが起きてしまったのなら、そこからどうするかが、強く問われていく。
 
第二サムエル　19:16-23
　次々と、ダビデのもとに人々がはせ参じている。ここまで来ての行動だから、その行動にさほどの意義はないのだけれど、ダビデは全て受け止めている。彼らの心を信じたというわけでもないだろうが、というのは、シムイをも受け止めている様子から感じ取れることだ。それはダビデ自身が言っているとおりに、これ以上の争いと流血は望まない、ということが理由だろう。シムイについては後にソロモンに対応を託している（第一列王にて）。
 
第二サムエル　19:24-30
　この部分は、どちらが真実であったのか、聖書に書いてある限りではよく分からない。ダビデが真実を見極めていたかどうかも心許なく、ツィバが真実を語っていたのかどうかも不明だ。ただ、ツィバが嘘を言っていたとするなら、メフィボシェテの行動はありそうなことであるし、30節が本心ならば彼の心に曇りはないのかもしれない。もっとも、ダビデには全面的に恩義がある彼としては、本気でその無事を喜んでいたのかもしれない。聖書は淡々と事実関係を記録する場合もあるので、時々このように、真相はなんだのかを見出しにくい箇所もある。ただ、一連の話の中では、ダビデも決して確かとは言いがたいことが示されていたので、そういう混乱の一つとして記録されていたのだとも言える。この事態が後に争いに火種になることはなかったので、メフィボシェテに好意的に取りたいところなのだが。
 
第二サムエル　19:31-40
　バルジライは逃亡中のダビデを支援したのだが、この言い分を聞くと、彼が後々の見返りを期待して行動したわけではなく、ダビデが変わらずにイスラエルの王であると確信するからこその支援だったようである。対立が生じたとき、多くの人はどちらかの勝利に賭けて行動するものであるが（負ける方に加担するわけにはいかないと考えるのは当然）、時に、そういう理由ではなく、真実がどこにあるかを考えて行動する人もあることを、この人の姿を見ながら考えさせられる。
 
第二サムエル　19:41-43
　見苦しい光景だ、と思う。イスラエルの多くはダビデを捨てたのである。ダビデが勝ったから戻ってきたのであって、今さら、ユダ部族に不満を言うのはつまらないことだ。ユダ部族にしても、自分たちだってアブシャロムに加担した人々は少なくなかったのであり、何を偉そうに、とも思う。真の悔い改めがなされていかなければ、事態は決して解決はしていかない。後に、ソロモンの後で国が分裂するのは、むろん、神ご自身の意図があってのことだが、諸部族の中には、それでいいやという素地がすでにあったことも考えさせられる。
 
第二サムエル　20:1-2
　シェバという人物がどういう経歴の持ち主だったのか、聖書には記されていない。だが、同じ言い方が、ソロモンの後に国が分裂した際も語られているので、シェバ自身への信頼というより彼の語ったことに同調した人たちが多くいたということだろう。それはより深刻なことだ。個人への期待なら、その人が崩れればそれで終わる。アブシャロムのようにだ。でも、その言い分が人々に認められたのであれば、事は深く浸透していることを意味する。シェバについては、彼自身の力量不足か、あっけなく片がつくけれど、イスラエルの混迷は続くことになる。せっかく期待した王家が身内で混乱し、国全体を巻き込んだ内戦をしたのだから、当然と言えば当然なのだが。王としてのダビデを言えば、アブシャロムに蜂起させた時点ですでにダビデ自身の責任は重大であったのだ。
 
第二サムエル　20:3
　アブシャロムとの関わりは彼女たちの責任ではない。抵抗できる何ものもなかったのだし、彼女たちを残していくと決めたのはダビデ自身である。これはダビデ自身の権威を守るための措置である。アブシャロムなどは掃き捨てるのだという意思表示である。シェバのことがあるのでなおさら強く出る必要もあったのだろう。もっとも、彼女たち自身のことを思うなら、完全に解放するほうが先行きの道は広がったとも言える。後の時代には、そうやって王のそばめが解放される例は多々ある。ダビデ当時の風習では不可能だったのかもしれないけれど、でも、もっとましな対応策もあり得ただろうに、という印象は拭えない。ダビデの行動を全て肯定する必要はない。バテ・シェバ事件以降のダビデは、多くの課題を抱えながら、それ上でなお神に頼り求めつつ、必死に生きている姿、と言える。英雄ではなく、弱い、弱い存在なのだ。
 
第二サムエル　20:4-13
　新たに将軍となったアマサの命運と、シェバへの対応とが、入り組んだ形で書き記されているので、ちょっと読みづらいとは思う。もっとも、考えてみると、現実の社会というのはだいたいこういうもので、様々な事態は複雑に絡み合っているものだ。物語であれば筋道立てて語り紡いでいくのだろうが、サムエル記は事件の公的な記録という意味合いもあるので、時に、ごちゃごちゃしたままに提示されるのは当然でもある。それにしても、アマサはどうやら、あまり実力の伴わない人であったようだ。サウルの将軍だったアブネルとは雲泥の差である。老練なヨアブには対抗できるはずもなかったと言える。
 
第二サムエル　20:8-10
　アブシャロム騒動の後、国の融和を意図したダビデは、アブシャロムの任命した将軍職をそのまま受け入れた。でも、ヨアブという人は自らの権益が侵害されることには強く抵抗する。彼の不満はもっともで、この事態でヨアブが職を解かれる理由はどこにもない。もっとも、彼はそういう場合に、ちゃんとダビデに訴えるのではなく、自分で何とかしてしまおうとするのが常である。彼は有能だったし、ダビデに対する思いもとても忠実だったけれど、自分のことは自分で何とかする、という姿勢の人だ。神との関係に当てはめるなら、見た目は忠実であろうけれども、これは非常に厄介な姿である。
 
第二サムエル　20:14-22
　シェバは大きなことを言ったけれど、ヨアブの攻撃により、あっけなく滅んでいる。それにしても、一度は彼についていく人々が多かった（2節）のに、結局は陣を張った町の人々に見捨てられて殺されているというのは、何とも情けない。と同時に、彼を支持した民の節操のなさも気になる。後に分裂した時、南ユダ王国の人々は、どうにか王にも神にも従い続けるのだが、他の諸部族はあっさりと捨てている（王も、神も）あたりのことが、予兆として感じられる。彼らにも言い分があり、その時々の臨機応変の判断と言うのだろうが、どうも、それよりむしろ愚直に生きるほうが価値がありそうではないか。
 
第二サムエル　20:23-26
　公的記録、でもあるので、こういうふうに役職の記録も載っている。いろいろ混乱があったところだからこそ、改めて確認してある、ということか。エステル6:1を見ると、王はこういう記録を読み返させることで国の有り様を考えたりもするようだから、様々なことを書き留めておくのもまた大事なことだったのだろう。なお、ケレテ人、ベレテ人とかヤイル人とか出てくるが、イスラエル民族の中の話であって、ここは他の民族からの流入を記しているわけではない。ヘテ人ウリヤなどは別民族なのだが。大阪人、東北人などというのと似たようなものだから、それでいいとも言えるが、何か別の表現があれば、そのほうが分かりやすいのかもしれない。
 
第二サムエル　21:1-6
　神の意図は、サウルが犯した過ちをただしてギブオン人との関係を修復せよ、ということだ。盟約を破って攻撃したサウルは、明らかにとがめられるべきであったし、ギブオン人には償いがなされて当然だ。もっとも、4節の言い方からするとダビデは賠償金での解決を申し出たようで（土地の割譲などもありえることだ）、当時としてもそれで妥当な話であった可能性は高い。しかし、ギブオン側は承伏せずに血での復讐を求めてきたのだ。残念ながら、人の思いの中にはこういう感覚が深く巣くっている。こういった復讐では何も解決せず、むしろ今後の暮らしに資することを求めた方が彼ら自身のためになるのに、それよりも報復をと願ってしまうのだ。人の抱えるこの課題を神が深く憂慮していることは、聖書に繰り返し語られていることだ。この箇所を、神ご自身がもともと血による賠償を求めたと考えるのは妥当ではない。
 
第二サムエル　21:7-9
　ギブオン人の要求に対抗できなかったダビデを責めるのは酷かもしれないが、よりふさわしいあり方としては、王として、彼らにとって最善の道筋を根気強く説得するということもありえたはずだ。３年もの飢饉に、ダビデの心は動揺していたのだろう。聖書が語る人々の姿は、決して常に理想的なものではなく、しばしば多くの間違いや愚かさを含んでいることを心に留めておきたい。結局ダビデは、ヨナタンの息子であるメフィボシェテは保護したけれど、他の親族たちを引き渡した。でも、サウルの罪を血で贖うべきならばこの対処は邪道であろう。メフィボシェテは直系なのだ。でも、その点は全く問題にされていないところも、もともとからして血による償いという対応が、決して神の意図ではなかったことを意識させる。なお8節のメフィボシェテはサウルの息子で、ヨナタンの息子であるメフィボシェテにとっては叔父に当たる別人だ。
 
第二サムエル　21:10-14
　ダビデとしては、これは仕方がないと諦めていただけなのだろうが、母親の行動に心を動かされて、殺された7人をサウル、ヨナタンと共にきちんと葬ることにした。古今東西を問わず、家族を一緒に埋葬するということには、強い思いが込められているようだ。そこまでしてようやく飢饉が終わったということから、ギブオンによる報復では神の意図は果たされず、一連の事態をできうる限り回復させていくことこそが御心であったのだということが明らかになっている。ダビデの対応は十分とは言えないけれど、彼なりの取り組みはなされていったのであり、一応これはダビデの業績の一つとして記録されていると言える。
 
第二サムエル　21:15-17
　書き添えられた細かい事件という扱いの出来事だが、注目点はダビデが歳を重ねて、体力的にもはや戦いには耐えられなくなっていた、ということだ。少年期から先頭に立って戦ってきたダビデであるが（バテ・シェバの時はそれ故にこそ異常な状況だったのだ）、もはやそれは不可能になってきていた。彼は30歳で王になり70歳で亡くなっているが、そろそろ彼の日々も終わりに近づいているということが指し示されている。人はどれほど偉大であっても、いずれは終わりの時を迎える。その終わりをどのように歩んでいくのかもまた、大きく問われることだ。
 
第二サムエル　21:18-22
　15節からの続きであるが、ガテとの戦いで相手側の勇者たちが討ち取られた様子が次々と記録されている。ガテはペリシテの一員で、ダビデが亡命したことのある町だ。ラファはガテの町の名前なので、そこから勇猛な戦士が多く出ていたということだろう。どうやら体格的にも尋常ならざる人々が多かったようだ。でも、そんな相手をダビデの配下たちは、おそらく一対一で倒している。ゴリアテに勝った少年ダビデのようなもので、ダビデ一人ではなく、神に寄り頼む民は誰でも同様に、ということを意識しているように思う。ダビデは生涯戦い続けた。その影響については第一歴代誌28:3で見ることができる。
 
第二サムエル　22:1-51
　ダビデが多くの歌を作ったことは、詩篇を見るとよく分かる。この歌は詩篇18篇に載っているもので、サムエル記の記者としては、ダビデの業績の一つとしてこの歌を取り上げたということだろう。多少、18篇と言葉が違う部分があるけれど、こういった歌は何度も推敲され、書き改められるものだから、いつの時点のものを収録したかによって違いが生ずるのはごく当たり前のことだ。その内容については、いずれ詩篇を読み進める際に見ていきたいと思うので詳細は割愛するが、神の守りと導きを心から信じて寄り頼んでいるダビデの信仰が豊かに示されている。まだ若き頃のダビデであり、晩年の混乱はまだ見えていない。そんな輝いている頃のダビデの歌を最後に載せたというのもまた、サムエル記に込められている意図と言えるだろう。人は多くの問題も抱えてしまう。でも、神に従っていこうとする本来の姿を、あの頃のダビデの豊かに示していたのだ。
 
第二サムエル　23:1-7
　辞世の句、あるいは遺言というものがあるが、ダビデが自らの思いを言い残した歌である。詩篇には出てこないので、歌ではなく言葉、なのかもしれないが。内容はごく単純なもので、神に付き従って、義を生きることこそ幸いだ、という趣旨のものである。劇的、あるいは感情的な言葉ではないが、その分だけ、ダビデが自らの王としての姿勢を振り返って、このように書き残したというのは、それもまた大事なことだ。善悪様々、失敗や愚かさもあるのだが、結局のところ、神の前に誠実に生きていこうとすることこそが、最も大事なこと、である。ダビデ自身も、十分にそのように生き切ったとは言えないが、だからこそなおさら、このように言い残すべきと考えたのでもあろう。後の王たちは、この言葉をどう受け止めたのだろうか。
 
第二サムエル　23:8-39
　ダビデを支えた部下たちの一覧が載っている。ダビデの記録も終わりに近づいているので、周囲で活躍した人々のことも記録に残そうというのだ。こういった対応はよくあることで、もし、ダビデ一人だけしか取り上げられないのだとしたら、国のあり方としてはそのほうが問題である。・・・と考えていたら、ソロモンの時はこういったリストがなかったなと気づいた。彼は偉大な王と呼ばれたけれど、彼と共に国を盛り立てていった人々の存在は何も触れられていない。このあたりもまた、ダビデとソロモンの違いだろうか。神によって生かされていることを知る者は、自分だけでなく他の人のことも大事に思うに違いない。
 
第二サムエル　23:8-12
　勇士たちのリストを見ていると、こんなにも戦ってきたのだな、ということを痛感させられる。そんな様子を見て、だから旧約は残虐だ、というふうに言われるのだが、いやいや、こういう姿は人類の歴史全体の現実の姿であることを思い起こす。確かに、聖書の大半の部分は戦争や攻撃について、さほど否定的には語っていない。積極的に見える箇所もある。神は少なくともその当時の人々に、『戦うな」という命令を出してはいない。だが、神の御心を尋ね求めようとするのなら、そこに記されている出来事の数だけではなく、その先に何が願われているのか、人の様々な課題を越えた先に何があるのかを、必死で願い求めるべきだとは思う。言及されていないので終わり、というわけにはいかない。そう言えば、旧約には三位一体に関する具体的な言及はほとんどない。結局それは、御子の存在を目の当たりにしてからでないと、人は聖霊の意味合いを悟ることが難しいから、でもあるだろう。
 
第二サムエル　23:14-17
　ダビデと部下たちの親密な様子が書き記されている。ベツレヘムはダビデの故郷であることを考えると、その当時のイスラエルがどれほどペリシテに圧倒されていたのかがわかる。サウルに追いかけ回されながら、同時にペリシテと戦っていたダビデは、さすがに疲れていたのだろう。そんな主君の心がわかるからこそ、単なる戯れ言に過ぎない、愚痴のようなものに過ぎないダビデの言葉に、彼らは応えようとしたのだ。それは、水そのものではなくて、ダビデを励まし、力づけるためのもの、である。ダビデも、彼らのそういう心に深く感じて行っている様子だ。こんな関わりがあることは、立場は何であれ、誰にとっても大きな力になることだろう。
 
第二サムエル　23:39
　ダビデの勇士30人（そう言えば真田十勇士というのもいた）のリストには、最後に興味深い名前が載っている。ヘテ人ウリヤである。あの、バテ・シェバの夫である。このリストは、そこに出てくる出来事からすると、ダビデが王となってしばらくあたりにはすでに定まっていたものなのかな、とは思う。でも、こうしてダビデの記録の最後に載せられるリストにも、彼の名前がちゃんと載るというのは、それだけの勇士だったということで、民にもよく知られていた人、だったということだろう。差し障りがあるから削除するなどとはせずにきちんと載せる、という姿勢は心地よいものだ。もっとも、それにしてもダビデは、こんなふうにして自分の大切な勇士を殺してしまうとは。人の罪がどれほどおぞましいかを痛いほど考えさせられる。
 
第二サムエル　24:1-9
　ダビデの最大の過ちの一つ、と呼ばれることもある出来事が、最後に載っている。バテ・シェバ事件はダビデの個人的な罪だったが、今回は国全体を巻き込んでのものだ。時期は明確ではないが、様子からすると、ダビデが内外の問題をほぼ解決して、国の安定と繁栄を確保するようになったころ、だろう。11章で自らは出陣せずに昼寝をしていたのと似たような時期かもしれない。人口調査は、どこでもやることだ。神ご自身が命じたケースもある。そして、国を統率する王としては、自らの国力、それわけ戦力を把握することは大切な義務とも言える。ただ、このダビデの行動には深刻な意味があった。珍しくヨアブが反対したことからも、その重大さがわかる。イスラエルの勝利は、軍の強さによるものではない。あくまでも神が味方してくださるなら、である。だから、戦いにおいて重要なのは、軍備の増強や訓練ではなく、神に心から寄り頼むことだ。もちろんヨアブは将軍として軍の整備にも努めていただろうが、でも、最大の鍵は神が共におられることだった。それなのに今ダビデは、神に頼るよりも自分自身の力に注目している。だからヨアブは慌てている。それは最大の力を投げ捨てることになるのだから。
 
第二サムエル　24:3-4
　ヨアブは珍しくダビデに反対している。彼は優秀な人であり、ダビデにも、イスラエルにも忠実だったが、自分の責任分野がうまくいけば、その他のことについては気にしない人だ。ウリヤの時もそうだった。だからこそ今回は反対したのだとも言える。人は大概、その認識は狭いものであるが、逆にそれは、各自の専門分野では大きな力を発揮し得る、ということでもある。本来、そういう声にはちゃんと耳を傾けるべきだ。あいにく、この時のダビデは全く受け入れようとしなかったのだが。ヨアブはそれ以上の反対はしていない。彼なりに鋭い判断力は持っていたのだが、でも、実利的理由が大きかったので、王を最後までいさめることはしない。ヨナタンが共として隣にいたなら、と、改めて思ってしまう。
 
第二サムエル　24:8-9
　イスラエルの全土を把握するのに約10ヶ月かかっている。その頃のイスラエルは広大な領土を確保していたのだ。そして膨大な人員もいた。この人数は、いわゆる常設軍ではなく、戦いになったらかり出せる対象となる人口である。イスラエルとユダを別々に数えているのは、ダビデは最初にユダの王になったという経緯も関係しているのだろう。サウルの時は、出身のベニヤミン部族が弱小だったからか、一つの部族だけが特別に見られることはなかったのだが、ダビデの時は様々な事件においても、ユダと他の部族とのずれが見える。ソロモンの時は国全体の隆盛のゆえか、あまりこだわりはなかったようだが、その後はまさに分裂してしまったのだ。
 
第二サムエル　24:10-14
　結果を手にして、ダビデは自らの過ちを悟ったとある。あまりにも豊かな国になっていたことに、神の恵みの深さを思い知らされたということだろうか。こういうあたりがダビデの心地よさである。深く謝罪したダビデであるが、しかし、今回は明確な報い、処罰が伴うことになった。選択肢の中で疫病を選んだのは、三日という短さも理由だったのではと思うが、ダビデ自身の言葉としては、人に追いかけ回されるのはつらい、ということで、ダビデにとってサウルに負われた日々の記憶がとてもつらいものであったことを感じさせられる。主はあわれみ深いから主に手に、というのは、神が直接操作することならば、いくぶんかのお目こぼしもという期待の感じられる。もっとも、この後に記されているように、事態はダビデの思惑を越えてあまりにも激しかったのだが。
 
第二サムエル　24:15-18
　疫病の激しさは、ダビデを震撼させるものだった。あっという間に7万人である。せっかく人口調査をして国力を誇ろうとしていたのに、である。ダビデが神の前に必死になって願ったのも当然である。彼は少し甘く考えていたのかもしれない。もっとも、すでに神ご自身も、予定していたよりも早く、事を終わらせるように指示を出しておられたのだと書いてある。むろん、やり過ぎなどと言うことは神にはないのだけれど、でも、人間の目から見れば、そう言いたくなるほどの厳しさであったということだ。主はあわれみ深い、ということと、主は厳しいということとは、両面を知っておくべきことである。
 
第二サムエル　24:18-25
　神の指示通り、ダビデは神の前に祭壇を築いて祈り、いけにえを捧げる。そういう儀式が罰を収束させる効果があるというのではなく（多くの宗教にはそういうものがあるが）、これはあくまでも神への願いであり、神の助けを信じての行動である。アラウナが無償提供を申し出たのは王への態度、あるいは国全体のためなのだから当然であるが、自分の祈りとしてなすべきと感じていたダビデは、これまた当然に、きちんと対価を払ってのことをと言っている。他人のふんどし、という言葉もある。銀50シェケルは約500gなので現代だと35000円になってしまうが、律法では結納金相当が銀50シェケルと告げられているところもあるので、もっと高かっただろう。とは言え、王のダビデにとってはさほどのものではない。妥当な程度、と言うべきだと思う。
 
第二サムエル　24:25
　ダビデは後にこの場所を、周辺も含めて金600シェケルで購入したのだが（第一歴代21:25）、ここには後に神殿が建てられることになる。ダビデはこの事件の後、すぐさま神殿建設に取りかかろうとするが、神から止められるということが第一歴代22章に出てくる。その仕事はソロモンが引き継ぐのだ。であるけれど、こうしてダビデの記録は、彼がしでかけした大きな過ちを語り、それから、後の神殿への序章的な事柄によって、終わりを迎えている。列王記はここから続きの話ではあるけれど、明らかに時代が変わって、まさに王たちの時代の記録となっていく。ダビデの生涯を読んできたのだが、彼もまた多くの過ちを抱えていて、まさに闇の部分も多々あるのだが、それでもなお彼が神の友と呼ばれ得ることに、人類としては大切な希望と励ましを得るのではないのだろうか。
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